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東京歯科大学短期大学のカリキュラム・ポリシー、ディプロマ・ポリシー、コンピテンシー 

１． カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針） 

1) 歯科衛生士業務である歯科疾患の予防処置、歯科診療補助及び歯科保健指導の専門性を高

めるために、時代に対応した高度な歯科医療に関する知識及び技能を修得する。

2) 高齢社会において、楽しく、美味しく、安全な食事を支援するためには、食べる機能を担う口腔機

能の維持増進が重要という考えから、口腔機能の変化や機能障害を把握し、統合して支援を行

うための知識と技能と態度を修得する。

3) 医学歯学のみならず、福祉など幅広い分野を学び、これらを統合して身につけることによって、医

療・福祉の各領域の視点を持ちつつ、多職種と協働しながら、歯科衛生の立場から総合的な知

識と技能を駆使して人々の健康づくりに寄与するための知識と技能と態度を修得する。

２． ディプロマ・ポリシー（卒業認定、学位授与の方針） 
カリキュラム・ポリシーに基づき構築された各授業科目に合格することによりコンピテンシー(学修成

果)を修得したものして認定する。一つひとつの授業科目に合格し、コンピテンシーの修得を積み重ねる

ことにより、最終学年において全ての授業科目に合格することにより、本短期大学が示すディプロマ・ポ

リシーに示した人材に到達した者として学位を授与する。

1) 歯科衛生士として歯科疾患の予防及び口腔衛生の向上を図ることを通じて、個人の健康を増進

させ、人々の健康づくりを支援できる能力をもつ人材

2) 高齢社会の進展に伴い必要とされる歯科医療の変化を把握し対応できる人材

3) 医療、介護の総合的な確保が地域包括ケアシステムにおいて推進される中で、専門職として多

職種と協働して歯科保健医療が提供できる人材

4) 教養と自己開発能力を有する自律性を持ち、地域社会の種々な場に対応できる人材

３． コンピテンシー（行動特性・能力） 

 ディプロマ・ポリシー（卒業認定、学位授与の方針）を満たすための要素として、コンピテンシー（行動

特性・能力）を「学修成果」と位置付けてディプロマ・ポリシーと関連付けて示しています。 

1) アイデンティティー・人間力：建学の精神である「ヒューマニズム」を尊重した教育理念を理解し、

幅広い教養と深い感性を身に付け行動する。

2) 倫理に基づく行動力：医療人として、法と医療倫理を遵守するとともに高い倫理観に価値を置い

て行動する。 

3) 社会貢献力：地域社会における保健、医療、福祉、行政等の活動を通じて、国民の健康回復、維

持、向上と疾病の予防に貢献する。

4) コミュニケーション能力：患者、家族、医療関係者やその他の人々の心理・社会的背景を踏まえな

がら、状況に応じて相手を尊重して対話する。

5) チーム医療・協働する力：歯科医師、医師、連携する全ての医療従事者や患者・家族に関わるす

べての人の役割を理解し、チーム医療の担い手として協調・協働する。

6) 自己研鑽力：主体的に学び、他の医療従事者とともに研鑽しながら生涯にわたって自律的に学

び続ける。 

7) 問題探求力：課題の本質に目を向け問題意識を持ち探求する。

8) プロフェッショナリズム・専門的実践能力：歯科衛生士としての社会的使命を自覚し、医療人とし

ての適切な態度のもと、統合された知識と基本的技能を身につけ、臨床において実践する。

【ディプロマ・ポリシーとコンピテンシーの対応】 

ディプロマ・ポリシー 

コンピテンシー（学修成果）

①人間力 
②倫理に 

基づく 
行動力 

③社会 
貢献力 

④コミュ
ニケーシ
ョン能力 

⑤協働 
する力 

⑥自己 
研鑽力 

⑦問題 
探求力 

⑧専門的 
実践能力 

1. 歯科衛生士として歯科疾患の

予防及び口腔衛生の向上を図

ることを通じて、個人の健康を増

進させ、人々の健康づくりを支援

できる能力をもつ人材 

〇 〇 〇 〇 

2. 高齢社会の進展に伴い必

要とされる歯科医療の変化を

把握し対応できる人材

〇 〇 〇 〇 〇 

3. 医療、介護の総合的な確保

が地域包括ケアシステムにお

いて推進される中で、専門職

として多職種と協働して歯科

保健医療が提供できる人材

〇 〇 〇 〇 〇 〇

4. 教養と自己開発能力を有す

る自律性を持ち、地域社会の

種々な場に対応できる人材

〇 〇 〇 〇 〇 〇 
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科 目 名 心理学 修得単位数 ２ 
担当教員 

※：実務経験を有する教員 

※ 林 百合 

ナンバリング A0101-1A 

実務経験 あり 
実務経験と教育内容

の関連性 
臨床心理士、公認心理師（国家資格）として実務経験のある教員が、

医療機関、臨床心理相談機関等における勤務・業務経験をいかし、心

理臨床の実際を髄所に織り込んだ講義を行っている。 
 
1. 教科の特徴 

心理学は、人が生きる上で切り離すことのできない「こころ」のしくみと働きを実証科学的に 

解き明かす学問である。本科目では、乳児期から高齢期のこころの発達や心性・性格・学習・  

認知・対人関係などについての基礎知識・理論を学び、その応用として、歯科医療の現場におい

て、さらに、地域社会、身近な人と関わりにおいて大切な、自己と他者の理解、相手に安心感を 

送り届ける関係づくり および 支援力の礎を養うことを目的とする。 
 
《当該科目》に合格することで修得できるコンピテンシー 

コンピテンシー（学修成果） 

①人間力 
②倫理に
基づく行動

力 
③社会貢

献力 
④コミュ
ニケーショ

ン能力 
⑤協働す

る力 
⑥自己 
研鑽力 

⑦問題探
求力 

⑧専門的 
実践能力 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

 
2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

心理学の基礎を踏まえたうえで、個々のこころを理解する多角的な視点、物事のバランス 

のよい捉え方、深く考える力、豊かな感性を培う。そのために、日ごろから、自ら感じ、  

なぜ？と問い、あれこれ考え、こころを豊かに 柔軟に働かせる習慣を身につけるよう努める。 
 
3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１）実証科学としての心理学を学ぶ意義について説明する。(20%) 
２）心のしくみや働きについて、説明する。(20%) 
３）心の発達や心理臨床について説明する。(20%) 
４）心の多面性について理解し説明する。(20%) 
５）他者を理解するために大切な要素を理解している。(20%) 
 
 

4. 方略（LS : Learning Strategy） 
１）受動的方法：講義 
   
２）能動的方法：ディスカッション・小レポート・PBL・グループワーク 
   
３）媒体：教科書・スライド・プリント 
 
   

5. 評価（EV : Evaluation） 
１）形成的評価：講義への積極的参加(発言、理解を深めるための質問など)を含む受講態度、 

小レポート(必須課題と任意：適時フィードバック)、講義ノート作成 
   

２）総括的評価： 
定期試験：講義内容の理解度を、空欄補充、真偽選択、多肢選択、論述などの記述試験 
にて評価する。(80%) 
講義ノート：内容と自主学修の形跡を評価する(20%) 

 
 
6. 事前学修・事後学修 

１）事前学修 
第１回：教科書の序章(1~18 ページ)および第 8 章(193～212 ページ)を通読し、実証科学 

としての心理学とは何か、こころとは何か、自分なりのイメージをもつ。(10 分) 
第 2~14 回：教科書の指定部分を読み、興味・関心事や疑問について主体的に調べ、  

自分なりの考えをもって臨む。(10 分) 
第 15 回：教科書と配布資料、作成ノート見なおし、内容を理解しているか、専門用語を 

正しく理解しているかを確認する。質問などを用意する。(10 分) 
 

２）事後学修 
第１回：当日の講義内容をふりかえり、内容の要点をつかみ、講義ノートを作成する。 

実証科学としての心理学とは何か、こころとは何かを把握している。(10 分) 
第 2~14 回：教科書、配布資料を再確認する。重要ポイントや専門用語をリストアップし、 

ノートに整理する。講義で扱ったテーマについて、自身の体験や身の  
まわりの事象に結びつけてみる。毎回、ノートを見なおし、内容の理解度  
を確認する。関心のあるテーマに関しては自分なりの考察を深める。(15 分) 

第 15 回：教科書と配布資料、作成ノート見なおす。心理学の基礎知識とともに、歯科衛 
生士として臨床の場でよりよく機能するために、さらに、これからよりよく 

生きるために大切な、自分や他者のこころの見方を身につけている。(10 分)  
 
３）事前学修・事後学修の評価 

事前学修：教科書指定箇所を読む、質問や考察などの発言にて確認する。 
事後学修：講義ノート点検、講義時間中、教員からの質問や課題に答える。 

 
7. 教科書 

サトウタツヤ,渡邊芳之 著 心理学・入門-心理学はこんなに面白

い 改訂版 (有斐閣アルマ) 
有斐閣 

 
8. 参考図書 

長谷川寿一,東條正城,大島尚,
丹野義彦,廣中直行 著 

『はじめて出会う心理学 第 3 版』 有斐閣 

山村 豊 著 心理学 [カレッジ版]  医学書院 
 
 
9. オフィスアワー 

講義実施日の講義開始前および終了後、教室やラウンジにて 
 
 
10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または終了予

定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。ただし、交通機関の乱れや

災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅延証明書等)を提出すること。 
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回

数 月日 曜

日 
時

限 内容項目（SBOs など） 方略

(LS) 
場

所 担当者 

１ 4/9 木 1 こころとは何か 
心理学とは何か 
 
これからの講義ついての説明と質疑応答 

講義 
小レ

ポー

ト 

14
階 
教

室 

林 百合 

２ 4/16 木 1 大学生のメンタルヘルス 
｢ストレス学説｣とストレスマネジメント 
自らの心身の状態を見つめ、ストレス 

マネジメントを実践できるよう学修する 

講義 
小レ

ポー

ト 

14
階 
教

室 

林 百合 

３ 4/23 木 1 第 1 章  臨床心理学 
1 臨床心理学とはなにか 
2 臨床心理学におけるさまざまな支援の

方法について知る 

講義 14
階 
教

室 

林 百合 

４ 5/7 木 1 第 1 章  臨床心理学 
3 近年の臨床心理学の実践(予防や健康の

増進)について知る 
臨床の場で幅広く寄与するよう、チー

ム医療、多職種協働について知る 

講義 14
階 
教

室 

林 百合 

５ 5/14 木 1 第 5 章  心を測る－臨床心理アセスメント 
1 臨床心理アセスメントとは 
2 心理学的測定の考え方 

講義 
小レ

ポー

ト 

14
階 
教

室 

林 百合 

６ 5/21 木 1 第 5 章  心を測る－臨床心理アセスメント 
3 さまざまな臨床心理アセスメント(査定

面接法・検査法) 
「生物-心理-社会モデル」を理解する 

講義

小レ

ポー

ト 

14
階 
教

室 

林 百合 

７ 5/28 木 1 第 2 章  性格と個人差の心理学 
1 性格とはなにか 
2 性格をとらえる枠組み・性格理論 
3 性格はどう形成されるか 
自身の性格・こころを多面的に観察する 

講義 14
階 
教

室 

林 百合 

８ 6/4 木 1 第 3 章  身近な社会的行動の心理学 
1 社会的行動をつくり出すもの 
2 他者の「心」がわかるしくみ 
3 コミュニケーション 
相手の話を「聴く」ことの大切さ、むず

かしさを知る 

講義 
グル 
ープ 
ワー 
ク 

14
階 
教

室 

林 百合 

９ 6/11 木 1 第 3 章  身近な社会的行動の心理学 
4 人を好きになるのは、なぜ 
5 人を助ける、人を傷つける 
6 集団が人を変える 
個と集団におけるこころの働き･違いを 

知る 

講義 
 

14
階 
教

室 

林 百合 

10 6/18 木 1 第 4 章  発達心理学 
1 新生児・乳幼児期から 高 齢 期 における 
心の発達と各発達段階特有の心理 

講義 14
階 
教

室 

林 百合 

11 6/25 木 1 第 4 章  発達心理学 
2 愛着理論 
3 こころの発達理論 

エリクソンの心理社会的発達理論 

講義 14
階 
教

室 

林 百合 

12 7/2 木 1 第 4 章  発達心理学 
3 こころの発達理論 

ピアジェの認知発達理論 
マーラーの分離個体化発達理論 

ひとのこころの発達と各段階特有の心理

に応じた関わりの大切さを理解する 

講義 14
階 
教

室 

林 百合 

13 7/9 木 1 第 5 章  知覚・認知・記憶の心理学 
1 環境をとらえるしくみ 
2 知覚のシステム 
3 記憶のしくみ 
4 認知のバイアス 

講義 14
階 
教

室 

林 百合 

14 7/16 木 1 第 6 章  行動と学習の心理学 
1 行動とは何か、学習とは何か 
2 生得的行動 
3 学習される行動 

講義 14
階 
教

室 

林 百合 

15 9/3 木 1 これまでの講義のふりかえりと補遺 
 

質疑応答 

講義 14
階 
教

室 

林 百合 
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科 目 名 生命倫理 修得単位数 ２ 

担当教員 
※：実務経験を有する教員 

※新島典子 

ナンバリング A0103-1B 

実務経験 あり 

実務経験と教育内容

の関連性 
損害保険に関する実務経験のある教員が、契約当事者や事故被害者から

の各種相談を傾聴した経験を活かして講義を行っている。 

 
1. 教科の特徴 
 本教科は、以下を育むことを目的とした教科である。 

１）超高齢化の進む現代日本社会の倫理・道徳についての基本的教養と真摯な態度 

２）日々変化する社会における生命倫理的諸問題を理解し、他職種と連携して種々な場に対応

できる自己開発能力 

３）現代社会の情報倫理（ネットリテラシー）を理解し、社会変化に対応する力 

 
《当該科目》に合格することで修得できるコンピテンシー 

コンピテンシー（学修成果） 

①人間力 
②倫理に
基づく行動

力 

③社会貢
献力 

④コミュ
ニケーショ
ン能力 

⑤協働す
る力 

⑥自己 
研鑽力 

⑦問題探
求力 

⑧専門的 
実践能力 

〇 〇  〇 〇  〇  

 
2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

生命倫理的な諸問題を理解するためにこれらに関わる基本的知識を修得する。 
 

3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 
１）現代社会の倫理・道徳にかかわる諸問題を説明する。（20%） 
２）様々な理論、概念、事例を用いて、倫理・道徳的知識を説明する。（15%） 
３）医の倫理と生命倫理の歴史経過と諸問題を幅広く説明する。（15%） 

４）生と死にかかわる倫理的問題について幅広く説明する。（20%） 

５）患者を理解し、信頼関係を築くための方法を説明する。（20%） 

６）現代社会の情報倫理（ネットリテラシー）を説明する。（10%） 

 
4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法：講義 

２）能動的方法：ディスカッション、ポストテスト 

３）媒体：スライド、プリント１）受動的方法：講義 

   
5. 評価（EV : Evaluation） 

１）形成的評価：原則各回講義開始時にディスカッション、終了時に Google Forms による

ポストテストを行う。  
２）総括的評価：定期試験については、講義内容の理解度を、空欄補充、真偽選択、論述等

の記述試験で評価する。(70%)  
ディスカッション、ポストテストの結果を評価する。(30%)  

 
 
 
 

6. 事前学修・事後学修 
１）事前学修 

第１回～第 15 回：シラバス記載テーマをウェブ検索し、重要ポイントを予測する。(10 分) 
２）事後学修 

第１回～第 15 回： 当日配布資料を再確認し、重要ポイントをリストアップする。(15 分) 
３）事前学修・事後学修の評価 

第１回～第 14 回：  

事前学修： 講義当日の開始時にディスカッションで確認する。  
事後学修： 次回講義の開始時に、ポストテストを行う。 
第 15 回： 
事前学修： 講義当日の開始時にディスカッションで確認する。  
事後学修： 講義内で半年分のまとめを行い、各自で理解度を自己評価する。  

 
7. 教科書 

教科書は指定しません。必要に応じて資料を配布。 
 

8. 参考図書 
参考図書は講義で適宜提示する。 
 

9. オフィスアワー 
講義実施日の講義終了後から 18 時 

 
10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または終了予

定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 
ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅延証明

書等)を提出すること。自分の学生番号と名前を書いた紙を当日授業終了時までに教員に提出

しなかった学生は欠席扱いとする。
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回

数 
月日 

曜

日 
時

限 
内容項目（SBOs など） 

方略

(LS) 

場

所 
担当者 

１ 10/1 木 ３ 
歯科衛生士に必要な倫理・道徳（１） 

1. 倫理の基本概念・歴史、      

2. 医の倫理と生命倫理の歴史と諸問題 

講義 14

階 

教

室 

新島 

２ 10/8 木 ３ 
生と死を数値化する 

1. 死亡率、死因、平均寿命、 

2. 現代社会の生きづらさ、さまざまな

障害と病い 

講義 14

階 

教

室 

新島 

３ 10/15 木 ３ 
生と死を定義する 

1. 死の社会的・物理的定義、 

2. 脳死判定・臓器移植の諸問題 

講義 14

階 

教

室 

新島 

４ 10/22 木 ３ 
これまでのまとめ（１） 

講義 14

階 

教

室 

新島 

５ 10/29 木 ３ 
生と死を操作する 

1. 安楽死について、誰がいつ決める

か、 

2. 決定のプロセスとインフォームドコ

ンセント 

講義 14

階 

教

室 

新島 

６ 11/5 木 ３ 
死を迎える    

1. 老い衰えゆくこと、家族の死、 

2. 終末期医療とホスピス 

講義 14

階 

教

室 

新島 

７ 11/12 木 ３  

死を受け入れる    

1. 喪失体験と回復  

2. 葬儀の意義と多様化 

講義 14

階 

教

室 

新島 

８ 11/19 木 ３ 
これまでのまとめ（２） 

講義 14

階 

教

室 

新島 

９ 11/26 木 ３ 
インターネットとメールの倫理 

1. インターネットを用いた情報収集と

モラル、 

2. 電子メールのモラルとマナー 

3. トラブル回避のために 

講義 14

階 

教

室 

新島 

10 12/3 木 ３ 
ネット上の個人情報と倫理 

1. 携帯電話やパソコンの個体識別と   

本人追跡性、 

2. 情報セキュリティ、 

3. トラブル回避のために 

講義 14

階 

教

室 

新島 

11 12/10 木 ３ 
ソーシャルメディア利用の倫理 

1. ソーシャルメディア利用のリスク、 

2. ソーシャルメディア利用上のモラル 

とマナー、 

3. トラブル回避のため 

講義 14

階 

教

室 

新島 

12 12/17 木 ３ 
歯科衛生士に必要な倫理・道徳（２） 

1. 道徳的正しさとは：正義論、 

2. 実験動物をめぐる倫理・道徳的議論 

講義 14

階 

教

室 

新島 

13 1/14 木 ３ 
歯科衛生士に必要な倫理・道徳（３） 

1. 技術と実践のせめぎあい：いのちの

操作と優性思想、 

2. 高度生殖医療の現状をめぐる倫理・

道徳的議論 

講義 14

階 

教

室 

新島 

14 1/21 木 ３  

歯科衛生士に必要な倫理・道徳（４） 

1. 患者理解と患者への配慮、 

2. 患者の家族や家庭への配慮、 
3. 終末期医療におけるケア 

講義 14

階 

教

室 

新島 

15 1/28 木 ３ 
これまでのまとめ（３） 

講義 14

階 

教

室 

新島 
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科 目 名 コミュニケーション理論と実際 修得単位数 ２ 
担当教員 

※：実務経験を有する教員 

※保坂 誠 

ナンバリング A0104-1A 

実務経験 あり 
実務経験と教育内容

の関連性 
歯科医師として実務経験のある教員が、病院などでの勤務経験を活か

し、現場に即した講義を行っている。 

 
1. 教科の特徴 

歯科衛生士として人々の健康づくりを支援するためには、人間関係の構築が重要になる。

コミュニケーションの基本的理論を学び、コミュニケーション能力を高めることでディプロ

マポリシーに準拠した人材育成を行う。 
 

《当該科目》に合格することで修得できるコンピテンシー 
コンピテンシー（学修成果） 

①人間力 
②倫理に
基づく行動

力 
③社会貢

献力 
④コミュ
ニケーショ

ン能力 
⑤協働す

る力 
⑥自己 
研鑽力 

⑦問題探
求力 

⑧専門的 
実践能力 

〇  〇 〇 〇    

 
2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

 歯科衛生士として患者のみならず、他の医療職種や介護職種や地域の人たちとの良好な交

流ができるようになるために、コミュニケーションの基本姿勢と技法を学修し医療面接の知

識を修得する。 
 
3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１）コミュニケーションの意義を説明する。（20％） 
２）対人関係における自己理解について説明する。（20％） 
３）人の行動とコミュニケーション情報の概念を説明する。（20％） 
４）効果的なコミュニケーションを行う要点を説明する。（20％） 
５）医療面接の基本的技能を列挙する。（20％） 

 
4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法： 
講義の内容に基づいた配布資料を用いて行う。 

２）能動的方法： 
「PBL」：個人もしくは、小グループに分けて課題に取り組んだ結果に対してディスカ

ッションを行う。 
３）媒体： 
  配布資料、スライド 

 
5. 評価（EV : Evaluation） 

１）形成的評価： 
  講義内に行う課題提出物により理解度を確認しフィードバックする。 
２）総括的評価： 
  定期試験については、シラバスに記載した範囲で行い、講義内容の理解度を記述試 

験で評価する。（100％） 

 
6. 事前学修・事後学修（提出後、返却された資料は、各自保管し定期試験対策に用いる） 

１）事前学修 
第１回： 配布資料 P1～8 を読んでおく。(15 分) 
第２回： 配布資料 P9～12 を読んでおく。(15 分) 
第３回： 配布資料 P13～18 を読んでおく。(15 分) 
第４回： 配布資料 P19～24 を読んでおく。(15 分) 
第５回： 配布資料 P25～28 を読んでおく。(15 分) 
第６回： 配布資料 P29～34 を読んでおく。(15 分) 
第７回： 配布資料 P35～39 を読んでおく。(15 分) 
第８回： 配布資料 P40～47 を読んでおく。(15 分) 
第９回： 配布資料 P48～50 を読んでおく。(15 分) 
第 10 回： 配布資料 P51～53 を読んでおく。(15 分) 
第 11 回： 配布資料 P54～61 を読んでおく。(15 分) 
第 12 回： 配布資料 P62～65 を読んでおく。(15 分) 
第 13 回： 配布資料 P66～69 を読んでおく。(15 分) 
第 14 回： 配布資料 P70～75 を読んでおく。(15 分) 
第 15 回： 配布資料 P76～84 を読んでおく。(15 分) 
 

２）事後学修 
第１～15 回： 講義で学んだ重要ポイントや気づきなどをリストアップする。（20

分） 
３）事前学修・事後学修の評価 

第１～14 回： 次回講義開始時にリストアップ資料（A4 判 800 字以内）を提出する。 
第 15 回  ： 講義の終わりに、理解度の評価を質問により行う。 
 

7. 教科書 
指定なし   

 資料を配布する 
8. 参考図書 

髙江洲儀矩 編 保健医療におけるコミュニケーシ

ョン・行動科学 
医歯薬出版 

全国歯科衛生士教育協議会 監

修 
歯科衛生シリーズ 
 歯科医療倫理学 第 1 版 

医歯薬出版 

 
9. オフィスアワー 

講義実施日の講義終了後から 18 時 
 
10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または終了予

定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 
ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅延証明

書等)を提出すること。 
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回

数 月日 曜

日 
時

限 内容項目（SBOs など） 方略

(LS) 
場

所 担当者 

１ 4/13 月 １ コミュニケーションの語源と意味 
人間におけるコミュニケーション 
対人関係とコミュニケーション 

講義 14
階 
教

室 

保坂 

２ 4/20 月 １ コミュニケーションの代表的原理 
コミュニケーションの特徴 
ジョハリの窓 

講義 14
階 
教

室 

保坂 

３ 4/27 月 １ 習慣行動と学習の関係 
言語使用ニーズ 
コミュニケーションの表出 
学習理論 習慣とは 

講義 14
階 
教

室 

保坂 

４ 5/11 月 １ これからのコミュニケーションの課題 
対人援助の考え方 
観察法の意義 
言語と非言語表現 
身体は語る 

講義 14
階 
教

室 

保坂 

５ 5/18 月 １ 援助者の態度 
患者の行動特性 
自己抑制型行動特性（イイコ行動特性） 
 

講義 
 

演習 

14
階 
教

室 

保坂 

６ 5/25 月 １ コミュニケーションにみられる態度 
概念フィルターについて 
傾聴を妨げるブロッキング 
リスニング（傾聴）の効果 
確認法の意義 

講義 14
階 
教

室 

保坂 

７ 6/1 
 

月 １ アサーショントレーニング（1） 
非主張的自己表現 
攻撃的自己表現 
アサーティブ自己表現 

講義 14
階 
教

室 

保坂 

８ 6/8 月 １ アサーショントレーニング（2） 
自己カウンセリングとアサーション 
アサーション度チェック 

講義 
 

演習 

14
階 
教

室 

保坂 

９ 6/15 月 １ 患者さんの行動特性 
共感について 
行動変容支援カウンセリング 
期待と感情の理解 

講義 
 
 

演習 

14
階 
教

室 

保坂 

10 6/22 月 １ 臨床現場におけるコミュニケーション 
コンプライアンス行動 
お任せ医療 
コンプライアンスとセルフケアの援助と

倫理 
医療現場におけるコミュニケーション 

講義 
 
 
 
 

演習 

14
階 
教

室 

保坂 

11 6/29 月 １ 医療面接で重要な空間位置関係 
対人距離 
パーソナルスペースの定義 
距離ではかる人間関係 

講義 
演習 

14
階 
教

室 

保坂 

12 7/6 月 １ 医療面接における質問法 
 

 

講義 14
階 
教

室 

保坂 

13 7/13 月 １ 医療情報を得るためのコミュニケーショ

ン法（質問法の違い） 
沈黙の技法 
効果的な沈黙を学ぶ 

講義 
演習 

14
階 
教

室 

保坂 

14 8/31 
 

月 １ 症状と心理的要因 
共感的な繰り返し 
保健行動における動機と負担 
保健信念モデルにおける自己効力感 

講義 14
階 
教

室 

保坂 

15 9/7 月 １ 歯科におけるコミュニケーションの特徴 
カウンセリングとコーティング 
医療面接技法の例題 
多職種との連携 口腔を通した健康支援 

講義 14
階 
教

室 

保坂 
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科 目 名 生物学 修得単位数 ２ 

担当教員 

※：実務経験を有する教員 

※橋本貞充、佐藤正樹 

ナンバリング A0201-1A 

実務経験 あり 

実務経験と教育内容

の関連性 

歯科医師として実務経験のある教員が、大学や病院等での勤務経験を活

かし、これから学ぶ専門科目に学修する上で必要な細胞生物学の基礎知

識について講義を行っている。 

 

1. 教科の特徴 

本学のディプロマポリシーにある、１．歯科衛生士として歯科疾患の予防及び口腔衛生の向上

を図ることを通じて、個人の健康を増進させ、人々の健康づくりを支援できる能力をもつ人材を

育成するために、生命としての生物、そして、ヒトのからだや口腔組織について、基本的な構造

や機能を理解することで、これから学んでいく、基礎・臨床科目へと繋いでいくための科目であ

る。 

歯科衛生士として、ひとり一人のからだの変化をつかみ、さまざまな病気に対応していくため 

には、正常な人間の基本的な構造や細胞・組織の機能、成長と加齢にともなう変化、そしてなぜ

病気が起きるのかを理解する必要がある。生物学では、多細胞生物として進化してきた人間の組

織構造や機能について広く学ぶことを通して、ひとに興味を持ち、考えるきっかけを提供するこ

とを目的としている。 

 

《当該科目》に合格することで修得できるコンピテンシー 

コンピテンシー（学修成果） 

①人間力 ②倫理に基づ
く行動力 ③社会貢献力 ④コミュニケ

ーション能力 ⑤協働する力 ⑥自己 
研鑽力 ⑦問題探求力 ⑧専門的 

実践能力 

〇     〇 〇  

 

2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

歯科衛生士としてさまざまな病気に対応していくために必要な人間の組織構造や機能に関す

る基本的知識を修得する。 

 

3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１）生物とは何か？について概説する。（5％） 

２）細胞とは何か？について概説する。（10％） 

３）細胞核と核酸、染色体について概説する。（5％） 

４）細胞膜と細胞小器官について概説する。（5％） 

５）細胞骨格と細胞接着について概説する。（5％） 

 

６）上皮組織と結合組織について概説する。（5％） 

７）筋組織と神経組織について概説する。（5％） 

８）消化器官と消化液について概説する。（5％） 

９）循環器について概説する。（5％） 

10）血液・骨髄組織について概説する。（5％） 

11）免疫について概説する。（5％） 

12）細胞と個体の加齢と死について概説する。（5％） 

13）顔面と口腔の組織について概説する。（5％） 

14）唾液の機能と、唾液腺の構造と機能について概説する。（10％） 

15）口腔粘膜の構造と機能について概説する。（10％） 

16）歯と歯周組織の構造と機能について概説する。（10％） 

 

4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法：講義 

２）能動的方法：ディスカッション 

３）媒体：教科書、プリント、スライド 

   

5. 評価（EV : Evaluation） 

１）形成的評価： 

  各回の講義の開始時と終了時にプレテスト・ポストテストを行う。 

２）総括的評価： 

  定期試験において、講義の内容を、筆記試験・多肢選択式のマークシート試験によって 

評価する。（100％） 

 

6. 事前学修・事後学修 

１）事前学修 

   第 1回〜15 回 事前にシラバスに記載されている項目について、教科書の担当箇所に目を

通しておく。(10 分) 

２）事後学修 

   第 1回〜15 回 教科書および配付資料の各回の講義範囲について、ノートに整理する。 

(15 分) 

３）事前学修・事後学修の評価 

  各回の講義の開始時と終了時にプレテスト・ポストテストを行う。 

 

7. 教科書 

嶋田 正和ら監修 改訂版 視覚でとらえるフォトサイエ

ンス生物図録 2024 年 

数研出版 

8



 

8. 参考図書 

全国歯科衛生士教育協議会 

監修 

歯科衛生学シリーズ 

人体の構造と機能 1 解剖学・組織

発生学・生理学 

医歯薬出版 

全国歯科衛生士教育協議会 

監修 

歯科衛生学シリーズ 

歯・口腔の構造と機能 口腔解剖学・

口腔組織発生学・口腔生理学 

医歯薬出版 

 

9. オフィスアワー 

講義実施日の講義終了後から 18 時 

 

10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または終了予

定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 

ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅延証明

書等)を提出すること。 

 

 

回

数 
月日 

曜

日 

時

限 
内容項目（SBOs など） 

方略

(LS) 

場

所 
担当者 

１ 4/8 水 ３ 1）生物とは何か。 

細胞を構成している物質 

からだを構成している物質 

からだの組織と器官と成り立ち 

講義 14

階

教

室 

橋本 

（貞） 

２ 4/15 水 ３ 2）細胞の基本構造 ① 

細胞とは何か。その構造と機能 

染色体と遺伝子 

DNA・RNAとセントラルドグマ 

講義 14

階

教

室 

橋本 

（貞） 

３ 4/22 水 ３ 3）細胞の基本構造 ② 

細胞膜の構造と機能 

細胞小器官の構造と機能 

講義 14

階

教

室 

橋本 

（貞） 

４ 5/13 水 ３ 4）細胞の基本構造 ③ 

細胞骨格の構造と機能 

 細胞間接着装置の構造と機能 

講義 

演習 

14

階

教

室 

橋本 

（貞） 

５ 5/20 水 ３ 5）からだの構造 ① 

上皮組織の構造と機能 

結合組織の構造と機能 

 

講義 14

階

教

室 

橋本 

（貞） 

６ 5/27 水 ３ 6）からだの構造 ② 

骨組織の構造と機能 

骨格筋と平滑筋の構造と機能 

 

講義 14

階

教

室 

橋本 

（貞） 

７ 6/3 水 ３ 7）からだの構造 ③ 

中枢神経と末梢神経の構造と機能 

内分泌組織の構造と機能 

ホルモンの機能 

  

講義 14

階

教

室 

橋本 

（貞） 

８ 6/10 水 ３ 8）からだの構造 ④ 

消化管の構造と機能 

消化管の分泌液の機能 

あ 

講義 14

階

教

室 

橋本 

（貞） 
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９ 6/17 水 ３ 9）からだの構造 ⑤ 

血液循環の仕組み 

心臓の構造と機能 

動脈と静脈の構造と機能 

リンパ循環の仕組み 

 

講義 14

階

教

室 

橋本 

（貞） 

10 6/24 水 ３ 10）からだの構造 ⑥ 

血液の成分 

血球の種類と機能 

自然免疫と獲得免疫 

 

講義 

 

14

階

教

室 

橋本 

（貞） 

11 7/1 水 ３ 11）からだの構造 ⑦ 

加齢と死 

細胞・組織の加齢変化と細胞死 

ひとの加齢変化と死 

 

講義 

 

14

階

教

室 

橋本 

（貞） 

12 7/8 水 ３ 12）顔と口の構造 ① 

唾液と唾液腺 

唾液の成分と機能 

 唾液腺の構造と機能 

 

講義 14

階

教

室 

橋本 

（貞） 

13 7/15 火 ３ 13）顔と口の構造 ② 

口腔粘膜の構造と機能 

舌の構造と機能 

味覚 

 

講義 14

階

教

室 

橋本 

（貞） 

14 7/22 水 ３ 14）顔と口の構造 ③ 

歯の構造と機能 

講義 14

階

教

室 

橋本 

（貞） 

15 9/2 水 ３ 15）顔と口の構造 ④ 

歯周組織の構造と機能 

 まとめ 

講義 

演習 

14

階

教

室 

橋本 

（貞） 
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科 目 名 情報リテラシー 修得単位数 １ 
担当教員 

※：実務経験を有する教員 
江口貴子、EHSAN

エ ー サ ン

 BESHAL
ビ シ ャ ー ル

 

ナンバリング A0202-1A 

実務経験 なし 
実務経験と教育内容

の関連性 
 

 
1. 教科の特徴 

本教科は、情報機器を用いて、そこから得られた情報の活用能力(倫理の実態や法規制、検

索・処理・発信方法)を修得し、情報社会に必要な教養と自己開発能力(知識・技能)を養う科目

である。 

 
《当該科目》に合格することで修得できるコンピテンシー 

コンピテンシー（学修成果） 

①人間力 ②倫理に基づ
く行動力 ③社会貢献力 ④コミュニケ

ーション能力 ⑤協働する力 ⑥自己 
研鑽力 ⑦問題探求力 ⑧専門的 

実践能力 

〇     〇   

 
2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

情報社会の中で歯科衛生士として適切な情報の検索・処理・発信を行うために必要な 

情報活用能力(知識・技能)を修得する。 

 
3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１）情報技術の有用性および情報倫理の重要性を説明する。(10％) 

２）SNS を含めた情報発信の責任について説明する。(5％) 

３）情報収集の方法を説明する。(5％) 

４）情報を収集する。(5％) 

５）Word を用いて基本的な文章を作成する。(10％) 

６）実データを活用し Excel を用いて表・グラフを作成する。(30％) 

７）収集した情報を処理する。(30％) 

８）処理した情報をプレゼンテーションする。(5％) 

 
4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法：講義、示説 
２）能動的方法：プレテスト・ポストテスト、演習、実習  

３）媒体：スライドやプリント 
   

5. 評価（EV : Evaluation） 
１）形成的評価： 

①講義 2 回目はプレテスト・ポストテストを行う。 

  ②適宜、課題を提示し、提出物の内容を評価、フィードバックする。 

   
２）総括的評価： 

①定期試験は講義内容の理解度を空欄補充、真偽選択、論述等の記述試験で評価する。 

②実能試験は指定課題の作成状況を評価する。 

(①＋②で 100％とする。) 

 

6. 事前学修・事後学修 
１）事前学修 

第１、2 回：PC に電源を入れ、正常に起動するか確認する。(10 分) 

第 3 回：東京歯科大学図書館のホームページを確認する。(10 分) 

第 4 回：Word が正常に起動するか、文字が入力できるか確認する。(10 分) 

第 5、6 回：Excel が正常に使用できるかを確認する。(10 分) 

第 7、8 回：講義プリント(事前配布、もしくはダウンロード)を読んでおく。(10 分) 

第 9 回：課題発表に関する準備を行う。(10 分) 

第 10 回：Excel 、PowerPoint が正常に起動するかを確認する。(10 分) 

第 11 回：検索エンジンを用いてインターネット検索ができるか確認する。(5 分)。     

図書館ホームページからリンクしているデータベースを確認する。(10 分) 

第 12 回：第 11 回目の講義内容を踏まえ、論文検索に必要な事項を確認する。 

第 13 回：Excel、PowerPoint が正常に使用できるか確認する。(5 分) 

     これまでに修得した Excel、PowerPoint に関する技能を確認する。(10 分) 

第 14 回：第 13 回の講義内容を十分に確認する。(15 分) 

     第 15 回：各自発表に関する準備を行う。(10 分) 

２）事後学修 
第１～3 回：講義資料を再確認し、重要ポイントをリストアップする。(10 分) 

第 4 回：講義で修得した Word 操作に関する技能を確認する。(10 分) 

第 5 回：講義で修得した Excel 操作に関する技能を確認する。(10 分) 

第 6 回：講義で修得した Excel 操作に関する技能を確認する。(10 分) 

第 7 回：第 6 回目と同様。(課題が進んでいない場合には、課題を進める。)(10 分) 

第 8 回：各自で課題発表に関する振り返りを行う。(10 分) 

第 9 回：講義で修得した Excel 操作に関する技能を確認する。(10 分) 

第 10 回：講義で修得した Power Point 操作に関する技能を確認する。(10 分) 

第 11 回：講義資料を再確認し、重要ポイントをリストアップする。(10 分) 

第 12 回：選択した論文を読んでおく。(10 分) 

第 13 回：講義で修得した Excel、PowerPoint に関する技術を確認する。(10 分) 

第 14 回：第 14 回で作成した課題の振り返りを各自で行う。(10 分) 

第 15 回：第 15 回で行った発表に関する振り返りを各自で行う。(5 分) 

３）事前学修・事後学修の評価 
第１、2 回： 

事前：各自の PC を起動させ、正常に起動するかを確認する。 

事後：次回講義開始前に、第 1、2 回に関する質問を行い、理解度を確認する。 

第 3 回： 

事前：図書館のホームページに関する質問を行い、理解度を確認する。 

事後：次回講義開始前に、第 3 回に関する質問を行い、理解度を確認する。 

第 4、5、6回： 

事前：Word,Excel が正常に使用できているか確認する。 

事後：次回講義開始前に第 4、5、6 回に関する質問を行い、理解度を確認する。 

第 6、7 回： 

事前：講義当日の開始時にプレテストで確認する。 

事後：次回講義の開始時にポストテストで確認する。 

第 9 回： 

事前：当日の発表の様子で評価する。 

事後：次回講義開始前に、第 9 回に関する質問を行い、理解度を確認する。 

第 10 回： 

事前：Excel、PowerPoint が正常に使用できているか確認する。 

事後：次回講義開始時に、第 10 回に関する質問を行い、理解度を確認する。 
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第 11 回： 

事前：図書館ホームページからリンクしているデータベースに関する質問を行う。 

事後：次回講義開始時に、第 11 回に関する質問を行い、理解度を確認する。 

第 12 回： 

事前：論文検索に関する質問を行い、理解度を確認する。                   

事後：どのような論文を検索したかを質問する。 

第 13,14 回: 

事前：Excel、PowerPoint が正常に使用できているか確認する。 

事後：課題についての振り返り状況を質問する。 

第 15 回： 

事前：当日の発表の様子で評価する。 

    事後：次回講義がないため行わない。 

  
 
7. 教科書 

教科書は用いず、プリントを配布もしくは配信を行う。 

学生は、毎講義時に PC を持参する。 

 
8. 参考図書 

鞆 大輔 著 学生時代に学びたい情報倫理 共立出版 
魚田勝臣ほか編著 IT テキスト基礎情報リテラシ 共立出版 

大谷卓史編著 情報倫理入門 アイ・ケイコー

ポレーション 

眞木吉信 監著 卒業研究 HAND BOOK クインテッセン

ス出版株式会社 

 
9. オフィスアワー 

講義実施日の講義終了後から 18 時 
 
10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または終了予

定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 
ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅延証明

書等)を提出すること。 

 

 
回

数 
月日 

曜

日 

時

限 
内容項目（SBOs など） 

方略

(LS) 

場

所 
担当者 

１ 4/10 金 3 オリエンテーション(PC 接続確認) 

・コンピューター利用の基本事項を知

る。 

・ハードウエアの構成を説明する。 

  

講義 14

階 

教

室 

江口 

EHSAN
エ ー サ ン

 

２ 4/17 金 3 情報リテラシー・情報倫理 
・情報リテラシーについて説明する。 
・情報倫理について説明する。 
・医療情報の開示に関する注意点を

説明する。 
・SNS を含めた情報発信の責任につ

いて説明する。 SBOs1)、2) 

講義 14

階 

教

室 

江口 

EHSAN
エ ー サ ン

 

３ 4/24 金 3 情報リテラシー・情報倫理 
・情報収集における図書館の役割と、

その仕組み 
 図書館の種類 
 図書館のサービス 
 図書館蔵書検索 
 目的の図書を探し出す 
・著作権について概要を説明する。 
SBOs3)、4) 

講義 

演習 

14

階 

教

室 

阿部 

江口 

EHSAN
エ ー サ ン

 

４ 5/8 金 1 コンピューターによる情報処理 1 

・ID とパスワード管理、アカウント

の概念、ネットワーク・メールについ

て 

・Word での文章ファイル作成、保存

する。SBOs5) 

講義 

示説 

実習 

14

階 

教

室 

江口 

EHSAN
エ ー サ ン

 

５ 5/8 金 3 コンピューターによる情報処理 2 
・TDC ポータルへの接続 
・Gmail の活用 
・Excel の説明 
・Excel による表の作成と計算 （セ

ル・列・行の説明、計算式の入力方法） 
SBOs6) 

講義 

示説 

実習 

14

階 

教

室 

江口 

EHSAN
エ ー サ ン

 

６ 5/29 

 

金 1 コンピューターによる情報処理 3 
・4 回目の課題実施 
・Excel によるフィルター機能の活用 
SBOs6) 

講義 

示説 

実習 

14

階 

教

室 

江口 

EHSAN
エ ー サ ン

 

７ 5/29 金 3 コンピューターによる情報処理 4 
・保健情報について 
・質問紙(アンケート)の作成について 
SBOs5)、6) 

講義 

示説 

実習 

オ

ン

ラ

イ

ン 

江口 

EHSAN
エ ー サ ン
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８ 6/5 金 3 コンピューターによる情報処理 5 
・個人による質問紙作成 
・集計フォーマットの作成 
SBOs5)、6) 

講義 

実習 

14

階 

教

室 

江口 

EHSAN
エ ー サ ン

 

９ 6/12 金 3 コンピューターによる情報処理 6 
・7 回目に作成した課題の発表 
コンピューターによる情報処理 7 
・Excel によるグラフの作成 
・実データの活用 

・Excel による表計算やグラフ作成 

SBOs6) 

講義 

示説 

実習 

14

階 

教

室 

江口 

EHSAN
エ ー サ ン

 

10 6/19 金 3 コンピューターによる情報処理 8 
・Excel によるグラフの作成 
・PowerPoint でのスライド作成 
SBOs6)、7) 

講義 

示説 

実習 

14

階 

教

室 

江口 

EHSAN
エ ー サ ン

 

11 6/26 金 3 コンピューターによる情報の収集 1 
・図書館での情報収集や学術文献を

検索する。  

・学術文献の検索 
 研究と図書館 学術情報データベ

ース 
 インターネット情報の特徴 
 学術情報流通の現状 
SBOs3)、4) 

講義 

演習 

14

階 

教

室 

阿部 

江口 

EHSAN
エ ー サ ン

 

12 7/3 金 3 PowerPoint を用いたﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 1 
・選択した論文を要約する。 
・PowerPoint でのスライド作成 
SBOs7)、8) 

講義 

示説 

実習 

14

階 

教

室 

江口 

EHSAN
エ ー サ ン

 

13 7/10 金 3 コンピューターによる情報処理まとめ 
・基本的文章を作成する。  
・収集した情報、データを処理するこ

とができる。SBOs1～7) 

講義 14

階 

教

室 

江口 

EHSAN
エ ー サ ン

 

14 9/4 金 1 コンピューターの技能まとめ 
・指定課題の提示 

講義 

示説 

実習 

14

階 

教

室 

江口 

EHSAN
エ ー サ ン

 

15 9/4 金 3 PowerPoint を用いたﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 2 
・PowerPoint にて発表を行う。 
情報リテラシーまとめ 
・情報リテラシーについて説明する。 
・情報倫理について説明する。 
・医療情報の開示に関する注意点を

説明する。 
・文章作成、図表作成、プレゼンテー

ションスライド作成の実際。SBOs7)、

8) 

講義 

実習 

14

階 

教

室 

江口 

EHSAN
エ ー サ ン
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科 目 名 経済学 修得単位数 ２ 
担当教員 

※：実務経験を有する教

員 

野口 尚洋 

ナンバリング A0203-1A 

実務経験 なし 
実務経験と教育内容

の関連性 
 

 
1. 教科の特徴 

 経済の仕組みについて理論と現実の両面から説明しく。経済学を学ぶことは、地域社会の

中で直面する様々な問題に対して、人として、また、歯科衛生士として、自律性をもって行

動するための一助となるものである。 
 

《当該科目》に合格することで修得できるコンピテンシー 
コンピテンシー（学修成果） 

①人間力 
②倫理に
基づく行動

力 
③社会貢

献力 
④コミュ
ニケーショ

ン能力 
⑤協働す

る力 
⑥自己 
研鑽力 

⑦問題探
求力 

⑧専門的 
実践能力 

〇   〇 〇    

 
2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

将来の生活の中で起こる様々な経済的な課題に対して、その仕組みを理解し、自ら考えて

行動するために経済学的な考え方の基礎知識を修得する。 

 
3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１）日常生活に関する経済に対する関心を示す。（40％） 

２）日常生活に関する経済の諸問題を説明する。（20％） 

３）日常生活に必要な経済の仕組みを説明する。（30％） 

４）物価、景気などの基本的事項を理解し、経済ニュースを列挙する。(10％） 
 
4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法：講義 
   
２）能動的方法：ポスト・テスト 
   
３）媒体：プリント、classroom 
   

5. 評価（EV : Evaluation） 
１）形成的評価：各回の講義終了時にポスト・テストを行う。 
   
２）総括的評価：定期試験については、講義内容の理解度をグラフの読み取り、計算問題、

論述等の記述試験により評価する。（80％）、ポスト・テスト（20%） 
 

6. 事前学修・事後学修 
１）事前学修 

第１回： シラバスを読んでおく。（５分） 

第２回以降：前回のプリントを読み、ポスト・テストの間違えた問題を解きなおす。

（15 分） 

 

 

２）事後学修 
第１回以降：配布資料を再確認し演習問題を解きなおす。（15 分）  
 

３）事前学修・事後学修の評価 
第１回以降：ポスト・テストを行う。 

 
7. 教科書 

教科書は指定しません。 
 

8. 参考図書 
  参考書は適宜、指示します。 

 
9. オフィスアワー 

講義実施日の講義終了後から 18 時 
 
10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または終了予

定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 
ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅延証明

書等)を提出すること。 
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回

数 月日 曜

日 
時

限 内容項目（SBOs など） 方略

(LS) 
場

所 担当者 

１ 4/9 木 4 オリエンテーション 
・授業内容と進め方について 

経済学独特の考え方（１） 
１．インセンティブ 

講義 14
階 
教

室 

野口 

２ 4/16 木 4 経済学独特の考え方（２） 
経済学独特の考え方を理解する。 
１．機会費用 ２．トレード・オフ 
３．比較優位・交換の利益 

講義 14
階 
教

室 

野口 

３ 4/23 木 4 経済学独特の考え方（３） 
「限界」の考え方を理解する。 
１．限界費用  
２．企業の最適生産量 

講義 14
階 
教

室 

野口 

４ 5/7 木 4 企業の利潤最大化 
企業の利潤最大化について理解する。

１．利潤最大化の条件 

２．損益分岐点と操業停止点 

講義 14
階 
教

室 

野口 

５ 5/14 木 4 需要と供給 
需要と供給の関係と余剰を理解する。 
１．均衡と余剰 

２．課税と価格弾力性 

講義 14
階 
教

室 

野口 

６ 5/21 木 4 情報の経済学 
情報の非対称性について理解する。 
１．保険について 

２．モラル・ハザードと逆選択 

講義 14
階 
教

室 

野口 

７ 5/28 木 4 ゲーム理論 
ゲーム理論について理解する。 
１．ナッシュ均衡 

２．色々なゲーム 

講義 14
階 
教

室 

野口 

８ 6/4 木 4 日本経済 
日本経済の現状を理解する。 
１．GDP と戦後日本経済 

２．産業連関表と経済効果 

講義 14
階 
教

室 

野口 

９ 6/11 木 4 財市場 
財市場と財政政策の効果を理解する。 

１．GDP の決まり方 

２．乗数効果と財源 

講義 14
階 
教

室 

野口 

 

10 6/18 木 4 金融（１） 
金融市場の仕組みを理解する。 
１．貨幣とは？ 
２．銀行の役割 

３．金利について 

講義 14
階 
教

室 

野口 

11 6/25 木 4 金融（２） 
金融政策ついて理解する 
１．日本銀行について 
２．金融政策 

講義 14
階 
教

室 

野口 

12 7/2 木 4 金融（３） 

 資産について理解する。 

１．割引の考え方 

２．債券と株式 

講義 14
階 
教

室 

野口 

13 7/9 木 4 労働市場 

 労働市場について理解する。 

１．雇用量の決定 

２．歯科衛生士の労働市場 

講義 14
階 
教

室 

野口 

14 7/16 木 4 国の財政 

国の財政状態について理解する。 

１．現在の財政状況 

２．社会保障制度について 

３．消費税について 

講義 14
階 
教

室 

野口 

15 9/3 木 4 為替 

 日本と海外の経済的関係を理解する。 

１．円高と円安と GDP の関係 

２．為替レートの決定 

講義 14
階 
教

室 

野口 
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科 目 名 国際保健学 修得単位数 １

担当教員 
※：実務経験を有する教員 

※小川祐司、※佐藤紘子、※安達奈穂子、※平岡久和

ナンバリング A0204-1A 

実務経験 あり

実務経験と教育内容

の関連性

歯科医師、看護師、歯科衛生士、国連職員として国際保健実務経験のあ

る教員が、勤務経験を活かし、最前線の国際保健に即した講義を行って

いる。

1. 教科の特徴

教養と自己開発能力を有する自律性を持ち、地域（国際）社会の種々な場に対応できる

人材を養成する。

《当該科目》に合格することで修得できるコンピテンシー
コンピテンシー（学修成果）

①人間力
②倫理に
基づく行動

力

③社会貢
献力

④コミュ
ニケーショ

ン能力

⑤協働す
る力

⑥自己
研鑽力

⑦問題探
求力

⑧専門的
実践能力

〇 〇 〇 〇 〇 〇

2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective）
教養と自己開発能力を有する自律性を持ち、地域（国際）社会の種々な場に対応できる

ために必要な基本的知識を修得する。

3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives）
１）先進国や途上国の人々の健康に関する現状や問題を列挙する。（10％）

２）世界の人々の歯科も含めた健康の現状を説明する。（30％）

３）健康問題改善のための課題と取り組みを説明する。（30％）

４）国際協力の仕組みと活動を説明する。（30％）

4. 方略（LS : Learning Strategy）
１）受動的方法：

講義

２）能動的方法：

ディスカッション、レポート、ポストテスト

３）媒体：

スライドおよびプリント

5. 評価（EV : Evaluation）
１）形成的評価：

各回の講義終了時にレポート提出またはポストテストを行う。

２）総括的評価：

講義内容の理解度を、空欄補充、真偽選択、論述等の記述試験で評価する。

(100%) 

6. 事前学修・事後学修

１）事前学修

各回、必要に応じて適宜指示する。

２）事後学修

毎回、当日配布資料を再確認し、重要ポイントをリストアップする。

３）事前学修・事後学修の評価

原則として、講義終了時にポストテストまたはレポート提出を行う。

7. 教科書

指定なし

8. 参考図書

田村やよひ 編 国際看護学 メヂカルフレ

ンド社

日本国際保健医療学会 編 国際保健医療学 第 3 版 杏林書院

泉福英信 編 デンタルスタッフの口腔衛生学・歯

科衛生統計

医歯薬出版

安井利一ほか 編 口腔保健・予防歯科学 医歯薬出版

安井利一ほか 編 新編衛生学・公衆衛生学 医歯薬出版

一般社団法人全国歯科衛生

士教育協議会 監修

歯科衛生学シリーズ 

歯・口腔の健康と予防に関わる人間

と社会の仕組み 1  保健生態学 

医歯薬出版

9. オフィスアワー

講義実施日の講義終了後から 18 時

10. 出席について

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または

終了予定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。

ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅
延証明書等)を提出すること

回

数
月日

曜

日

時

限
内容項目（SBOs など） 方略

(LS) 
場

所
担当者

１ 6/5 金 4 オリエンテーション

講義概要について

国際保健の定義とその役割

講義

ポス

トテ

スト

14
階

教

室

小川

２ 6/12 金 4 世界が抱える健康問題とその対応① 
こどもの健康 女性と健康

講義

ポス

トテ

スト

14
階

教

室

佐藤

３ 6/19 金 4 世界が抱える健康問題とその対応②

非感染性疾患と感染性疾患(COVID-19
含めて) 

講義

ポス

トテ

スト

14
階

教

室

小川

16



４ 6/26 金 4 世界が抱える健康問題とその対応③ 
口腔疾患とコモンリスクファクター 

講義 
ポス

トテ

スト 

14
階 
教

室 

小川 

５ 7/3 金 4 世界が抱える健康問題に対処するための

主な国際機関やパートナー 
UN WHO UNICEF UNEP 
FDI IADR 

講義 
ポス

トテ

スト 

14
階 
教

室 

小川 

６ 7/10 金 4 国際歯科保健の展望と歯科衛生士への期

待 
2030 年に向けての歯科保健の潮流のなか

で、国際的に活躍するために解決すべき

課題と目標の設定 

講義 
ポス

トテ

スト 

14
階 
教

室 

小川 

7 7/17 金 1 日本の国際協力の仕組みと保健活動 
政府開発援助、二国間協力、多国間協 

力 JICA の貢献 

講義 
ポス

トテ

スト 

14
階 
教

室 

平岡 

8 9/4 金 4 国際社会で活躍できる歯科衛生士を目指

して 
国際歯科保健における歯科衛生士の役

割 

講義 
ポス

トテ

スト 

14
階 
教

室 

安達 
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科 目 名 統計学 修得単位数 １ 
担当教員 

※：実務経験を有する教員 

高際 睦 

ナンバリング A0205-1B 

実務経験 なし 
実務経験と教育内容

の関連性 
 

 
1. 教科の特徴 

あらゆる分野において、データの活用が行われている。歯科衛生士にとっても、様々な場面 

で、データを収集し、要約し、何らかの判断を下す必要があるであろう。これらを適切に行う 

ためには。統計学の知識が不可欠である。この授業では、データを適切に取り扱うために必要 

な最低限の知識、例えば、データの抽出、要約、データからの推論などの基本を学修する。こ 

の教科を通して、教養と自己開発能力を有する自立性が身につくであろう。 

 
《当該科目》に合格することで修得できるコンピテンシー 

コンピテンシー（学修成果） 

①人間力 
②倫理に
基づく行動

力 
③社会貢

献力 
④コミュ
ニケーショ

ン能力 
⑤協働す

る力 
⑥自己 
研鑽力 

⑦問題探
求力 

⑧専門的 
実践能力 

     〇 〇  

 
2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 
   歯科医療の現場や歯科医学の研究において統計学を応用するためにその基礎的知識を修得

する。 
 
3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１）度数分布表、ヒストグラムを使って、データ処理を行う。（10 %） 

２）中心、広がりを表す代表値について説明し、それらに関する計算を行う。（30 %） 

３）確率や確率分布の概念を説明し、それらに関する計算を行う。（20 %） 

４）二項分布、正規分布を説明する。（10 %） 
５）区間推定、仮説検定の概念を説明し、その結果を解釈する。（30 %） 

 
4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法：講義 
２）能動的方法：ディスカッション、ポストテスト 
３）媒体：プリント、スライド 

  
5. 評価（EV : Evaluation） 

１）形成的評価：各回の講義終了時にポストテストを行う｡ 

２）総括的評価：定期試験については、講義内容の理解度を記述試験で評価する。（80 %） 

        また、ポストテストも評価する。（20 %） 
 

6. 事前学修・事後学修 
１）事前学修 

第１回： 「統計学」について調べる。（15 分） 

第２回： 「度数分布表」について調べる。（15 分） 

 

第３回： 「ヒストグラム」について調べる。（15 分） 

第４回： 「代表値」について調べる。（15 分） 

第５回： 「散らばりの代表値」について調べる。（15 分） 

第６回： 「相関関係」について調べる。（15 分） 

第７回： 「回帰直線」について調べる。（15 分） 

第８回： 「確率」について調べる。（15 分） 

第９回： 「二項分布」について調べる。（15 分） 

第１０回： 「正規分布」について調べる。（15 分） 

第１１回： 「中心極限定理」について調べる。（15 分） 

第１２回： 「標本抽出」について調べる。（15 分） 

第１３回： 「信頼区間について調べる。（15 分） 

第１４回： 「検定」について調べる。（15 分） 

第１５回： 「検定の過誤」について調べる。（15 分） 

２）事後学修 
第１回： 当日配付資料を読み返し、自分用のノートにまとめる。（15 分） 

第２回： 当日配付資料を読み返し、自分用のノートにまとめる。（15 分） 

第３回： 当日配付資料を読み返し、自分用のノートにまとめる。（15 分） 

第４回： 当日配付資料を読み返し、自分用のノートにまとめる。（15 分） 

第５回： 当日配付資料を読み返し、自分用のノートにまとめる。（15 分） 

第６回： 当日配付資料を読み返し、自分用のノートにまとめる。（15 分） 

第７回： 当日配付資料を読み返し、自分用のノートにまとめる。（15 分） 

第８回： 当日配付資料を読み返し、自分用のノートにまとめる。（15 分） 

第９回： 当日配付資料を読み返し、自分用のノートにまとめる。（15 分） 

第１０回： 当日配付資料を読み返し、自分用のノートにまとめる。（15 分） 

第１１回： 当日配付資料を読み返し、自分用のノートにまとめる。（15 分） 

第１２回： 当日配付資料を読み返し、自分用のノートにまとめる。（15 分） 

第１３回： 当日配付資料を読み返し、自分用のノートにまとめる。（15 分） 

第１４回： 当日配付資料を読み返し、自分用のノートにまとめる。（15 分） 

第１５回： 当日配付資料を読み返し、自分用のノートにまとめる。（15 分） 

３）事前学修・事後学修の評価 
事前学習、事後学修は毎回のポストテストで確認する。 

 
7. 教科書 
   指定しない 

 
8. 参考図書 

全国歯科衛生士教育協議会 

監修 

最新歯科衛生士教本 

歯・口腔の健康と予防に関わる人間

と社会の仕組み 3 保健情報統計学 

医歯薬出版 

 
9. オフィスアワー 

講義実施日の講義終了後から 18 時 
 
10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または終了予

定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 
ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅延証明

書等)を提出すること。 
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回

数 月日 曜

日 
時

限 内容項目（SBOs など） 方略

(LS) 
場

所 担当者 

１ 10/2 金 2 ガイダンス 

 

講義 14
階 
教

室 

高際 

２ 10/9 金 2 度数分布表 
・統計学の基本用語を説明できる。 
・度数分布表を説明し、作成することが 

できる。 

講義 14
階 
教

室 

高際 

３ 10/16 金 2 ヒストグラム 
・ヒストグラムを説明し、作成すること

ができる。 
・データの分布の特徴を説明できる。 

講義 14
階 
教

室 

高際 

４ 10/23 金 2 中心を表す代表値 
・中心を表す代表値を説明し、計算する 

ことができる。 
・中心を表す代表値の使い分けができ 

る。 

講義 14
階 
教

室 

高際 

５ 10/30 金 2 広がりを表す代表値（散布度） 
・広がりを表す代表値を説明し、計算す 

ることができる。 
・散布度の使い分けができる。 

講義 14
階 
教

室 

高際 

６ 11/6 金 2 相関係数 
・散布図を説明し、作成できる。 
・相関係数を説明し、計算することがで 

きる。 

講義 14
階 
教

室 

高際 

７ 11/13 金 2 線形回帰 
・回帰直線を説明し、計算することがで 

きる。 

講義 14
階 
教

室 

高際 

８ 11/20 金 2 確率論 
・確率論の基礎的な概念を説明できる。 

講義 14
階 
教

室 

高際 

９ 11/27 金 2 二項分布 
・離散型確率分布を説明できる。 
・二項分布を説明できる。 

講義 14
階 
教

室 

高際 

10 12/4 金 2 正規分布（その１） 

・連続型確率分布を説明できる。 

・正規分布を説明できる。 

講義 14
階 
教

室 

高際 

 

11 12/11 金 2 正規分布（その２） 
・正規分布の確率計算ができる。 
・中心極限定理が説明できる。 

講義 14
階 
教

室 

高際 

12 12/18 金 2 標本抽出と点推定 

・母集団と標本を説明できる。 

・標本抽出について説明できる。 

・点推定について説明できる｡ 

講義 14
階 
教

室 

高際 

13 1/8 金 2 区間推定 
・区間推定について説明できる。 
・母平均の信頼区間を計算できる。 

講義 14
階 
教

室 

高際 

14 1/15 金 2 仮説検定（その１） 
・仮説検定の概念を説明できる。 
・帰無仮説、対立仮説を説明できる。 
・片側検定、両側検定を説明できる。 

講義 14
階 
教

室 

高際 

15 1/22 金 2 仮説検定（その２） 
・検定結果を適切に解釈できる。 
・検定における過誤を説明できる。 

講義 14
階 
教

室 

高際 
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科 目 名 食育論 修得単位数 ２ 

担当教員 

※：実務経験を有する教員 

※鈴木亜夕帆 

ナンバリング A0206-1B 

実務経験 あり 

実務経験と教育内容

の関連性 

管理栄養士として実務経験のある教員が、勤務経験（病院：栄養指導、

給食委託会社：衛生管理・研修等）を活かし講義を行っている。 

 

1. 教科の特徴 

 歯科衛生士が、専門性を生かしながら他(多)職種と協働して行う楽しい食育を考え、食育

で使用できる教材作成を目標に授業を行う。そのために、食育とは何かから始まり、食事に

ついての基礎、食育の実践方法に加えて、実際に「食育」を体験しながら学ぶ。他(多)職種

と連携した食育を理解し実践できることを目的に、食育、食の現状、健康との関わり、食の

背景・文化、日本人の食べ物(食品成分表)及び食べる基準(食事摂取基準)について基礎的な

内容を理解し、専門性を生かした食育を考え、伝える能力を育む。 

 

《当該科目》に合格することで修得できるコンピテンシー 

コンピテンシー（学修成果） 

①人間力 ②倫理に基づ
く行動力 ③社会貢献力 ④コミュニケ

ーション能力 ⑤協働する力 ⑥自己 
研鑽力 ⑦問題探求力 ⑧専門的 

実践能力 

  〇 〇 〇 〇   

 

2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

歯科衛生士の専門性を生かし多職種連携で食育を実践するために必要な食に関わる基本

的知識を修得する。 

 

3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１）食育とは何かを説明する。（20％） 

２）食習慣の現状、食と健康の関わり、食の背景を説明する。（20％） 

３）日本人の食べ物（食品成分表）及び食べる基準（食事摂取基準）を説明する。（20％） 

４）自分自身に必要な食育を考察する。（20％） 

５）専門性を生かし他(多)職種と連携した食育を考察する。（20％） 

 

4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法：講義   

２）能動的方法：個人研究、グループ討議、発表 

３）媒体：スライド、プリント、テキスト 

 

5. 評価（EV : Evaluation） 

１）形成的評価：授業態度及び各回の「学びの振り返り」記入状況。授業態度は、授業

に向かう意欲、討議への参加の様子、発表への意欲等について評価を行う。毎講義終

了時に自己の学びの振り返りを行い、次回授業時にフィードバック等を行う。 

２）総括的評価：定期試験（60％）及び最終課題（40％） 

定期試験は、講義内容の理解度を空欄補充、論述等で評価する。 

最終課題は、授業内容を踏まえた取り組みについて評価する。 

 

6. 事前学修・事後学修 

１）事前学修 

シラバスから各回のテーマを確認し、授業前の自分の考え、知識等を整理しておく。

（第 1 回授業時に手順を説明します）（10 分程度） 

２）事後学修 

各回の授業で事前学修と授業内容を踏まえた自分の学びについて、振り返りシート

に整理する。15 回終了時に自身の学びを振り返る。（5～10 分程度） 

３）事前学修・事後学修の評価 

  各回の学びの振り返りの記述内容で評価する。 

7. 教科書 

香川明夫 監修 八訂 食品成分表 2026 女子栄養大学出版部 

8. 参考図書 

国立研究開発法人 医薬基盤・

健康・栄養研究所 監修 
食べ物と健康 食事設計と栄養・調理 南江堂 

伊藤 貞嘉、佐々木 敏 監修 日本人の食事摂取基準 2025 年版 第一出版 

文部科学省科学技術・学術 

審議会資源調査分科会 

日本食品標準成分表（八訂）増補 2025

年（仮） 
オンラインのみ 

渡邊智子、鈴木亜夕帆 ちば型食生活実践ガイドブック 千葉県 

渡邊智子、鈴木亜夕帆 ちば型食生活実践ガイドブック資料編 千葉県 

渡邊智子、鈴木亜夕帆 ちば型食生活実践ガイドブック概要版 千葉県 

9. オフィスアワー 

講義実施日の講義終了後から 18 時 

10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または終

了予定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 

ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅延

証明書等)を提出すること。 
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回

数 
月日 

曜

日 

時

限 
内容項目（SBOs など） 

方略

(LS) 

場

所 
担当者 

１ 10/2 金 4 ガイダンス 

・食育とは何か 

・この授業の目標 

・自分の食習慣を振り返ってみよう 

講義 14

階 

教

室 

鈴木 

２ 10/9 金 4 食習慣の現状 

・日本の現状 

・自分の現状 

・食事のマナー：箸、割りばしの扱い 

講義 14

階 

教

室 

鈴木 

３ 10/16 金 4 食育と健康 

・健康日本 21 

・SDGs 

・食事のマナー：茶碗、椀の扱い 

講義 14

階 

教

室 

鈴木 

４ 10/23 金 4 食の文化的背景 

・世界の食文化 

・食習慣：配膳の違い 

講義 14

階 

教

室 

鈴木 

５ 10/30 金 4 和食と食育 

・「和食」の特徴 

・ 和食の理解と食育への応用 

・食習慣：日本の地域の違い 

講義 14

階 

教

室 

鈴木 

６ 11/6 金 4 現在とこれからの食と健康Ⅰ 

・「日本人の食事摂取基準」と食育 

・歯科と関連する栄養素 

講義 14

階 

教

室 

鈴木 

７ 11/13 金 4 現在とこれからの食と健康Ⅱ 

・「日本食品標準成分表」と食育 

・食品成分表の観察（栄養素・食品等） 

講義 14

階 

教

室 

鈴木 

８ 11/20 金 4 他（多）職種が協働する食育Ⅰ 

・食育で行う自己紹介(★) 

・「食」を通して考えたいこと 

講義 14

階 

教

室 

鈴木 

        

 

        

９ 11/27 金 4 他（多）職種が連携する食育Ⅱ 

・連携するとは何か 

・食育教材作成のポイント 

・食品表示の観察 

講義 14

階 

教

室 

鈴木 

10 12/4 金 4 健康にすごすための食育の実際Ⅰ 

・食事バランスガイド 

・グー・パー食生活 

講義 14

階 

教

室 

鈴木 

11 12/11 金 4 健康にすごすための食育の実際Ⅱ 

・ダイエットデザインハウス 

・その他の食事アドバイスの方法 

講義 14

階 

教

室 

鈴木 

12 12/18 金 4 他（多）職種が協働する食育Ⅰ 

・食育教材の作成における視点の整理 

・具体的な教材をイメージする① 

講義 14

階 

教

室 

鈴木 

13 1/8 金 4 他（多）職種が協働する食育Ⅱ 

・自分への食育を考える(★) 

・具体的な教材をイメージする② 

講義 14

階 

教

室 

鈴木 

14 1/15 金 4 他（多）職種が協働する食育Ⅲ 

・発表ガイダンス 

・食育の体験（絵本） 

講義 14

階 

教

室 

鈴木 

15 1/22 金 4 食育教材の発表、まとめ 

・食育教材発表(★) 

・まとめ 

講義 14

階 

教

室 

鈴木 
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科 目 名 英語Ⅰ（基礎英語） 修得単位数 ２ 
担当教員 

※：実務経験を有する教員 

森田 雅義 

ナンバリング A0301-1C 

実務経験 なし 
実務経験と教育内容

の関連性 
 

 
1. 教科の特徴 

英語の４技能の向上を図る総合英語の学習を通じて、日本や多様な外国の言語・文

化を尊重する心を養い、教養を深めるとともに、医療人としての高い倫理観や人間

性・協調性を身につける。 
 

《当該科目》に合格することで修得できるコンピテンシー 
コンピテンシー（学修成果） 

①人間力 
②倫理に
基づく行動

力 
③社会貢

献力 
④コミュ
ニケーショ

ン能力 
⑤協働す

る力 
⑥自己 
研鑽力 

⑦問題探
求力 

⑧専門的 
実践能力 

〇   〇 〇    

 
2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

 英語でのコミュニケーション能力の向上を図るために、中学校・高等学校で学習し

た英語を基礎として、聞くこと・話すこと・読むこと・書くことの英語の４技能を修

得する。 
 
3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１）様々な英語の文章を聞いたり、読んだりして、その内容を正しく説明する。

（40％） 
２）英語を書いたり、話したりすることを通じて、自分の考え等を伝える。（40％） 
３）日本や外国の言語や文化に興味をもち、大切にする姿勢を示す。（5％） 
４）プリント等を使った活動において、積極的を示す。（15％） 
５）ペアやグループ活動において、積極的を示す。（5％） 

 
4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法：講義 
２）能動的方法：ディスカッション、ペアワーク、グループワーク 
３）媒体：教科書、プリント、スライド、ビデオ 

 
5. 評価（EV : Evaluation） 

１）形成的評価 
  中間テスト（前後期１回実施） 
２）総括的評価 

中間試験（5～10％）、定期試験（75～80％） 

試験は、講義内容の理解度を空欄補充、多肢選択、記述式問題等で評価する。 
平常点評価（5～10％）：課題提出状況、実技テスト、授業出席状況 
 

6. 事前学修・事後学修 
１）事前学修：教科書の例文のポイントを確認する。（10 分） 
２）事後学修：授業で学習した例文を、音声を用いて口頭練習を行う。（10 分） 

  ３）事前学修・事後学修の評価：授業中にフィードバックを行う。 
 
7. 教科書 

田中茂範監修 瞬発力で話す！語順マスター英作文

（入門） 

コスモピア出

版 
 
8. 参考図書 

必要に応じて授業にて紹介  
 
9. オフィスアワー 

講義実施日の講義終了後から 18 時 
 
10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または

終了予定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 
ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅

延証明書等)を提出すること。 
 
回

数 月日 曜

日 
時

限 内容項目（SBOs など） 方略

(LS) 
場

所 担当者 

１ 4/10 金 ２ Introduction 講義 
演習 

14
階 
教

室 

森田 

２ 4/17 金 ２ 基礎英文法確認テスト 
瞬間英作文について 
 

講義 
演習 

14
階 
教

室 

森田 

３ 4/24 金 ２ 発音記号演習 
瞬間英作文 
演習（１） 

講義 
演習 

14
階 
教

室 

森田 

４ 5/8 金 ２ 瞬間英作文 
演習（２） 

講義 
演習 

14
階 
教

室 

森田 

５ 5/15 金 ２ 瞬間英作文 
演習（３） 

講義 
演習 

14
階 
教

室 

森田 

６ 5/22 金 ２ 瞬間英作文 
演習（４） 

講義 
演習 

14
階 
教

室 

森田 
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７ 5/29 金 ２ 瞬間英作文 
演習（５） 

講義 
演習 

14
階 
教

室 

森田 

８ 6/5 金 ２ 瞬間英作文 
演習（６） 

講義 
演習 

14
階 
教

室 

森田 

９ 6/12 金 ２ 瞬間英作文 
前期中間テスト 

講義 
演習 

14
階 
教

室 

森田 

10 6/19 金 ２ リスニング練習法 講義 
演習 

14
階 
教

室 

森田 

11 6/26 金 ２ 課題作成演習 

「自己紹介文を作ろう（１）」 
講義 
演習 

14
階 
教

室 

森田 

12 7/3 金 ２ 課題作成演習 

「自己紹介文を作ろう（２）」 
講義 
演習 

14
階 
教

室 

森田 

13 7/10 金 ２ 課題グループ内発表 演習 
演習 

14
階 
教

室 

森田 

14 7/17 金 ２ 和訳課題 

音読テスト 
演習 
演習 

14
階 
教

室 

森田 

15 9/4 金 ２ 音読テスト 

前期のまとめ 
定期試験について 

講義 
演習 

14
階 
教

室 

森田 

16 9/30 水 ２ 日本の昔話の英訳に挑戦！ 講義 
演習 

14
階 
教

室 

森田 

17 10/7 水 ２ 瞬間英作文 
演習（７） 

講義 
演習 

14
階 
教

室 

森田 

18 10/14 水 ２ 瞬間英作文 
演習（８） 

講義 
演習 

14
階 
教

室 

森田 

19 10/21 水 ２ 瞬間英作文 
演習（９） 

講義 
演習 

14
階 
教

室 

森田 

20 10/28 水 ２ 瞬間英作文 
演習（10） 

講義 
演習 

14
階 
教

室 

森田 

21 11/4 水 ２ 瞬間英作文 
演習（11） 

講義 
演習 

 

14
階 
教

室 

森田 

22 11/11 水 ２ 瞬間英作文 
後期中間テスト 

講義 
演習 

14
階 
教

室 

森田 

23 11/18 水 ２ Special Program 講義 
演習 

14
階 
教

室 

森田 

24 11/25 水 ２ Special Program  講義 
演習 

14
階 
教

室 

森田 

25 12/2 水 ２ 課題作成演習 

「私の故郷紹介（１）」 
講義 
演習 

14
階 
教

室 

森田 

26 12/9 水 ２ 課題作成演習 

「私の故郷紹介（２）」 
講義 
演習 

14
階 
教

室 

森田 

27 12/16 水 ２ 「私の故郷紹介」課題グループ内発表 講義 
演習 

14
階 
教

室 

森田 

28 12/23 水 ２ 和訳課題 

音読テスト 
講義 
演習 

14
階 
教

室 

森田 

29 1/13 水 ２ リスニング：私の職業は？ 

音読テスト 
講義 
演習 

14
階 
教

室 

森田 

30 1/20 水 ２ 後期のまとめ 
定期試験について 

講義 
演習 

14
階 
教

室 

森田 
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科 目 名 韓国語 修得単位数 １ 
担当教員 

※：実務経験を有する教員 

富所 明秀 

ナンバリング A0304-1B 

実務経験 なし 
実務経験と教育内容

の関連性 
 

 
1. 教科の特徴 

韓国語の文字と音を正確に読めるようにすることを目指し、その上で簡単な会話と文が作れ

ることを目標とする。教養ある衛生士になるために言語を通して異文化への理解を深める。 

 
《当該科目》に合格することで修得できるコンピテンシー 

コンピテンシー（学修成果） 

①人間力 
②倫理に
基づく行動

力 
③社会貢

献力 
④コミュ
ニケーショ

ン能力 
⑤協働す

る力 
⑥自己 
研鑽力 

⑦問題探
求力 

⑧専門的 
実践能力 

〇   〇  〇 〇  

 
2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

韓国語でコミュケーションを図ることができるようになるために、韓国語の基本的知識と技

能を修得する。 

 
3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１）韓国語の文字を正しく読み書きする。（40％） 
２）発音の変化について説明する。   （20％） 
３）韓国語の基本的な文法を説明する。 （20％） 
４）韓国語で文章を作成する。     （20％） 

 
4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法：講義 
   
２）能動的方法：ペアワークでお互いの発音を確認し、発表する。 
   
３）媒体：教科書，ビデオ 
   

5. 評価（EV : Evaluation） 
１）形成的評価：講義開始時に前回学んだ部分についてのプレテストを行う。 
   
２）総括的評価：定期試験については和訳、作文などの記述試験をもって 50％で評価する。 
        中間試験については 30％で評価する。 

プレテスト（平常点）を 20％で評価する。 
 
 
6. 事前学修・事後学修 

１）事前学修 
第１～１５回：指定されたプレテストに備える。（15 分）  

２）事後学修 
第１～１５回：各回の授業で学んだ内容を復習し次回のプレテストに備える。（15 分）  

 

３）事前学修・事後学修の評価 
各回のプレテストで確認する。 

 
7. 教科書 

内山 政春 しくみで学ぶ初級朝鮮語 改訂版 白水社 
 
8. 参考図書 

油谷 幸利ほか 韓日辞典 小学館 
 
9. オフィスアワー 

講義実施日の講義終了後から 18 時 
 
10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または終了予

定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 
ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅延証明

書等)を提出すること。 
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回

数 月日 曜

日 
時

限 内容項目（SBOs など） 方略

(LS) 
場

所 担当者 

１ 10/1 木 2  第 1 課 基本母音字 
第 2 課 子音字・その 1（前半） 

講義 14
階 
教

室 

富所 

２ 10/8 木 2 第 2 課 子音字・その 1（後半） 講義 14
階 
教

室 

富所 

３ 10/15 木 2 第 3 課 子音字・その 2 講義 14
階 
教

室 

富所 

４ 10/22 木 2 第 4 課 子音字・その 3（前半） 講義 14
階 
教

室 

富所 

５ 10/29 木 2 第 4 課 子音字・その 3（後半） 講義 14
階 
教

室 

富所 

６ 11/5 木 2 第 5 課 用言の「ですます形」 講義 14
階 
教

室 

富所 

７ 11/12 木 2 第 6 課 7 つの終声 講義 14
階 
教

室 

富所 

８ 11/19 木 2 第 7 課 激音 講義 14
階 
教

室 

富所 

９ 11/26 木 2  中間試験 講義 14
階 
教

室 

富所 

10 12/3 木 2 第 8 課 合成母音字 講義 14
階 
教

室 

富所 

11 12/10 木 2 第 9 課 濃音 講義 14
階 
教

室 

富所 

 

12 12/17 木 2 第 10 課 連音・指定詞（前半） 講義 14
階 
教

室 

富所 

13 1/14 木 2 第 10 課 連音・指定詞（後半） 講義 14
階 
教

室 

富所 

14 1/21 木 2 聞き取り教材を用いた授業 講義 14
階 
教

室 

富所 

15 1/28 木 2 総復習 講義 14
階 
教

室 

富所 
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科 目 名 解剖・口腔解剖学 修得単位数 ２ 
担当教員 

※：実務経験を有する教員 

※阿部伸一、※松永 智、※石束 叡 

ナンバリング B0401-1A 

実務経験 あり 
実務経験と教育内容

の関連性 
歯科医師として実務経験のある教員が、病院、診療所等での勤務経験

を活かし、現場に即した講義を行っている。 
 
1. 教科の特徴 

歯科衛生士が対象とする顎・顔面・口腔および歯の形態と組織構造を学ぶことにより、歯

科予防処置・歯科診療補助・歯科保健指導などの臨床において理論的な裏付けに基づき理解

することを目的とする。（本授業はオムニバス方式により行い、主に石束 叡が担当する

が、頭蓋を構成する骨および、頭蓋骨の各部の名称（上顎骨）については実務経験に基づき

松永 智が担当する。） 
《当該科目》に合格することで修得できるコンピテンシー 

コンピテンシー（学修成果） 

①人間力 
②倫理に
基づく行動

力 
③社会貢

献力 
④コミュ
ニケーショ

ン能力 
⑤協働す

る力 
⑥自己 
研鑽力 

⑦問題探
求力 

⑧専門的 
実践能力 

〇 〇 〇      

 
2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

歯科衛生士の役割を的確に果たすために、顎・顔面・口腔・歯の形態および構造を理解す

ることを目的とし、①顎・顔面の骨・筋・神経・脈管・口腔内臓および摂食嚥下の解剖 ②
歯の形態 ③歯・歯周組織の構造について理解する。 

 
3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１）頭蓋を構成する骨について説明する。（10%） 
２）顎顔面を構成する骨の各部の名称について説明する。（10%） 
３）顎・顔面の筋（顔面筋・咀嚼筋・舌骨上筋）について説明する。（10%） 
４）顎・顔面に分布する脈管について説明する。（10%） 
５）顎・顔面に分布する神経について説明する。（10%） 
６）これまで学んだ頭部の構造について統合的に説明する。 
７）口腔内臓について説明する。（10%） 
８）歯の基本的名称について説明する。（10%） 
９）永久歯の形態について説明する。（10%） 
10）乳歯の形態について説明する。（10%） 
11）口腔・咽頭の構造、摂食・嚥下のメカニズムについて説明する。（10%） 
12) これまで学んだ解剖学的構造についてご遺体を用いて統合的に説明する。 

 
4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法： 
  講義 
２）能動的方法： 
  ディスカッション 
３）媒体： 
  教科書、スライド 

5. 評価（EV : Evaluation） 
１）形成的評価： 
  ポストテスト 
２）総括的評価： 
  期末試験（100％） 
 

6. 事前学修・事後学修 
１）事前学修 

予習としてテキストを熟読のこと。（各回 10～15 分） 
２）事後学修 

復習にはノートおよび、テキストの見直しを推奨。（各回 20～30 分） 
３）事前学修・事後学修の評価 

次回講義の開始時に、ディスカッションを行う。 
 

7. 教科書 
①全国歯科衛生士教育協議

会 監修 
 
 
②井出吉信 監修 
 
③阿部伸一 著 

①歯科衛生学シリーズ 
歯・口腔の構造と機能 口腔解剖学・

口腔組織発生学・口腔生理学 第１

版 
②口腔顎顔面解剖ノート 第２版 
 
③全身骨学 学習サイドノート 

①医歯薬出版

株式会社 
 
 
② 株 式 会 社 

学建書院 
③わかば出版 

 
8. 参考図書 

なし   
 

9. オフィスアワー 
講義実施日の講義終了後から 18 時 
 

10. 出席について 
原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または終了予

定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 
ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅延証明

書等)を提出すること。 
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回

数 月日 曜

日 
時

限 内容項目（SBOs など） 方略

(LS) 
場

所 担当者 

１ 4/13 月 ３ 歯の総論 

歯の基本的名称 

歯の交換 

 

講義 14
階 
教

室 

石束 

２ 4/20 月 ３ 骨（１） 

全身骨学、頭蓋骨 23 個、下顎骨 
講義 14

階 
教

室 

阿部 

３ 4/27 月 ３ 

 
骨（２） 

頭蓋骨の各部の名称（上顎骨、副鼻

腔） 
顎関節 

講義 14
階 
教

室 

松永 

４ 5/11 月 ３ 筋 

顎顔面の筋（咀嚼筋） 
講義 14

階 
教

室 

石束 

５ 5/18 月 ３ 筋 

顎顔面の筋（舌骨上筋・顔面筋） 
講義 14

階 
教

室 

松永 

６ 5/25 月 ３ 脈管 

脈管総論・心臓・外頸動脈 
講義 14

階 
教

室 

松永 

７ 6/1 月 ３ 脈管 

顎顔面に分布する脈管 
講義 14

階 
教

室 

石束 

８ 6/8 月 ３ 神経 

神経学総論 

顎顔面に分布する神経 

（脳神経 12 対と通る孔の名称） 

講義 14
階 
教

室 

石束 

９ 6/15 月 ３ 神経 

三叉、顔面、舌咽、迷走、舌下神経 

 

講義 14
階 
教

室 

松永 

10 6/22 月 ３ 口腔内臓 

 口腔前庭・固有口腔 

唾液腺・舌 

講義 14
階 
教

室 

石束 

11 6/29 月 ３ 永久歯の形態 

 前歯・臼歯の形態 

講義 14
階 
教

室 

石束 

12 7/6 月 ３ 乳歯の形態 

乳歯総論・乳前歯・乳臼歯の形態 
講義 14

階 
教

室 

石束 

13 7/13 火 ３ 歯の形態異常 

歯の形態異常 

 

講義 14
階 
教

室 

石束 

14 8/31 月 ３ 総復習 

口腔内臓、永久歯・乳歯の形態および 

血管・神経の走行に関する総復習 

講義 14
階 
教

室 

石束 

15 9/7 月 ３ 摂食・嚥下の解剖 

口腔・咽頭の構造 

摂 食 ・ 嚥 下 の メ カ ニ ズ ム 

 消化管概略 

講義 14
階 
教

室 

石束 
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科 目 名 組織・口腔組織学 修得単位数 １ 

担当教員 

※：実務経験を有する教員 

※山本 仁 

ナンバリング B0402-1A 

実務経験 あり 

実務経験と教育内容

の関連性 

歯科医師として実務経験のある教員が、診療所等での勤務経験を活かし、

臨床に有用な基礎科目としての講義を実施する。 

 

1. 教科の特徴 

 組織・口腔組織学は人体の構造と機能の単位である細胞、細胞と細胞間物質からなる諸組織、

さらにそれらが組み合わさった人体諸器官について、肉眼では見極めることができない微細な形

態と構造を顕微鏡を用いて明らかにする組織学と、とくに口腔周辺の諸器官に特化して前記を明

らかにする口腔組織学、さらに歯と歯周組織、顎顔面を含む人体の発生について明らかにする発

生学で構成されている。 

 

《当該科目》に合格することで修得できるコンピテンシー 

コンピテンシー（学修成果） 

①人間力 ②倫理に基づ
く行動力 ③社会貢献力 ④コミュニケ

ーション能力 ⑤協働する力 ⑥自己 
研鑽力 ⑦問題探求力 ⑧専門的 

実践能力 

〇     〇 〇 〇 

 

2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

 人体の構造と機能、特に口腔領域の構造と機能を理解するために、４大組織および歯と歯周組

織を含む口腔顎顔面領域の構造と発生に関する基本的な知識を習得する 

 

3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１）４大組織を列挙することができる。（2%） 

２）上皮組織を分類し、それぞれの特徴と分布について説明できる。（10％） 

３）支持組織を分類し、それぞれの特徴や構成する細胞などを説明できる。（10％） 

４）筋組織を分類し、それぞれの特徴と神経細胞の構造を説明できる。（5％） 

５）歯を構成する組織を列挙し、それぞれの特徴を説明できる。（35％） 

６）唾液腺を分類し、それぞれの特徴を説明できる。（6％） 

７）口腔粘膜を機能的に分類し、それぞれの特徴を説明できる。（5％） 

８）顔面と口蓋の発生について説明できる。（15％） 

９）歯と歯周組織の発生過程を説明できる。（12％） 

 

 

 

4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法： 

  講義 

２）能動的方法： 

  プレ・ポストテスト（事前・事後学修の確認を含む） 

  ディスカッション 

３）媒体： 

  教科書、参考図書、プリント、スライドなど 

 

5. 評価（EV : Evaluation） 

１）形成的評価： 

  各回の授業時にプレ・ポストテストを行う。 

２）総括的評価： 

  ①定期試験（90～100％） 

   講義内容の理解度を空欄補充、真偽選択、多肢選択、論述などの記述試験で評価する。 

  ②平常点評価（0～10％） 

 

6. 事前学修・事後学修 

１）事前学修 

第１回：教科書「人体の構造と機能１ 解剖学・組織発生学・生理学」 

22～25 ページを読んでおくこと（10 分） 

第２回：教科書「人体の構造と機能１ 解剖学・組織発生学・生理学」 

25、28、116～118 ページを読んでおくこと（10 分） 

第３回：教科書「人体の構造と機能１ 解剖学・組織発生学・生理学」 

25～27 ページを読んでおくこと（10 分） 

第４回：教科書「人体の構造と機能１ 解剖学・組織発生学・生理学」 

28～31 ページ と教科書「歯・口腔の構造と機能 口腔解剖学・口腔組織発生

学、口腔生理学」 218～225 ページを読んでおくこと（15 分） 

第５回：教科書「歯・口腔の構造と機能 口腔解剖学・口腔組織発生学、口腔生理学」  

225～239 ページを読んでおくこと（15 分） 

第６回：教科書「歯・口腔の構造と機能 口腔解剖学・口腔組織発生学、口腔生理学」  

240～249 ページを読んでおくこと（15 分） 

第７回：教科書「歯・口腔の構造と機能 口腔解剖学・口腔組織発生学、口腔生理学」  

136、250～251 ページを読んでおくこと（10 分） 

第８回：教科書「歯・口腔の構造と機能 口腔解剖学・口腔組織発生学、口腔生理学」  

2～6、208～217 ページを読んでおくこと（15 分） 
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２）事後学修 

第１回：講義内容（教科書、ノート、プリントなど）を見直し、重要なポイントを整理す

る（15 分） 

第２回：講義内容（教科書、ノート、プリントなど）を見直し、重要なポイントを整理す

る（15 分） 

第３回：講義内容（教科書、ノート、プリントなど）を見直し、重要なポイントを整理す

る（15 分） 

第４回：講義内容（教科書、ノート、プリントなど）を見直し、重要なポイントを整理す

る（15 分） 

第５回：講義内容（教科書、ノート、プリントなど）を見直し、重要なポイントを整理す

る（15 分） 

第６回：講義内容（教科書、ノート、プリントなど）を見直し、重要なポイントを整理す

る（15 分） 

第７回：講義内容（教科書、ノート、プリントなど）を見直し、重要なポイントを整理す

る（15 分） 

第８回：講義内容（教科書、ノート、プリントなど）を見直し、重要なポイントを整理す

る（15 分） 

３）事前学修・事後学修の評価 

第１回：第１回目の授業内でのプレテストとポストテストによる形成的評価 

第２回：第２回目の授業内でのプレテストとポストテストによる形成的評価 

第３回：第３回目の授業内でのプレテストとポストテストによる形成的評価 

第４回：第４回目の授業内でのプレテストとポストテストによる形成的評価 

第５回：第５回目の授業内でのプレテストとポストテストによる形成的評価 

第６回：第６回目の授業内でのプレテストとポストテストによる形成的評価 

第７回：第７回目の授業内でのプレテストとポストテストによる形成的評価 

第８回：第８回目の授業内でのプレテストとポストテストによる形成的評価  

 

7. 教科書 

全国歯科衛生士教育協議会

監修 

歯科衛生学シリーズ 

人体の構造と機能１ 

解剖学・組織発生学・生理学 

医歯薬出版 

全国歯科衛生士教育協議会

監修 

歯科衛生学シリーズ 

歯・口腔の構造と機能 

口腔解剖学・口腔組織発生学・口腔生

理学 

医歯薬出版 

 

 

 

8. 参考図書 

田畑 純 口腔の発生と組織（改訂第４版） 南山堂 
 

9. オフィスアワー 

講義実施日の講義終了後から 18 時 本館 10 階 組織・発生学講座で行う。 

 

10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または終了予

定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 

ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅延証明

書等)を提出すること。 

 

 

回

数 
月日 

曜

日 

時

限 
内容項目（SBOs など） 

方略

(LS) 

場

所 
担当者 

１ 6/16 火 ２ 組織学総論、上皮組織 

・組織学の特徴を説明できる。 

・４大組織を列挙できる。 

・上皮組織を分類し、それぞれの特徴を

説明できる。  

講義 

・ 
ディスカッ

ション 

・ 

プレ・ポス

トテスト 

14

階 

教

室 

山本仁 

２ 6/16 火 ４ 支持組織１（結合組織、血液） 

・支持組織の特徴を説明できる。 

・結合組織の細胞成分を列挙し、それぞ

れの特徴を説明できる。 

・結合組織の線維成分を列挙し、それぞ

れの特徴を説明できる。 

・血液の成分を説明できる。 

・血球の種類を列挙し、それぞれの特徴

を説明できる。 

講義 

・ 
ディスカッ

ション 

・ 

プレ・ポス

トテスト 

14

階 

教

室 

山本仁 

３ 6/23 火 ２ 支持組織２（軟骨組織、骨組織） 

・軟骨の種類を列挙し、それぞれの特徴

と分布について説明できる。 

・骨組織の構造を説明できる。 

・骨組織の細胞成分を列挙し、それぞれ

の特徴を説明できる。 

講義 

・ 
ディスカッ

ション 

・ 

プレ・ポス

トテスト 

14

階 

教

室 

山本仁 
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４ 6/30 火 ２ 筋組織 

・筋組織を分類し、その特徴を説明でき

る。 

神経組織 

・神経細胞の構造を説明できる。 

口腔組織学総論、エナメル質 

・口腔組織学の特徴を説明できる。 

・エナメル質の特徴を説明できる。 

講義 

・ 
ディスカッ

ション 

・ 

プレ・ポス

トテスト 

14

階 

教

室 

山本仁 

５ 7/7 火 ２ 象牙質・歯髄複合体 

・象牙質の特徴を説明できる。 

・象牙質を分類し、その特徴を説明でき

る。 

・歯髄に存在する細胞を列挙し、それぞ

れの特徴を説明できる。 

歯周組織１（セメント質） 

・セメント質の特徴を説明できる。 

・セメント質に観察される構造を説明

できる。 

講義 

・ 
ディスカッ

ション 

・ 

プレ・ポス

トテスト 

14

階 

教

室 

山本仁 

６ 7/14 火 ２ 歯周組織２（歯肉、歯根膜、歯槽骨） 

・歯肉の構造を説明できる。 

・歯根膜の構造と機能について説明で

きる。 

・歯槽骨を分類し、その特徴を説明でき

る。 

講義 

・ 
ディスカッ

ション 

・ 

プレ・ポス

トテスト 

14

階 

教

室 

山本仁 

７ 7/21 火 ２ 唾液腺、口腔粘膜 

・大唾液腺を列挙し、それぞれの特徴を

説明できる。 

・口腔粘膜の構造を説明できる。 

・口腔粘膜を機能的に分類して、それぞ

れの特徴を説明できる。 

講義 

・ 
ディスカッ

ション 

・ 

プレ・ポス

トテスト 

14

階 

教

室 

山本仁 

８ 9/1 火 ２ 顔面の発生、口蓋の発生、歯と歯周組織

の発生 

・顔面の発生の概要を説明できる。 

・口蓋の発生過程を説明できる。 

・歯と歯周組織の発生過程を説明できる。 

講義 

・ 
ディスカッ

ション 

・ 

プレ・ポス

トテスト 

14

階 

教

室 

山本仁 
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科 目 名 生理・口腔生理学 修得単位数 ２ 
担当教員 

※：実務経験を有する教員 

※安松 啓子 

ナンバリング B0403-1A 

実務経験 あり 
実務経験と教育内容

の関連性 
歯科医師として実務経験のある教員が、病院、診療所等での勤務経験

を活かし、臨床につながる生理学の講義を行っている。 
 
1. 教科の特徴 
 生理学とは人体の機能とその仕組みを明らかにする学問で、主に物理的手法が用いられる。正

常な機能を知ることで、機能異常とバランスの破綻による疾患や、治療薬・治療法についての専

門的知識の基礎となる。この知識は歯科衛生士として歯科疾患の予防及び口腔衛生の向上に寄与

し、多職種と協働して歯科保健医療を提供するために不可欠である。 

 
《当該科目》に合格することで修得できるコンピテンシー 

コンピテンシー（学修成果） 

①人間力 
②倫理に
基づく行動

力 
③社会貢

献力 
④コミュ
ニケーショ

ン能力 
⑤協働す

る力 
⑥自己 
研鑽力 

⑦問題探
求力 

⑧専門的 
実践能力 

  〇  〇 〇  〇 

 
2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

人体内で行われている生命現象と、人体を構成する器官の構造とその機能を理解するため

に、基本的知識を修得する。 

 
3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１）体を構成する細胞と組織の機能を説明する。(5％) 
２）運動・感覚とそれらの統合について説明する。(5％) 
３）自律機能（循環，呼吸，消化，排泄，分泌，体温，生殖など）を説明する。(35％) 
４）生体の情報伝達 (神経系、内分泌系)の機能を説明する。（10％） 
５）顔面・口腔・咽頭の構造と機能を説明する。(10％) 
６）咀嚼・嚥下時の諸器官の運動およびその調節機構を説明する。(10％) 
７）口腔感覚・味覚・嗅覚の機能を説明する。(10％) 
８）唾液分泌機序およびその機能を説明する。(10％) 
９）発声・発音の原理および口腔諸器官の関連を説明する。(5％)      

 
4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法：講義 
教科書の図に対する説明文のつながりの理解とノートの作成 

２）能動的方法：ポストテスト 
講義始めに疑問点を明確にするディスカッション 

３）媒体：教科書、スライド、プリント、Google Forms 
   

5. 評価（EV : Evaluation） 
１）形成的評価：ポストテスト 
２）総括的評価：定期試験については、講義内容の理解度を、空欄補充、真偽選択、論述等

の記述試験で評価する。(100%) 

 

6. 事前学修・事後学修 
１）事前学修 

第１回：シラバスを読んでおく。（５分） 

第２回以降：前回講義の教科書・ノートを読み、練習問題を解き、ポストテストに備え

る。（１５分）  

２）事後学修 

第１回以降：講義内容を復習する（15 分）  

３）事前学修・事後学修の評価 

第２回以降：ポストテストを行う。  

 
7. 教科書 
   

全国歯科衛生士教育協議会 

監修 

歯科衛生学シリーズ 

人体の構造と機能 1 解剖学・組織

発生学・生理学  

医歯薬出版 

全国歯科衛生士教育協議会 

監修 
歯科衛生学シリーズ 

歯・口腔の構造と機能  

口腔解剖学・組織発生学・生理学 

医歯薬出版 

 
8. 参考図書   

「一歩一歩学ぶ生命科学」 

 

http://life-science-edu.net/ 

 

生命科学教育

シェアリング

グループ 
 

9. オフィスアワー 
講義実施日の講義終了後から 18 時 

 
10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または終了予

定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 
ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅延証明

書等)を提出すること。 
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回

数 月日 曜

日 
時

限 内容項目（SBOs など） 方略

(LS) 
場

所 担当者 

１ 4/14 火 3 生理学とは 

 内部環境とホメオスタシス（恒常性） 

バイタルサイン 

講義 14
階 
教

室 

安松 

２ 4/21 火 4 筋と運動 

 筋の構造・機能・収縮メカニズム 

運動・筋電図 

講義 14
階 
教

室 

安松 

３ 4/28 火 3 消化・吸収 

 唾液腺・唾液、胃、小腸、大腸の機能 

 消化液の役割・消化管運動 

講義 14
階 
教

室 

安松 

４ 5/12 火 3 循環 

血管の機能、血液凝固・血液型 

循環の生理 

講義 14
階 
教

室 

安松 

５ 5/19 火 3 神経系 

神経の基本的機能  

中枢神経・末梢神経、神経の伝導路 

講義 14
階 
教

室 

安松 

６ 5/26 火 3 呼吸 

 換気の仕組み、肺気量と換気量 

 体内のガス交換、呼吸の調節 

講義 14
階 
教

室 

安松 

７ 6/2 火 3 感覚 

 感覚の性質と種類、感覚情報の伝達、 

 感覚野、感覚器、特殊感覚 

講義 14
階 
教

室 

安松 

８ 6/9 火 3 腎機能と排尿・体温 

 腎臓の働き、排尿の仕組み 

 体熱の産生と放散、体温調節 

講義 14
階 
教

室 

安松 

９ 6/16 火 3 内分泌 

 内分泌器官の機能 

 ホルモンの作用機序・分泌調節 

生殖 

 

講義 14
階 
教

室 

安松 

 

10 6/23 火 3 歯・口腔、顔面の感覚・味覚と嗅覚 

 感覚神経・口腔顔面痛 

 触圧覚・温度感覚 

味覚と嗅覚 

 

講義 14
階 
教

室 

安松 

11 6/30 火 3 咬合・咀嚼 

下顎位・下顎運動 

顎反射、咀嚼能力 

講義 14
階 
教

室 

安松 

12 7/7 火 3 吸啜・嚥下 

 吸啜 

 嚥下時の筋・食塊・神経 

講義 14
階 
教

室 

安松 

13 7/14 火 3 嘔吐・発声・発語 

嘔吐の機序と神経 

 声の生成、構音のメカニズム 

歯・口腔の病態と構音 

 

講義 14
階 
教

室 

安松 

14 7/21 火 3 唾液 

 唾液の分泌機構 

 唾液の性状・成分と機能 

講義 14
階 
教

室 

安松 

15 9/1 火 3 まとめと追加 

全体の復習 

講義 14
階 
教

室 

安松 
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科 目 名 病理・口腔病理学 修得単位数 ２ 

担当教員 
※：実務経験を有する教員 

※松坂賢一、※國分克寿、※中島啓、※山本圭 

ナンバリング B0404-1A 

実務経験 あり 

実務経験と教育内容

の関連性 

歯科医師として実務経験がある教員が、全身および口腔の疾患を正し

く認識するためにその原因と病態について、講義を行う。 

 

1. 教科の特徴 

 病理・口腔病理学は、疾患を正しく認識するために、その原因と病態を解明する学問である。

前半の病理学では、病理学総論として、臓器の違いを超えて共通にみられる疾患について、その

原因、発病、経過、転帰という一連の変化を学ぶ。後半の口腔病理学では、口腔疾患を病理学総

論に基づいて確認するとともに、口腔疾患特有の病態を学ぶ。本科目は、歯科衛生士として歯科

疾患の予防および口腔衛生の向上を図ることを通じて、個人の健康を増進させ、人々の健康づく

りを支援できる能力をもつ人材となるための根幹となるものである。（ディプロマ・ポリシー１） 
 

《当該科目》に合格することで修得できるコンピテンシー 
コンピテンシー（学修成果） 

①人間力 ②倫理に基
づく行動力 

③社会貢献
力 

④コミュニ
ケーション

能力 

⑤協働する
力 

⑥自己 
研鑽力 

⑦問題探求
力 

⑧専門的 
実践能力 

〇  〇 〇    〇 

 

2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

全身および口腔の疾患がどのような原因で発病し、どんな変化、経過をとっていくのか、そし

て最終的にはどのような転帰をとるのかについて、自分から積極的に考えていくために必要な知

識を修得する。 
 

3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

Ⅰ編 病理学総論 
１）病気の原因について、内因と外因から説明する。（5％） 
２）遺伝性疾患と先天異常について説明する。（5％） 
３）循環障害が関連する疾患について説明する。（5％） 
４）代謝障害と退行性病変が関連する疾患について説明する。（5％） 
５）増殖と修復が関連する疾患について説明する。（5％） 
６）抜歯創の治癒機転とその異常について説明する。（5％） 
７）炎症と免疫応答異常の概念、分類、病態および関連する疾患について説明する。（7％） 
８）腫瘍の概念、分類、病態について説明する。（7％） 
 
Ⅱ編 口腔病理学 
１）歯の発育異常の種類、原因、好発部位、特徴について説明する。（5％） 
２）歯の損傷と着色・付着物の分類と原因について説明する。（5％） 
３）う蝕の発生機序、原因、分類、好発部位について説明する。（5％） 
４）象牙質・歯髄複合体に発生する疾患の特殊性を踏まえ、原因、分類、病理所見について   

説明する。（7％） 
５）歯周組織に発生する疾患の原因、分類、病理所見について説明する。（7％） 
６）口腔粘膜の病変の種類と好発部位、臨床所見、病理所見について説明する。（7％） 
７）口腔領域の嚢胞と腫瘍の分類、臨床所見、成り立ち、病理所見について説明する。（10％） 

 

８）顎骨の病変について説明する。（5％） 
９）唾液腺の病変について説明する。（5％） 
 

 

4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法： 
  板書を中心とした講義 
２）能動的方法： 

ディスカッション 
プレテスト、ポストテスト 

３）媒体： 
教科書、スライド、プリント 

   

5. 評価（EV : Evaluation） 

１）形成的評価： 
各回の授業における重要ポイントを把握するため、学生自身が自己の理解度を把握す

るために行う。次回授業開始時にフィードバックを行う。 
２）総括的評価： 
（１）定期試験（90～100％） 

講義内容の理解度を、空欄補充、真偽選択、論述等の記述試験で評価する。 
（２）平常点評価（0～10％） 

日常的な授業中の態度、質問事項に対する回答状況、授業の出欠状況等を評価する。 
 

6. 事前学修・事後学修 

１）事前学修 
各回の講義内容について教科書の該当部分を読んでおく。（10～15 分） 
Ⅰ編 病理学総論 

第１回（4/8） ： 1 章 病理学序論と病因論 
2 章 遺伝性疾患と先天異常 

第２回（4/15） ： 3 章 循環障害 
第３回（4/22） ： 4 章 代謝障害と退行性病変 
第４回（5/13） ： 5 章 増殖と修復 
第５回（5/20） ： 6 章 炎症と免疫応答異常① 炎 症 
第６回（5/27） ： 6 章 炎症と免疫応答異常② 免疫応答異常 
第７回（6/3） ： 7 章 腫 瘍 
 

Ⅱ編 口腔病理学 
第８回（6/10） ： 8 章 口腔癌 
第９回（6/17） ： 6 章 口腔粘膜の病変 

第１０回（6/24） ： 7 章 口腔領域の嚢胞と腫瘍 
第１１回（7/1） ： 9 章 顎骨の病変 
第１２回（7/8） ：10 章 唾液腺の病変 
第１３回（7/15） ： 1 章 歯の発育異常 

2 章 歯の損傷と着色・付着物 
第１４回（7/22） ： 3 章 う 蝕 

4 章 象牙質・歯髄複合体の病態 
第１５回（9/2） ： 5 章 歯周組織の病態 
 

２）事後学修 
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教科書、当日配布資料を再確認し、重要ポイントをリストアップする。（10～15 分） 
３）事前学修・事後学修の評価 

事前学修：講義当日の開始時にプレテストで確認する。 
事後学修：次回講義の開始時に、事前学修のプレテストと共にポストテストを行う。 

 

7. 教科書 

全国歯科衛生士教育協議会 監修 
歯科衛生学シリーズ 

疾病の成り立ち及び回復過程の促進１ 

病理学・口腔病理学 
医歯薬出版 

 

8. 参考図書 

特になし   
 

9. オフィスアワー 

講義実施日の講義終了後から 18 時／本館 9 階 病理学講座前 
 

10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または終了予

定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 

ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅延証明

書等)を提出すること。 

 

 

回

数 
月日 

曜

日 

時

限 
内容項目（SBOs など） 

方略

(LS) 

場

所 
担当者 

１ 4/8 水 1 Ⅰ編 病理学総論 
1 章 病理学序論と病因論 

病理学とは、病因論（内因、外因） 
2 章 遺伝性疾患と先天異常 

遺伝性疾患、先天異常  

講義 14

階 

教

室 

松 坂 
國 分 
中 島 
山 本 

２ 4/15 水 1 Ⅰ編 病理学総論 
3 章 循環障害 

虚 血、充血とうっ血、出 血、 
浮腫（水腫）、ショック、血栓症、 
塞栓症と梗塞、動脈硬化症 

講義 14

階 

教

室 

松 坂 
國 分 
中 島 
山 本 

３ 4/22 水 1 Ⅰ編 病理学総論 
4 章 代謝障害と退行性病変 

変性と物質代謝障害、萎 縮、細胞死 

講義 14

階 

教

室 

松 坂 
國 分 
中 島 
山 本 

４ 5/13 水 1 Ⅰ編 病理学総論 
5 章 増殖と修復 

肥大と増生（過形成）、化生、 
再生と修復、創傷治癒、異物処理 

講義 14

階 

教

室 

松 坂 
國 分 
中 島 
山 本 

５ 5/20 水 1 Ⅰ編 病理学総論 
6 章 炎症と免疫応答異常① 

総論（定義、経過、分類）、 
滲出性炎、特異性炎 

講義 14

階 

教

室 

松 坂 
國 分 
中 島 
山 本 

６ 5/27 水 1 Ⅰ編 病理学総論 
6 章 炎症と免疫応答異常② 

免疫応答、アレルギー、 
自己免疫疾患、免疫不全症、移植免疫 

講義 14

階 

教

室 

松 坂 
國 分 
中 島 
山 本 

７ 6/3 水 1 Ⅰ編 病理学総論 
7 章 腫 瘍 

総論（定義、発生機序と原因）、 
発生母組織と腫瘍の各型、 
悪性度による分類、前がん病変 

講義 14

階 

教

室 

松 坂 
國 分 
中 島 
山 本 
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８ 6/10 水 1 Ⅱ編 口腔病理学 
8 章 口腔癌 

口腔潜在的悪性疾患、 
口腔上皮性異形成と上皮内癌、 
扁平上皮癌 

講義 14

階 

教

室 

松 坂 
國 分 
中 島 
山 本 

９ 6/17 水 1 Ⅱ編 口腔病理学 
6 章 口腔粘膜の病変 

白色病変、黒色病変、 
水疱形成病変、潰瘍形成病変 

講義 14

階 

教

室 

松 坂 
國 分 
中 島 
山 本 

10 6/24 水 1 Ⅱ編 口腔病理学 
7 章 口腔領域の嚢胞と腫瘍 

口腔領域の嚢胞、口腔領域の腫瘍 
（歯原性腫瘍、非歯原性腫瘍） 

講義 14

階 

教

室 

松 坂 
國 分 
中 島 
山 本 

11 7/1 水 1 Ⅱ編 口腔病理学 
9 章 顎骨の病変 

顎骨骨髄炎、腫瘍様病変、 
顎関節の疾患 

講義 14

階 

教

室 

松 坂 
國 分 
中 島 
山 本 

12 7/8 水 1 Ⅱ編 口腔病理学 
10 章 唾液腺の病変 

流行性耳下腺炎、 
シェーグレン〈Sjögren〉症候群、 
唾石症、粘液嚢胞、唾液腺腫瘍 

講義 14

階 

教

室 

松 坂 
國 分 
中 島 
山 本 

13 7/15 水 1 Ⅱ編 口腔病理学 
1 章 歯の発育異常 

歯の大きさ・数・形・構造・ 
萌出時期・位置の異常、咬合の異常 

2 章 歯の損傷と着色・付着物 
物理的損傷、化学的損傷、 

歯の着色、プラークと歯石 

講義 14

階 

教

室 

松 坂 
國 分 
中 島 
山 本 

14 7/22 水 1 Ⅱ編 口腔病理学 
3 章 う 蝕 

う蝕の病因、分類、組織学的変化 
4 章 象牙質・歯髄複合体の病態 

歯髄炎、歯髄の退行性変化、 
象牙質の増生、象牙質知覚過敏症 

講義 14

階 

教

室 

松 坂 
國 分 
中 島 
山 本 

15 9/2 水 1 Ⅱ編 口腔病理学 
5 章 歯周組織の病態 

根尖部歯周組織の病変、 
辺縁部歯周組織の病変、エプーリス、 
セメント質増生，セメント（質）粒 

講義 14

階 

教

室 

松 坂 
國 分 
中 島 
山 本 
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科 目 名 微生物・口腔微生物学 修得単位数 ２ 

担当教員 
※：実務経験を有する教員 

※米澤 英雄 

ナンバリング B0405-1A 

実務経験 あり 

実務経験と教育内容

の関連性 
歯科医師として実務経験のある教員が、診療所等での勤務経験を活か

し、現場に即した講義を行っている。 

 
1. 教科の特徴 

微生物学では、病原体の特徴や、感染経路や疾患発症に関する基本的な知識、そしてそれに

対してどのように対処するかについて修得する。特に歯科衛生士は、臨床の現場での歯科予

防処置や診療介助で感染性の微生物への接触の機会が多いことから、実践的な感染予防の知

識が必要性である。これらについて理解を深める。 

 
《当該科目》に合格することで修得できるコンピテンシー 

コンピテンシー（学修成果） 

①人間力 
②倫理に
基づく行動

力 

③社会貢
献力 

④コミュ
ニケーショ
ン能力 

⑤協働す
る力 

⑥自己 
研鑽力 

⑦問題探
求力 

⑧専門的 
実践能力 

〇  〇    〇 〇 

 
2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 
・ 歯科衛生士として適切な歯科予防処置を実践するために、日常的に治療に携わる齲蝕や歯周

病の原因となるう蝕原性細菌および歯周病原性細菌に関する知識を修得する。 
・ 歯科衛生士として感染予防を実践するため、一般病原微生物学と免疫学の基礎知識から感染

成立とその予防についての知識を修得する。 
 

3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 
1) 細菌、真菌、原虫、ウイルス、プリオンの特徴を説明する。(5%) 

2) 細菌の分類、形態・構造、代謝・増殖、病原因子を説明する。(10%) 

3) 感染症の成立について説明する。(10%) 

4) 生体の防御機構、細胞性免疫、体液性免疫について説明する。(10%) 

5) アレルギーについて説明する。(5%) 

6) 消毒と滅菌の定義、および具体的な方法を説明する。(10%) 

7) 化学療法薬の種類とその作用機序、耐性菌について説明する。(5%) 

8) 齲蝕の発生とその原因細菌について説明する。(10%) 

9) 歯周病の発症とその原因細菌について説明する。(10%) 

10) デンタルプラークの特性やプラークコントロールの意義を説明する。(10%) 

11) 細菌、真菌、ウイルスによる口腔疾患について説明する。(10%) 

12) 細菌および真菌の培養法と観察方法を説明する。(5%) 

 
4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法：講義 
   
２）能動的方法：講義中のディスカッション、ポスト・テスト 
   
３）媒体：教科書、スライド、プリント 

 

5. 評価（EV : Evaluation） 
１）形成的評価：ポスト・テストを行う。 

   
２）総括的評価：定期試験については、講義内容の理解度を空欄補充、真偽選択、論述等の

記述試験で評価する。（80-100％）ポスト・テスト（0-10%） 
 

6. 事前学修・事後学修 
１）事前学修 

第１回：シラバスおよび教科書 2−12、192-196 ページを読んでおく（10 分） 

第２回：  教科書 13−31 ページを読んでおく（10 分） 

第３回：  教科書 32−39 ページを読んでおく（10 分） 

第４回：  教科書 40−61 ページを読んでおく（10 分） 

第５回：  教科書 162−170 ページを読んでおく（10 分） 

第６回：  教科書 171−174 ページを読んでおく（10 分） 

第７回：  教科書 174−180 ページを読んでおく（10 分） 

第８回：  教科書 181−191 ページを読んでおく（10 分） 

第９回：  教科書 108−130 ページを読んでおく（10 分） 

第１０回：  教科書 131−153 ページを読んでおく（10 分） 

第１１回：  教科書 154−160 ページを読んでおく（10 分） 

第１２回：  教科書 64−82 ページを読んでおく（10 分） 

第１３回：  教科書 83−90 ページを読んでおく（10 分） 

第１４回：  教科書 91−100 ページを読んでおく（10 分） 

第１５回：  教科書 101−105 ページを読んでおく（10 分） 

 
２）事後学修 

第１回： 講義内容を見直し、重要点をまとめる（10 分） 

第２回： 講義内容を見直し、重要点をまとめる（10 分） 

第３回： 講義内容を見直し、重要点をまとめる（10 分） 

第４回： 講義内容を見直し、重要点をまとめる（10 分） 

第５回： 講義内容を見直し、重要点をまとめる（10 分） 

第６回： 講義内容を見直し、重要点をまとめる（10 分） 

第７回： 講義内容を見直し、重要点をまとめる（10 分） 

第８回： 講義内容を見直し、重要点をまとめる（10 分） 

第９回： 講義内容を見直し、重要点をまとめる（10 分） 

第１０回： 講義内容を見直し、重要点をまとめる（10 分） 

第１１回： 講義内容を見直し、重要点をまとめる（10 分） 

第１２回： 講義内容を見直し、重要点をまとめる（10 分） 

第１３回： 講義内容を見直し、重要点をまとめる（10 分） 

第１４回： 講義内容を見直し、重要点をまとめる（10 分） 

第１５回： 講義内容を見直し、重要点をまとめる（10 分） 

  
３）事前学修・事後学修の評価 

事前学習：  講義当日の開始時にディスカッションで確認する。 

事後学習：  次回講義の開始時に、ディスカッションで確認する。 

 
7. 教科書 

全国歯科衛生士教育協議会 
監修 

歯科衛生学シリーズ 
疾病の成り立ちおよび回復過程の

促進 微生物学  第 2 版  

医歯薬出版 
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8. 参考図書 

参考書は適宜、指示します   
 

 
9. オフィスアワー 

講義実施日の講義終了後から 18 時 

 
10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または終了予

定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 

ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅延証明

書等)を提出すること。 

 

 

回

数 
月日 

曜

日 
時

限 
内容項目（SBOs など） 

方略

(LS) 

場

所 
担当者 

１ 4/9 木 2 微生物学総論 

 微生物の分類と一般性状を説明でき

る。 
 感染の成り立ちを説明できる。 

講義 14
階 
教

室 

米澤 

２ 4/16 木 2 微生物の構造と病原性(1) 

 微生物の形態と構造、病原性を説明で

きる。 

講義 14
階 
教

室 

米澤 

３ 4/23 木 2 微生物の構造と病原性(2) 

 細菌の分類と一般性状を説明できる。 

 細菌培養・顕微鏡検査を説明できる。 

講義 14
階 
教

室 

米澤 

４ 5/7 木 2 消毒と滅菌 

 スタンダードプリコーションを説明で

きる。 

 消毒・滅菌の定義と方法を説明でき

る。 

化学療法 

 化学療法薬の種類と作用機序、副作用

を説明できる。 

 耐性菌を説明できる。 

講義 14
階 
教

室 

米澤 

５ 5/14 木 2 免疫(1) 

 生体の防御機構の概略を説明できる。 

 免疫担当細胞、抗原、抗体、補体を説

明できる。 

講義 14
階 
教

室 

米澤 

６ 5/21 木 2 免疫(2) 

・ 体液性免疫を説明できる。 

・ 抗体の種類と産生機構を説明できる。 

・ 抗原抗体反応を利用した感染症の診断

について説明できる。 

講義 14
階 
教

室 

米澤 

７ 5/28 

 

木 2 免疫(3) 

 細胞性免疫を説明できる。 

 粘膜免疫を説明できる。 

講義 14
階 
教

室 

米澤 

８ 6/4 

 

木 2 アレルギー 

 アレルギーの分類と成立機序を説明で

きる。 

講義 14
階 
教

室 

米澤 

９ 6/11 

 

木 2 感染症(1) 

 細菌感染症を説明できる。 

講義 14
階 
教

室 

米澤 
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10 6/18 

 

木 2 感染症(2) 

 ウイルス感染症を説明できる。 

講義 14
階 
教

室 

米澤 

11 6/25 木 2 感染症(3) 

 真菌、原虫感染症を説明できる。 

講義 14
階 
教

室 

米澤 

12 7/2 木 2 口腔微生物学概論 

・ 口腔感染症の特性を説明できる。 

・ 口腔微生物叢の成立と生態について説

明できる。 

講義 14
階 
教

室 

米澤 

13 7/9 木 2 齲蝕の細菌学・免疫学 

・ 齲蝕症の細菌学を説明できる。 

・ 口腔レンサ球菌を説明できる。 

講義 14
階 
教

室 

米澤 

14 7/16 木 2 歯周病の細菌学・免疫学 

・ 歯周病原細菌を説明できる。 

・ 歯周病原細菌の諸因子・宿主の抵抗性

を説明できる。  

・ 歯周組織破壊の機序・歯周病のリスク

ファクターを説明できる。 

講義 14
階 
教

室 

米澤 

15 9/3 木 2 口腔感染症 

 口腔内ウイルス感染症を説明できる。 

 口腔領域を中心とした宿主の抵抗性を

説明できる。  

 口腔ケアの意義について説明できる。 

講義 14
階 
教

室 

米澤 
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科 目 名 公衆衛生学 修得単位数 １ 
担当教員 

※：実務経験を有する教員 

※杉原 直樹 

ナンバリング B0406-1A 

実務経験 あり 
実務経験と教育内容

の関連性 
歯科医師として実務経験のある教員が、勤務経験を活かし、現場に即

した講義を行っている。 
 
1. 教科の特徴 
 公衆衛生学は、医学・歯科医学を統合的に理解して全人的な歯科医療を提供するために必要な 
基本的な知識の根幹となり、歯科衛生士として公衆衛生活動および福祉活動を実践するために必 
須である。 
 
《当該科目》に合格することで修得できるコンピテンシー 

コンピテンシー（学修成果） 

①人間力 
②倫理に
基づく行動

力 
③社会貢

献力 
④コミュ
ニケーショ

ン能力 
⑤協働す

る力 
⑥自己 
研鑽力 

⑦問題探
求力 

⑧専門的 
実践能力 

 〇   〇  〇 〇 

 
2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

疾病予防を理解するために、健康と環境についての関係や地球規模の環境保全、感染症や食

中毒の予防や栄養学の重要性を理解することにより、健康課題の解決に向けた適切な対策や保

健活動を考察できる基礎的能力を習得する。 
 
3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１）健康および予防医学の概念について説明する。（20％） 
２）疫学の定義および目的について理解し、研究方法について説明する。（10％） 
３）人口統計について人口静態、人口動態および生命表を説明する。（10％） 
４）健康と環境についての関係および地球規模の環境保全を説明する。（20％） 
５）感染症の３要因を理解し、その予防について説明する。（10％） 
６）食中毒の疫学、分類および食品の安全性について説明する。（10％） 
７）公衆衛生における栄養学の重要性を説明する。（20％） 

 
4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法：講義 
２）能動的方法：プレテスト・ポストテスト、ディスカッション 
３）媒体：教科書、参考図書、プリント、スライド 
 

5. 評価（EV : Evaluation） 
１）形成的評価： 

プレテスト・ポストテストを行う。 
２）総括的評価： 

定期試験については、講義内容の理解度を空欄補充、真偽選択、論述等の記述試験で評価 
する。（90％） 
課題の提出状況、授業の出欠状況、日常的な授業の取組状況などを評価する。（10％） 

 
 
 

 

6. 事前学修・事後学修 
１）事前学修 

第１回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 
第２回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 
第３回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 
第４回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 
第５回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 
第６回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 
第７回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 
第８回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 

２）事後学修 
第１回：授業内容を再度見直し、曖昧な部分は再確認する（15 分） 
第２回：授業内容を再度見直し、曖昧な部分は再確認する（15 分） 
第３回：授業内容を再度見直し、曖昧な部分は再確認する（15 分） 
第４回：授業内容を再度見直し、曖昧な部分は再確認する（15 分） 
第５回：授業内容を再度見直し、曖昧な部分は再確認する（15 分） 
第６回：授業内容を再度見直し、曖昧な部分は再確認する（15 分） 
第７回：授業内容を再度見直し、曖昧な部分は再確認する（15 分） 
第８回：授業内容を再度見直し、曖昧な部分は再確認する（15 分） 

３）事前学修・事後学修の評価 
事前学修：講義当日の開始時にプレテストで確認する。 
事後学修：次回講義の開始時に、事前学修のプレテストと共にポストテストを行う。 

 
７. 教科書 

全国歯科衛生士教育協議会 

監修 

歯科衛生学シリーズ 

歯・口腔の健康と予防に関わる人間

と社会の仕組み 1 保健生態学 

医歯薬出版 

杉原直樹、福田雅臣、川戸

貴行、小松﨑 明、有川量

崇、田中とも子 監修 

口腔衛生学 2026 一世出版 

 

 
８. 参考図書 

一般財団法人 

厚生労働統計協会 

国 民 衛 生 の 動 向 ・ 厚 生 の 指 標

2025/2026 

厚生労働統計

協会 
 

 
９. オフィスアワー 

講義実施日の講義終了後から 18 時／本館 10 階衛生学研究室  
 
10.  出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または終了 
 予定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 

ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅延証明 
書等)を提出すること。 
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回

数 月日 曜

日 
時

限 内容項目（SBOs など） 方略

(LS) 
場

所 担当者 

１ 4/14 火 2 
(1) 公衆衛生総論 

公衆衛生学とは 

健康の概念 

疾病の自然史と疾病予防 

健康政策の概念 

健康日本 21（第 3 次） 

ハイリスクアプローチと 

ポピュレーションアプローチ 

コモンリスクファクターアプローチ 

講義 14
階 
教

室 

杉原 

２ 4/21 火 2 
(2) 疫学 

定義および概念 

疾病や異常の発生要因 

有病と罹患（発病） 

疫学の調査方法 

疫学研究の時間的流れによる分類 

疫学の研究方法 

講義 14
階 
教

室 

杉原 

３ 4/28 火 2 
(3) 人口統計 

人口静態 

人口動態 

生命表 

講義 14
階 
教

室 

杉原 

４ 5/12 火 2 
(4)‐1 健康と環境Ⅰ 

環境の概念 

講義 14
階 
教

室 

杉原 

 

空気・水と健康 

放射線と健康 

住居・衣服と健康 

５ 5/19 火 2 
(4)‐2 健康と環境Ⅱ 

地球環境の変化と健康への影響 

公害と健康への影響 

廃棄物処理 

講義 14
階 
教

室 

杉原 

６ 5/26 火 2 
(5) 感染症 

感染症の成り立ち 

感染症の予防 

主な感染症の動向 

感染症の医療体制      

講義 14
階 
教

室 

杉原 

７ 6/2 火 2 
(6)‐1 食品と健康Ⅰ 

食中毒とは 

食中毒の分類 

食中毒の統計（食中毒の疫学） 

食中毒の予防 

食品の安全性確保 

講義 14
階 
教

室 

杉原 

８ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6/9 火 2 
(6)‐2 食品と健康Ⅱ 

日本人の食事摂取量 

食事摂取基準の基準値と現状 

食生活指針と食事バランスガイド 

「食育」の推進 

講義 14
階 
教

室 

杉原 
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科 目 名 口腔衛生学 修得単位数 ２ 
担当教員 

※：実務経験を有する教員 

※杉原 直樹 

ナンバリング B0407-1A 

実務経験 あり 
実務経験と教育内容

の関連性 
歯科医師として実務経験のある教員が、勤務経験を活かし、現場に即

した講義を行っている。 
 
1. 教科の特徴 
 口腔衛生学は、医学・歯科医学を統合的に理解して全人的な歯科医療を提供するために必要な 
基本的な知識の根幹となるものであり、歯科疾患予防のためのセルフケア、パブリックケア、プ 
ロフェッショナルケアを実践するために必須である。 
《当該科目》に合格することで修得できるコンピテンシー 

コンピテンシー（学修成果） 

①人間力 
②倫理に
基づく行動

力 
③社会貢

献力 
④コミュ
ニケーショ

ン能力 
⑤協働す

る力 
⑥自己 
研鑽力 

⑦問題探
求力 

⑧専門的 
実践能力 

 〇     〇 〇 

 
2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

歯科疾患を予防するために、個人における口腔の健康と機能の維持増進のための全身的要 

因、生活習慣、社会経済的要因および環境要因のリスク評価について理解し、リスク評価お 

よびライフステージに基づいた保健指導および予防処置を修得する。 

 

3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１）口腔衛生学および口腔ケアを概説する。（10％） 

２）歯・口腔の健康について概説する。（10％） 

３）う蝕の疫学と根拠に基づいた予防法について概説する。（10％） 

４）う蝕の発病要因を説明する。（10％） 

５）う蝕の発病要因の評価方法（う蝕活動性試験）を説明する。（10％） 

６）う蝕の保健指導と予防処置を説明する。（10％） 

７）歯周疾患の保健指導と予防処置を説明する。（10％） 

８）口腔清掃の方法を説明する。（10％） 

９）その他の歯科疾患の予防方法を説明する。（10％） 

10）ライフステージにおける口腔保健管理について説明する。（10％） 

 
4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法：講義 

２）能動的方法：プレテスト・ポステスト、ディスカッション 

３）媒体：教科書、参考図書、プリント、スライド 

   
5. 評価（EV : Evaluation） 

１）形成的評価： 
プレテスト・ポストテストを行う。 

２）総括的評価： 
定期試験については、講義内容の理解度を空欄補充、真偽選択、論述等の記述試験で評価 
する。（90％） 

 

課題の提出状況、授業の出欠状況、日常的な授業の取組状況などを評価する。（10％） 
 

6. 事前学修・事後学修 

１）事前学修 

第１回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 

第２回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 

第３回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 

第４回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 

第５回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 

第６回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 

第７回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 

第８回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 

第９回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 

第 10 回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 

第 11 回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 

第 12 回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 

第 13 回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 

第 14 回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 

第 15 回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 

２）事後学修 

第１回：授業内容を再度見直し、曖昧な部分は再確認する（15 分） 

第２回：授業内容を再度見直し、曖昧な部分は再確認する（15 分） 

第３回：授業内容を再度見直し、曖昧な部分は再確認する（15 分） 

第４回：授業内容を再度見直し、曖昧な部分は再確認する（15 分） 

第５回：授業内容を再度見直し、曖昧な部分は再確認する（15 分） 

第６回：授業内容を再度見直し、曖昧な部分は再確認する（15 分） 

第７回：授業内容を再度見直し、曖昧な部分は再確認する（15 分） 

第８回：授業内容を再度見直し、曖昧な部分は再確認する（15 分） 

第９回：授業内容を再度見直し、曖昧な部分は再確認する（15 分） 

第 10 回：授業内容を再度見直し、曖昧な部分は再確認する（15 分） 

第 11 回：授業内容を再度見直し、曖昧な部分は再確認する（15 分） 

第 12 回：授業内容を再度見直し、曖昧な部分は再確認する（15 分） 

第 13 回：授業内容を再度見直し、曖昧な部分は再確認する（15 分） 

第 14 回：授業内容を再度見直し、曖昧な部分は再確認する（15 分） 

第 15 回：授業内容を再度見直し、曖昧な部分は再確認する（15 分） 

３）事前学修・事後学修の評価 

事前学修：講義当日の開始時にプレテストで確認する。 

事後学修：次回講義の開始時に、事前学修のプレテストと共にポストテストを行う。 

 
7. 教科書 

全国歯科衛生士教育協議会 

監修 

歯科衛生学シリーズ 

歯・口腔の健康と予防に関わる人間

と社会の仕組み 1 保健生態学 

医歯薬出版 

杉原直樹、福田雅臣、 

川戸貴行、小松﨑 明、 

有川量崇、田中とも子 

監修 

口腔衛生学 2026 一世出版 
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8. 参考図書 

一般財団法人 

厚生労働統計協会 

国民衛生の動向・厚生の指標

2025/2026 

厚生労働統計

協会 
 

9.  オフィスアワー 
講義実施日の講義終了後から 18 時／本館 10 階衛生学研究室 

 
10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または終了 
予定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 

ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅延証明 
書等)を提出すること。 

 
 

 

 
回

数 月日 曜

日 
時

限 内容項目（SBOs など） 方略

(LS) 
場

所 担当者 

１ 4/14 火 1 (1)-1 口腔衛生学 総論 
講義の概要について 
口腔衛生学の定義 

講義 14
階 
教

室 

杉原 

２ 4/21 火 1 (1)-2 口腔衛生学 総論 
口腔ケアの概念と分類 
疾病の自然史と疾病予防 
8020 運動 

(2)-1 歯・口腔の健康についての基本的 
知識 

歯・口腔の健康 
（歯・口腔の構造、歯・口腔の発生 

成長・発育、歯・口腔の機能） 

講義 14
階 
教

室 

杉原 

３ 4/28 火 1 (2)-2 歯・口腔の健康についての基本的 
知識 

口腔の健康と全身の健康 
歯・口腔の付着物・沈着物 

講義 14
階 
教

室 

杉原 

４ 5/12 火 1 (3)歯科疾患の疫学歯科疾患に対する疫学 
的アプローチの意義 

う蝕の疫学 
歯周疾患の疫学 
歯の喪失の疫学 
その他の疾患の疫学 

講義 14
階 
教

室 

杉原 

５ 5/19 火 1 (4)口腔清掃法と口腔清掃指導 
口腔清掃と口腔清掃法の分類 
人工的清掃法 
口腔清掃による為害作用 
歯磨剤と洗口剤 

講義 14
階 
教

室 

杉原 

６ 5/26 火 1 (5)う蝕の病因論 
う蝕発生のメカニズム 
う蝕の発生要因 
う蝕の第一次予防、第二次予防、 
第三次予防 
ＰＴＣとＰＭＴＣ 

講義 14
階 
教

室 

杉原 

７ 6/2 火 1 (6)う蝕発病因子の評価法 
う蝕活動性とは 
う蝕活動性試験の目的 
う蝕活動性試験の具備すべき条件 
う蝕活動性試験の臨床における 
使用目的 
う蝕活動性試験の分類と種類 

講義 14
階 
教

室 

杉原 
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８ 6/9 火 1 (7)‐1 う蝕予防 
-非う蝕誘発性甘味料と間食指導- 
う蝕発病と食事要因との関係 
糖質の種類とう蝕発病性 
Stephan’s curve (ステファン・カーブ) 
非う蝕誘発性甘味料の種類と特徴 

講義 14
階 
教

室 

杉原 

９ 6/16 火 1 (7)‐2 う蝕予防 
-小窩裂溝填塞法(う蝕予防填塞法)- 

小窩裂溝填塞法(う蝕予防填塞法)とは 
填塞材の種類と特徴 
填塞術式 
酸処理 

講義 14
階 
教

室 

野口 

10 6/23 火 1 (7)‐3 う蝕予防 
-フッ化物によるう蝕予防法Ⅰ- 

フッ化物の基本知識 
フッ化物の計算問題１ 
フッ化物摂取量とその基準 
フッ素の代謝 
オーラル・ケアの分類とフッ化物応用 

講義 14
階 
教

室 

杉原 

11 6/30 火 1 (7)‐4 う蝕予防 
-フッ化物によるう蝕予防法Ⅱ- 

フッ化物応用におけるう蝕予防方法 
フッ化物の局所応用 
フッ化物の全身応用 
フッ化物の計算問題２ 

講義 14
階 
教

室 

杉原 

12 7/7 火 1 (7)‐5 う蝕予防 
-フッ化物によるう蝕予防法Ⅲ- 

フッ化物によるう蝕予防メカニズム 
フッ化物の毒性 

講義 14
階 
教

室 

杉原 

13 7/14 火 1 (8)歯周疾患の予防 
歯周疾患の症状と分類 
歯周疾患の発症機序 
歯周疾患の全身に与える影響 
歯周疾患の予防手段と処置 
禁煙支援・指導 

講義 14
階 
教

室 

杉原 

14 7/21 火 1 (9)その他の疾患・異常の予防 
不正咬合の予防 
口臭症の予防 
その他の疾患・異常の予防 

講義 14
階 
教

室 

杉原 

15 9/1 火 1 10)まとめ 講義 14
階 
教

室 

杉原 
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科 目 名 生化学 修得単位数 ２ 

担当教員 

※：実務経験を有する教員 

荒井 昭雄 

ナンバリング B0408-1A 

実務経験 なし 

実務経験と教育内容

の関連性 

1. 教科の特徴

個人の健康を増進させ、人々の健康づくりを支援するのに必要な人体と栄養の理解を可能にす

る教科である。 

《当該科目》に合格することで修得できるコンピテンシー 

コンピテンシー（学修成果）

①人間力
②倫理に基づ
く行動力

③社会貢献力
④コミュニケ
ーション能力

⑤協働する力
⑥自己
研鑽力

⑦問題探求力
⑧専門的
実践能力

〇 〇 〇 〇

2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective）

人の健康と食事との関係を理解できる歯科衛生士になるために、以下の４つを一般目標とする。 
１）人体を構成する物質の分子構造や化学反応の基礎知識を修得する。

２）１）の代謝過程と調節機構、恒常性、遺伝子発現、細胞内情報伝達まで生命現象に関す

る知識を修得する。

３）口腔に特徴的な歯、歯周組織、唾液、プラークの構成成分やそこに生じるう蝕と歯周病

の生化学的な知識を修得する。

４）三大栄養素とビタミン、ミネラル、水の働きの学習から、健康と食生活の関係を物質、

化学反応、エネルギーのレベルで体系的に修得する。

3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives）

１）物質、溶液、酸・アルカリ、酸化・還元について説明する。（20％）

２）人体内の化学反応や酵素作用、緩衝作用について説明する。（5％）

３）栄養素の消化・吸収・代謝や機能、遺伝子発現について説明する。（30％）

４）結合組織の特徴と代謝を説明する。（10％）

５）歯の構造と組成、カルシウム代謝について説明する。（10％）

６）骨吸収、骨リモデリング、歯の脱灰、再石灰化について説明する。（5％）

７）唾液の組成と機能について説明する。（5％）

８）プラークによるう蝕とその影響因子、歯周病発生の仕組みを説明する。（5％）

９）糖質、脂質、タンパク質、ビタミン、水の栄養的意味を説明する。（10％）

4. 方略（LS : Learning Strategy）

１）受動的方法：講義

２）能動的方法：デスカッション、ポストテスト、PBL
３）媒体：教科書、パワーポイント、ホワイトボート、プリント

5. 評価（EV : Evaluation）

１）形成的評価：

各回の講義開始時にポストテストを行い、その結果をフィードバックする。

２）総括的評価：

定期試験は、講義内容の理解度を、空欄補充、真偽選択、図を書かせる試験で評価する。

（100％）ポストテストの内容は試験範囲に入る。

6. 事前学修・事後学修

１）事前学修

第１回：シラバス、化学プリントを読んでおくこと。（30 分）

第２回：化学プリントを読んでおくこと。（20 分）

第３回：化学プリント、「生化学」p10-12 を読んでおくこと。（25 分）

第４回：化学プリント、「生化学」p12-13 を読んでおくこと。（25 分）

第５回：「生化学」p13-16, 24-28「栄養学」p13-14 を読んでおくこと。（30 分）

第６回：「生化学」p27-36, 49-52「栄養学」p14-17, 43-49 を読んでおく。（40 分）

第７回：「生化学」p16-19, 37-39「栄養学」p18-22 を読んでおく。（40 分）

第８回：「生化学」p19-23, 39-43「栄養学」p23-24 を読んでおく。（40 分）

第９回：「生化学」p44-48 を読んでおく。（30 分）

第１０回：「生化学」p54-61 を読んでおく。（30 分）

第１１回：「生化学」p61-67 を読んでおく。（40 分）

第１２回：「生化学」p68-81 を読んでおく。（30 分）

第１３回：「生化学」p82-101, 105-106, 107-119 を読んでおく。

「栄養学」p82（60 分） 
第１４回：「栄養学」p10-11, 13-22 を読んでおく。（30 分） 
第１５回：「栄養学」p23-42, 52-60 を読んでおく。（40 分） 

２）事後学修

第１回：元素記号、イオン式、分子式、構造式をリストアップする。(30 分)
第２回：指数・単位に留意して物質量や濃度計算と化学反応式を作る練習をする。(40 分) 
第３回：酸と塩基の電離式、pH の計算、中和反応の化学式をリストアップする。(30 分)
第４回：酸化還元の定義を確認、酸化剤と還元剤、官能基をリストアップする。(30 分)
第５回：グルコース、スクロース、アミロースなどの構造を書き出す。様々な消化酵素と
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その基質・生成物をリストアップする。(40 分) 
第６回：解糖、クエン酸回路、電子伝達系、糖新生の代謝経路や ATP の構造を図式化す

る。血液の緩衝能と血糖調節に関与するホルモンをリストアップする。(40 分) 
第７回：単純脂肪と生体膜の構造、飽和・不飽和脂肪酸をリストアップする。(30 分) 
第８回：アミノ酸の構造とペプチド結合、タンパク質の構造を図式化する。糖質・脂質・

タンパク質代謝の相互関連を図式化する。(40 分) 
第９回：複製・転写・翻訳の仕組みを理解して DNA を鋳型として mRNA を作る。(40 分) 
第１０回：コラーゲン分子種をリストアップする。コラーゲンの原線維から α鎖およびプ

ロテオグリカンとグリコサミノグリカンの構造を確認する。(40 分)  
第１１回：ヒドロキシアパタイトの組成と石灰化の仕組みを理解する。(30 分) 
第１２回：骨芽・破骨細胞の役割と血清カルシウム調節ホルモンをリストアップする。(30 

分) 
第１３回：唾液の組成と機能、グルカンとフルクタンの生成反応、歯周疾患の原因となる

細菌活性と生体防御の関係、リポ多糖の作用、人工甘味料をリストアップする。

(50 分) 
第１４回：糖質・脂質の種類と栄養的意味をリストアップする。(40 分) 
第１５回：タンパク質・ビタミン・ミネラル・食物繊維の種類と栄養的意味、水の役割を

リストアップする。栄養素別に消化・吸収をまとめる(40 分) 
 

３）事前学修・事後学修の評価 
第１回：事前学修の評価を講義はじめの時間に PBL 形式で行う。事後学修の評価を次回講

義の開始時に前回の講義内容のポストテストで行う。第２～１５回も同じ 
 

7. 教科書 

全国歯科衛生士教育協議会 
監修 

歯科衛生学シリーズ人体の構造と機能 2 
生化学・口腔生化学 第１版   

医歯薬出版 

全国歯科衛生士教育協議会 
監修 

歯科衛生学シリーズ人体の構造と機能 3 
栄養学 第１版  

医歯薬出版 

 

8. 参考図書 

全国歯科衛生士教育協議会 
監修 

歯科衛生学シリーズ 
化学 第１版 

医歯薬出版 

 高校の化学基礎、生物基礎、生物の教科

書 
 

 

 

 

 

9. オフィスアワー 

講義実施日の講義終了後から 18 時まで短期大学教員室で受け付ける。あるいは教学課を通じ

てメールにて質問等を受け付ける。 

 

10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または終了予

定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 

ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅延証明

書等)を提出すること。 
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回

数 
月日 

曜

日 

時

限 
内容項目（SBOs など） 

方略

(LS) 

場

所 
担当者 

１ 4/8 水 ２ 化学基礎（Ⅰ） 
物質の構成（混合物と純物質、元素と原子、

原子構造、価電子、イオン）化学結合（イ

オン結合、共有結合、配位結合）、極性  
 

講義 14

階 

教

室 

荒井 

２ 4/15 水 ２ 化学基礎（Ⅱ） 
アボガドロ定数・物質量（原子量、分子量、

モル）、溶液の濃度（質量％濃度とモル濃

度）、化学反応式の係数とモル比、浸透圧 

講義 14

階 

教

室 

荒井 

３ 4/22 水 ２ 化学基礎（Ⅲ） 
電離（電解質と非電解質）、酸と塩基、 
水の電離と水素イオン濃度、中和反応と

塩、体液の緩衝作用と重炭酸イオン 

講義 14

階 

教

室 

荒井 

４ 5/13 水 ２ 化学基礎（Ⅳ）            
酸化と還元の定義（酸素、水素、電子の

享受）、還元剤と脱水素酵素、官能基（ホ

ルミル基、アミノ基、カルボキシ基） 

講義 14

階 

教

室 

荒井 

５ 5/20 水 ２ 糖質の代謝（Ⅰ）  
生体構成成分、糖質の構造、消化と吸収 

（単糖類、二糖類、多糖類、消化酵素とそ

の基質・生成物、酵素の基質特異性） 

講義 14

階 

教

室 

荒井 

６ 5/27 水 ２ 糖質の代謝（Ⅱ）  
糖質の分解と代謝、ATP、血糖値、糖新生 
（エネルギー代謝の全体像、解糖、クエン

酸回路、電子伝達系、ホメオスタシス） 

講義 14

階 

教

室 

荒井 

７ 6/3 水 ２ 脂質の代謝 
脂質の構造、消化吸収、脂質の分解・代謝

（中性脂肪、リン脂質、誘導脂質、脂肪酸

の酸化、飽和脂肪酸、必須脂肪酸） 

講義 14

階 

教

室 

荒井 

８ 6/10 水 ２ タンパク質の代謝   
タンパク質の構造・消化吸収、タンパク質

の分解・代謝（アミノ酸の基本構造、ペプ

チド結合、脱アミノ反応、脱炭酸反応、尿

素回路）糖質・脂質・タンパク質代謝の相

互関連 

講義 14

階 

教

室 

荒井 

 

９ 6/17 水 ２ 遺伝子とタンパク質合成 
核酸・遺伝子（DNA・RNA の基本構造、

複製）、タンパク質合成（転写・翻訳）、二

重らせん構造、コドン表、ペプチド鎖 

講義 14

階 

教

室 

荒井 

10 6/24 水 ２ 歯・口腔生化学（Ⅰ） 
結合組織、線維状タンパク質、コラーゲン

分子と線維の構造、エラスチン、プロテオ

グリカン、コラーゲンの合成と分解 

講義 14

階 

教

室 

荒井 

11 7/1 水 ２ 歯・口腔生化学（Ⅱ） 
歯の構造と組成（ヒドロキシアパタイトと

単位胞）、石灰化の仕組み（基質小胞による

コラーゲン性石灰化）、骨リモデリング 

講義 14

階 

教

室 

荒井 

12 7/8 水 ２ 歯・口腔生化学（Ⅲ） 
骨の生成と吸収（骨芽細胞と破骨細胞、血

清カルシウム調節ホルモン）、歯の脱灰と

再石灰化 

講義 14

階 

教

室 

荒井 

13 7/15 水 ２ 歯・口腔生化学（Ⅳ） 
唾液の組成と機能（無機質と有機質）プ

ラークの形成、菌体外多糖（グルカンと

フルクタンの生成反応）、歯周疾患と生体

防御、リポ多糖の作用、代用甘味料 

講義 14

階 

教

室 

荒井 

14 7/22 水 ２ 栄養素の種類とはたらき（Ⅰ） 
糖質・脂質の種類とはたらき、糖質とその

他の栄養素との関係、飽和脂肪酸と不飽和

脂肪酸、必須脂肪酸、エネルギー源 

講義 14

階 

教

室 

荒井 

15 9/2 水 ２ 栄養素の種類とはたらき（Ⅱ） 
タンパク質の種類とはたらき、必須アミノ

酸、ビタミン・ミネラル・水・食物繊維の

働き、多く含む食品、栄養素別消化吸収 

講義 14

階 

教

室 

荒井 
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科 目 名 薬理・歯科薬理学 修得単位数 ２ 

担当教員 

※：実務経験を有する教員 

※笠原正貴,  ※高橋有希,   ※設樂沙月 

ナンバリング B0409-1B 

実務経験 あり 

実務経験と教育内容

の関連性 

歯科医師として実務経験のある教員が、病院、診療所等での勤務経験を

活かし、現場に即した講義を行う。 

 

1. 教科の特徴 

薬理学・歯科薬理学は生物学、生理学、生化学の基礎の上に成り立つ学問である。したがっ

て、薬理学・歯科薬理学を学修することで、生物学、生理学、生化学を復習できる。一方、薬

理学・歯科薬理学は臨床に直結し、基礎科目の中で最も臨床科目に近い学問である。したが

って、基礎―臨床一体型の学問として位置づけられる。 

 

《当該科目》に合格することで修得できるコンピテンシー 

コンピテンシー（学修成果） 

①人間力 ②倫理に基づ
く行動力 ③社会貢献力 ④コミュニケ

ーション能力 ⑤協働する力 ⑥自己 
研鑽力 ⑦問題探求力 ⑧専門的 

実践能力 

  ◯   ◯ ◯ ◯ 

 

2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

歯科医師の行う薬物療法について、その指示に適切に対応でき、かつ、適切な薬物の取り扱

いを行うために、薬物および生体の反応について基本的な知識を修得する。 
 

3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１）薬物の作用形式を説明する。（10％） 
２）生体内での薬物の動態を説明する。（10％） 
３）薬物の併用によって生ずる現象を説明する。（8％） 
４）薬物の連用によって生ずる現象を説明する。（8％） 
５）薬物の管理の方法を説明する。（8％） 
６）中枢神経系に作用する薬物を説明する。（8％） 
７）自律神経系に作用する薬物を説明する。（8％） 
８）局所麻酔薬の種類と特徴を説明する。（8％） 
９）鎮痛薬の種類と作用を説明する。（8％） 
10）抗炎症薬の種類と使用目的を説明する。（8％） 
11）抗菌薬の種類と使用目的を説明する。（8％） 
12）主要疾患に用いられる代表的な治療薬を説明する。（8％） 

 

4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法： 

  講義 

２）能動的方法： 

  ディスカッション 

３）媒体： 

  教科書、スライド、プリント 

 

5. 評価（EV : Evaluation） 

１）形成的評価： 

  ポストテスト 

２）総括的評価： 

  定期試験は、講義内容の理解度を、空欄補充、真偽選択、論述等の記述試験で評価する。

（100％） 

6. 事前学修・事後学修 

１）事前学修 

第１回：教科書の該当ページを読んでおく。（15 分） 

第２回：教科書の該当ページを読んでおく。（15 分） 

第３回：教科書の該当ページを読んでおく。（15 分） 

第４回：教科書の該当ページを読んでおく。（10 分） 

第５回：教科書の該当ページを読んでおく。（10 分） 

第６回：教科書の該当ページを読んでおく。（10 分） 

第７回：教科書の該当ページを読んでおく。（10 分） 

第８回：教科書の該当ページを読んでおく。（10 分） 

第９回：教科書の該当ページを読んでおく。（10 分） 

第１０回：教科書の該当ページを読んでおく。（10 分） 

第１１回：教科書の該当ページを読んでおく。（10 分） 

第１２回：教科書の該当ページを読んでおく。（10 分） 

第１３回：教科書の該当ページを読んでおく。（10 分） 

第１４回：教科書の該当ページを読んでおく。（10 分）  

第１５回：配布資料を読んでおく。（60 分） 

２）事後学修 

第１〜１５回：教科書、配布資料を再確認し、重要ポイントをリストアップする（15 分） 

３）事前学修・事後学修の評価 

事前学修：講義当日の開始時にプレテストで確認する。 

事後学修：次回講義の開始時に、事前学修のプレテストと共にポストテストを行う。 
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7. 教科書 

全国歯科衛生士教育協議会

監修 

歯科衛生学シリーズ 疾病の成り立ち

及び回復過程の促進３ 薬理学第２版 

医歯薬出版 

 

8. 参考図書 

医療情報科学研究所 編 薬がみえる vol.1 メディックメ

ディア 
医療情報科学研究所 編 薬がみえる vol.2 メディックメ

ディア 
医療情報科学研究所 編 薬がみえる vol.3 メディックメ

ディア 
医療情報科学研究所 編 薬がみえる vol.4 メディックメ

ディア 
 

9. オフィスアワー 

講義実施日の講義終了後から 18 時（事前アポイントが望ましい）/新館６階薬理学講座 

 

10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または終了予

定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 

ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅延証明

書等)を提出すること。 

 

 

回

数 
月日 

曜

日 

時

限 
内容項目（SBOsなど） 

方略

(LS) 

場

所 
担当者 

１ 10/2 金 ３ 総論（１） 
・薬理作用の考え方 
・薬物の作用形式（受容体、トランス

ポーター、酵素など） 
・薬理作用に影響する因子 

講義 14

階

教

室 

笠原 

２ 10/9 金 ３ 総論（２） 
・薬物動態（吸収・分布・代謝・排泄） 

講義 14

階

教

室 

笠原 

３ 10/16 金 ３ 総論（３） 
・薬物連用 
・薬物併用（協力作用・拮抗作用） 
・副作用（有害作用） 

講義 14

階

教

室 

笠原 

４ 10/23 金 ３ 総論（４） 
・医薬品管理（毒薬・劇薬・麻薬・覚

せい剤） 
 ・剤形 

講義 14

階

教

室 

笠原 

５ 10/30 金 ３ 中枢神経系に作用する薬物（１） 
・中枢神経系のまとめ 
・全身麻酔薬、催眠薬 

講義 14

階

教

室 

笠原 

６ 11/6 金 ３ 中枢神経系に作用する薬物（２） 
・向精神薬、抗精神病薬、抗不安薬、

抗うつ薬、抗けいれん薬 
 ・中枢神経興奮薬 

講義 14

階

教

室 

笠原 

７ 11/13 金 ３ 末梢神経系に作用する薬物（１） 
・神経伝達物質 

 ・自律神経系に作用する薬物 

講義 14

階

教

室 

髙橋 
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８ 11/20 金 ３ 末梢神経系に作用する薬物（２） 
・局所麻酔薬 

講義 14

階

教

室 

笠原 

９ 11/27 金 ３ 鎮痛薬 
・麻薬性鎮痛薬 
・非麻薬性鎮痛薬 

 ・解熱鎮痛薬 

講義 14

階

教

室 

笠原 

10 12/4 金 ３ 抗炎症薬 
・ステロイド性抗炎症薬 
・非ステロイド性抗炎症薬 

 ・抗アレルギー薬 

講義 14

階

教

室 

髙橋 

11 12/11 金 ３ 血液に作用する薬物・消毒薬 
・止血薬 

 ・抗凝固薬 
・消毒薬 

講義 14

階

教

室 

髙橋 

12 12/18 金 ３ 呼吸・循環に作用する薬物 
・呼吸器に作用する薬物 

 ・循環器に作用する薬物 

講義 14

階

教

室 

笠原 

13 1/8 金 ３ 感染と薬物（１） 
・抗菌薬 

 

講義 14

階

教

室 

設樂 

14 1/15 金 ３ 感染と薬物（２） 
・抗ウイルス薬 

講義 14

階

教

室 

設樂 

15 1/22 金 ３ まとめ 講義 14

階

教

室 

笠原 
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科 目 名 歯科放射線学 修得単位数 １ 

担当教員 

※：実務経験を有する教員 

小髙研人 

ナンバリング B0411-1B 

実務経験 あり 

実務経験と教育内容

の関連性 

歯科医師として実務経験のある教員が、病院、診療所等での勤務経験を

活かし、現場に即した実習を行っている。 

 

1. 教科の特徴 

放射線学は近年、画像診断学ともよばれている。エックス線などの放射線をはじめとして、

超音波、磁気などのように被曝を伴わないものも歯学部の日常診療で活躍している。 

学修内容はエックス線画像、CT、CBCT、 MRI、超音波検査、嚥下造影、唾液腺造影、核医学

検査、放射線治療、と多彩で、歯科のほぼ全ての科に関わる。画像診断を通じて、放射線に

関する幅広い教養と自律性を培い、高齢化の進展する我が国における歯科疾患の特徴を理解

したうえで、画像検査を含むチーム医療における歯科衛生士の役割を確認することで、画像

検査を活用して人々の健康づくりを支援できる専門的能力を修得する。 

 

《当該科目》に合格することで修得できるコンピテンシー 

コンピテンシー（学修成果） 

① 人間力 ②倫理に基づ
く行動力 ③社会貢献力 ④コミュニケ

ーション能力 ⑤協働する力 ⑥自己 
研鑽力 ⑦問題探求力 ⑧専門的 

実践能力 

 〇 〇  〇 〇 〇 〇 

 

2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

歯科診療補助を適切に行うために、画像検査に必要な知識と技術、およびその背景となる科

学を理解する。 

 

3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１）歯科診療においてエックス線検査が果たす役割を概説する。(10%) 
２）エックス線画像の形成について概説する。(10%) 
３）歯科における画像線検査の種類と方法について概説する。(30%) 
４）歯科のエックス線撮影における歯科衛生士の役割について概説する。(30%) 
５）歯科診療における放射線防護について概説する。(20%) 
 

4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法： 

  講義 

 

２）能動的方法： 

  ディスカッション、ポストテスト 

３）媒体： 

  教科書、講義資料 

 

5. 評価（EV : Evaluation） 

１）形成的評価： 

 各回の講義中にディスカッションを、講義終了後にポストテストを行う。 

２）総括的評価： 

定期試験にて、講義内容の理解度を空欄補充、真偽選択、論述などの記述試験で 

評価する。(100%) 

 

6. 事前学修・事後学修 

１）事前学修 

第１回： 教科書 1～19 ページを読んでおく。(10 分) 

第２回： 教科書 20～26、108-120 ページを読んでおく。(10 分) 

第３回： 教科書 27～44 ページを読んでおく。(10 分) 

第４回： 教科書 45～61 ページを読んでおく。(10 分) 

第５回： 教科書 62～96 ページを読んでおく。(10 分) 

第６回： 教科書 97～107 ページを読んでおく。(10 分) 

第７回： 教科書 121～126 ページを読んでおく。(10 分) 

第８回： 全範囲の復習をしておく。(30 分) 

２）事後学修 

 第１回： 教科書、配布資料を再確認し、重要ポイントをリストアップする。(15 分) 

第２回： 教科書、配布資料を再確認し、重要ポイントをリストアップする。(15 分) 

第３回： 教科書、配布資料を再確認し、重要ポイントをリストアップする。(15 分) 

第４回： 教科書、配布資料を再確認し、重要ポイントをリストアップする。(15 分) 

第５回： 教科書、配布資料を再確認し、重要ポイントをリストアップする。(15 分) 

第６回： 教科書、配布資料を再確認し、重要ポイントをリストアップする。(15 分) 

第７回： 教科書、配布資料を再確認し、重要ポイントをリストアップする。(15 分) 

第８回： 講義中に説明した内容について理解し、整理する。(15 分) 

 

３）事前学修・事後学修の評価 

 事前学習： 講義中のディスカッションで確認する。 

事後学修： 講義後のポストテストで確認し、次回フィードバックを行う。 
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7. 教科書 

全国歯科衛生士教育協議会

監修 

歯科衛生学シリーズ 

歯科放射線学 第２版 

医歯薬出版 

 

8. 参考図書 

有地榮一郎、笹野高嗣、馬嶋

秀行、湯浅賢治、代居 敬 

監修 

歯科衛生士テキスト 
わかりやすい歯科放射線学 第 2 版 

学建書院 

 

9. オフィスアワー 

講義実施日の講義終了後から 18 時 

 

10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または終了予定

時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 

ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅延証明書

等)を提出すること。 

 

回

数 
月日 

曜

日 

時

限 
内容項目（SBOs など） 

方略

(LS) 

場

所 
担当者 

１ 11/9 月 ４ 歯科医療と放射線 
・歯科診療においてエックス線検査が 

果たす役割を概説する。 

・エックス線の性質と生体への影響を 
概説する。 

・歯科診療における放射線防護を 
概説する。 

講義 14

階 

教

室 

小髙 

２ 11/16 月 ４ エックス線画像の形成 
・エックス線画像の成り立ちを 

概説する。 
・エックス線と生体物質との相互作用を 

概説する。 
・エックス線フィルムとエックス線 

センサーを概説する。 

講義 14

階 

教

室 

小髙 

 

３ 11/30 月 ４ 口内法エックス線撮影 
・口内法エックス線撮影に用いる装置の 

構造とフィルムの種類を述べる。 
・口内法エックス線撮影法の種類を 

列挙し、それぞれの特徴を述べる。 

講義 14

階 

教

室 

小髙 

４ 12/7 月 ４ パノラマエックス線撮影 
・パノラマエックス線撮影原理、 

撮影手順を概説する。 

講義 14

階 

教

室 

小髙 

５ 12/14 月 ４ 歯科用コーンビーム CT 
・コーンビーム CT の基本的概念、 

撮影原理と適応について概説する。 

講義 14

階 

教

室 

小髙 

６ 12/21 月 ４ エックス線撮影の実際と歯科衛生士の 
役割 
・口内法、パノラマおよびＣＢＣＴの 

撮影の準備手順と留意点を述べる。 
・正常な口内法およびパノラマ 

エックス線像について概説する。 

講義 14

階 

教

室 

小髙 

７ 1/18 月 ４ 放射線治療と口腔管理 
・口腔癌の放射線治療について 

説明する。 
・放射線治療患者の口腔管理について 

説明する。 

講義 14

階 

教

室 

小髙 

８ 1/25 月 ４ 放射線の生物学的作用と術者・患者の 
防護 
・放射線の生物学的作用について 

概説する。 
・歯科診療における放射線防護を 

概説する。 
・歯科医療における放射線被曝を 

概説する。 

講義 14

階 

教

室 

小髙 
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科 目 名 歯科材料学 修得単位数 １ 
担当教員 

※：実務経験を有する教員 

※服部雅之、※武本真治、※笠原正彰、※染屋智子 

ナンバリング B0412-1B 

実務経験 あり 
実務経験と教育内容

の関連性 
歯科医師として実務経験のある教員が、病院、診療所等での勤務経験

を活かし、現場に即した教育を行っている。 
 
1. 教科の特徴 
 歯科疾患を予防または治療する過程では、種々の道具・器材を使用し、金属、セラミックス、レジ

ンなど多種類の材料を駆使して歯の欠損を補い、口腔機能の回復を図る。その治療に用いられる種々

の歯科材料は、口腔内で短時間に使用するものから、口腔内で長期に機能を維持するものまである。

これに使用される材料の理論と応用に関する学問が歯科材料学である。 
 

《当該科目》に合格することで修得できるコンピテンシー 
コンピテンシー（学修成果） 

①人間力 
②倫理に
基づく行動

力 
③社会貢

献力 
④コミュ
ニケーショ

ン能力 
⑤協働す

る力 
⑥自己 
研鑽力 

⑦問題探
求力 

⑧専門的 
実践能力 

〇   〇 〇   ◯ 

 
2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

歯科衛生士として歯科材料を最も有効に利用し、かつ、正しい選択と取り扱い方法を身に

つけるために、歯科予防処置や歯科診療の補助を行う上で必要な歯科材料の基礎的知識を習

得する。 
 
3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１）一連の歯科診療補助で扱う歯科材料の種類と用途を説明する。(5%) 
２）歯科材料の機械的、物理的、化学的及び生物学的所要性質ならびに安全性の評価を説明 

する。(5%) 

３）印象材の種類と所要性質、用途を説明する。(20%) 
４）模型材の種類と所要性質、用途を説明する。(5%) 

５）ワックスの種類と用途を説明する。(5%) 

６）歯科用レジン、成形修復材、予防填塞材の種類と用途、使用方法を説明する。(20%) 

７）歯冠修復材料の種類と成分及び特性を説明する。(15%) 

８）歯科用セメントの種類と成分および特性を説明する。(15%) 

９）歯科用インプラント材料の種類と構造を説明する。(5%) 

10）切削・研磨用材料の種類、用途を説明する。(5%) 
 
4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法：講義 
   
２）能動的方法：ディスカッション、ポストテスト 
   
３）媒体：スライド、プリント、教科書 

 
 
 

 

5. 評価（EV : Evaluation） 
１）形成的評価： 
  日常的な授業における取組状況 

各回の講義開始時と終了時にプレテスト・ポストテストを行うことがある。 
２）総括的評価： 

講義内容の理解度を、空欄補充、真偽選択、論述等の記述試験で評価する。(100%) 

 
6. 事前学修・事後学修 

１）事前学修 
毎回：該当する教科書部分を読んで、ポイントを掴んだ上で授業に臨むこと。 
(1 回 10 分) 

２）事後学修 
毎回：教科書、当日配布資料を再確認し、重要ポイントをリストアップする。 
(1 回 15 分)  

３）事前学修・事後学修の評価 
毎回： 
事前学修:講義当日の開始時にプレテストで確認することもある。 
事後学修:講義当日の終了時にポストテストを行うこともある。  

 
7. 教科書 

全国歯科衛生士教育協議会 

監修 
歯科衛生学シリーズ 歯科材料 医歯薬出版 

 
8. 参考図書 

編集 服部雅之／武本真治 新編歯科理工学 第 7版 学建書院 

 
9. オフィスアワー 

講義実施日の講義終了後から 18 時 
 
10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または終了予

定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 
ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅延証明

書等)を提出すること。 
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回

数 月日 曜

日 
時

限 内容項目（SBOs など） 方略

(LS) 
場

所 担当者 

１ 9/28 月 2 歯科材料学概論／修復物・補綴装置の製

作過程 

・歯科材料の種類、歯科材料がどのよう

な目的で、どのように用いられている

かを説明する。 

・修復物・補綴装置の製作過程を説明す

る。 

講義 14
階 
教

室 

服部 

２ 10/5 月 2 歯科材料の科学 

・歯科材料の理解に必要な諸性質を説明

する。 

講義 14
階 
教

室 

服部 

３ 10/19 月 2 印象材 1 

・印象材の種類と組成、特性を説明す

る。 

講義 14
階 
教

室 

染屋 

４ 10/26 月 2 印象材 2／模型材／ワックス 

・印象材の用途を説明する。 

・模型材の種類と特性、用途を説明す

る。 

・歯科用ワックスの種類、性質、取り扱

い法を説明する。 

講義 14
階 
教

室 

染屋 

５ 11/2 月 2 歯科用レジン／成形修復材／予防填塞材 

・歯科用レジン／成形修復材／予防填塞

材の種類、組成、性質、取り扱い法を

説明する。 

講義 14
階 
教

室 

笠原 

６ 11/9 月 2 歯冠修復材料 

・歯冠修復材料の種類を説明する。 

・歯科用合金の種類と組成、用途を説明

する。 

・歯科用セラミックスの種類と組成、用

途を説明する。 

講義 14
階 
教

室 

武本 

７ 11/16 月 2 歯科用セメント／接着材 

・歯科用セメントの種類、組成、性質、

取り扱い法を説明する。 

講義 14
階 
教

室 

笠原 

８ 11/30 月 2 切削・研磨／歯科インプラント材 

・切削・研磨に用いる道具、器具の種類

と取り扱い法を説明する。 

・歯科インプラント材の種類と構造を説

明する。 

講義 14
階 
教

室 

武本 
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科 目 名 歯内療法学 修得単位数 １ 
担当教員 

※：実務経験を有する教員 

※吉田 隆 

ナンバリング B0413-1B 

実務経験 あり 
実務経験と教育内容

の関連性 
日本歯科専門医機構認定の歯科保存専門医である教員が、病院、診療

所等での実務経験を活かし、現場に即した講義を行っている。 
 
1. 教科の特徴 

歯内療法学は、歯の内部である髄腔・根管、さらに根尖部周囲組織という肉眼では直視で

きない領域を処置対象とする臨床歯学の一分野である。実際の臨床現場で、歯科医師や歯科

衛生士がこの分野に遭遇する確率は極めて高く、歯科治療の中心であると言っても過言では

ない。また、使用する器材も細かく多岐にわたるため、診療を行なうにあたっては充分な知

識を身につけておく必要がある教科である。 
 

《当該科目》に合格することで修得できるコンピテンシー 
コンピテンシー（学修成果） 

①人間力 
②倫理に
基づく行動

力 
③社会貢

献力 
④コミュ
ニケーショ

ン能力 
⑤協働す

る力 
⑥自己 
研鑽力 

⑦問題探
求力 

⑧専門的 
実践能力 

  〇  〇  〇 〇 

 
2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

歯内療法領域疾患の診察・検査および治療において適切な診療補助業務を実施するため

に、必要な関連事項の知識を修得する。 
 
3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１）歯内療法領域疾患の分類を説明する。(5%) 
２）歯内療法における診察・検査に必要な項目を説明する。(10%) 
３）歯髄疾患の原因・症状を説明する。(10%) 
４）根尖性歯周組織疾患の原因・症状を説明する。(10%) 
５）歯髄疾患ならびに根尖性歯周組織疾患の処置方針を説明する。(20%) 
６）歯内療法領域疾患の治療に必要な器具を説明する。(20%) 
７）幼若永久歯の処置方針を説明する。(5%) 
８）外科的歯内療法の分類と処置方針を説明する。(5%) 
９）歯内-歯周関連疾患の分類と治療法を説明する。(5%) 
10）外傷歯の分類と処置方針を説明する。(5%) 
11）偶発症の種類と安全対策について説明する。(5%) 

 
4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法： 
  講 義 
２）能動的方法： 
  各回の講義内で前回の講義内容の質問を行う。 
３）媒体： 
  教科書、スライド、配布する講義ノートなど 
 
 

5. 評価（EV : Evaluation） 
１）形成的評価： 
  講義開始時に行う前回講義に関する質問（質問形式） 
２）総括的評価： 

講義内容の理解度を筆記試験にて評価する（100％） 
 
6. 事前学修・事後学修 

１）事前学修 
各回の講義前に、講義ノートの該当する箇所に目を通しておくこと。（15 分） 

２）事後学修 
講義終了後に講義ノートを読み返し、必ず講義内容を整理しておくこと。また必要があ

ればノートに追加記載しておくこと。さらに講義中に指示する教科書の該当箇所を読み、

さらに理解を深めること。（15 分） 
３）事前学修・事後学修の評価 

事前学修：講義中のディスカッションで確認する。 
事後学修：次回の講義開始時に,無作為に学生を指名して前回の授業に関する質問を解答

させ,その理解度と事後学修の確認をする. 
 
7. 教科書 

古澤成博、斎藤隆史、菅野

亜紀、林 美加子、村松 

敬、山本一世、吉田 隆 

歯科衛生士講座  
保存修復学・歯内療法学 

永末書店 

 
8. 参考図書 

全国歯科衛生士教育協議会 

監修 
歯科衛生士講座 保存修復学・歯内

療法学（第 1 版） 
医歯薬出版 

 
9. オフィスアワー 

原則講義実施日の 16 時 30 分から 18 時まで（事前に連絡いただければ別日でも対応可能） 
 
10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または終了予

定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 
ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅延証明

書等)を提出すること。 
 

回

数 月日 曜

日 
時

限 内容項目（SBOs など） 方略

(LS) 
場

所 担当者 

１ 11/26 木 ４ Ⅰ.歯内療法概要 
Ⅱ.歯髄疾患 
 1.歯髄疾患の分類 
 2.歯髄炎の分類 
 3.各種歯髄炎の原因と症状（その１） 

講義 14
階 
教

室 

吉田 

２ 11/27 金 １ Ⅱ.歯髄疾患 
 3.各種歯髄炎の原因と症状（その２）  
Ⅲ.根尖性歯周疾患(根尖性歯周炎) 
 1.根尖性歯周炎の臨床的分類 

2.根尖性歯周疾患の原因 
 3.各種根尖性歯周炎の原因と症状（その１） 

講義 14
階 
教

室 

吉田 
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３ 12/4 金 １ Ⅲ.根尖性歯周疾患(根尖性歯周炎) 
 3.各種根尖性歯周炎の原因と症状（その２）  
Ⅳ.歯髄疾患ならびに根尖性歯周炎の処置方針 
Ⅴ.歯内療法処置にかかわる前処置 
Ⅵ.歯髄保存療法 
 1.歯髄保存療法の分類 
 2.歯髄鎮静消炎療法 

講義 14
階 
教

室 

吉田 

４ 12/11 金 １ Ⅵ.歯髄保存療法 
 3.覆髄法 
Ⅶ.歯髄除去療法 
 1.目的 
 2.種類 
 3.歯髄切断法(生活歯髄切断法) 

講義 14
階 
教

室 

吉田 

５ 12/18 金 １ Ⅶ.歯髄除去療法 
 4.麻酔抜髄法(直接抜髄法) 
Ⅷ.根管処置 
 1.根管処置の基本概念 

講義 14
階 
教

室 

吉田 

６ 1/8 金 １ Ⅷ.根管処置 
 2.根管の拡大および清掃 
 3.根管の消毒(その１) 

講義 14
階 
教

室 

吉田 

７ 1/15 金 １ Ⅷ.根管処置 
 3.根管の消毒(その２) 
 4.根管充填 
 5.幼若永久歯(根尖未完成歯)の処置 

講義 14
階 
教

室 

吉田 

８ 1/22 金 １ Ⅸ.外科的歯内療法処置 
Ⅹ.歯内-歯周関連疾患 
Ⅺ.歯の外傷 
Ⅻ.歯内療法時の偶発症と安全対策 
Ⅷ.最新の歯内療法処置 

講義 14
階 
教

室 

吉田 
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科 目 名 保存修復学 修得単位数 １ 

担当教員 

※：実務経験を有する教員 

※村松 敬、※杉戸博記 

ナンバリング B0414-1B 

実務経験 あり 

実務経験と教育内容

の関連性 

歯科医師として実務経験のある教員が、病院、診療所等での勤務経験を

活かし，現代の歯科医療の現場に即した保存修復治療に関する講義を行

っている。 

 

1. 教科の特徴 

 この教科では、歯科衛生士としてう蝕ならびに非う蝕性硬組織疾患の病因、病態を理解す

るとともに，これらの疾患に対する予防や保存修復治療についての知識を学修する。これを

遂行するにあたっては，これまでの授業で学修した解剖学，組織学，病理学，材料学などの

基礎知識を復習しつつ行い，実際の臨床現場で必要な知識の統合を目指す。 

 

《当該科目》に合格することで修得できるコンピテンシー 

コンピテンシー（学修成果） 

①人間力 ②倫理に基づ
く行動力 ③社会貢献力 ④コミュニケ

ーション能力 ⑤協働する力 ⑥自己 
研鑽力 ⑦問題探求力 ⑧専門的 

実践能力 

○  ○   ○ ○ ○ 

 

2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

歯科診療の補助と歯科保健指導を行うために、歯の硬組織疾患と治療を理解する。 

 

3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１）歯の硬組織疾患の病因・病態について説明する。（15%） 

２）歯の硬組織疾患の診断および治療計画の立案に必要な診査項目を説明する。（15%） 

３）修復処置における歯科衛生士の役割と業務を説明する。（5%） 

４）修復処置の臨床的意義と方法について説明する。（15%） 

５）修復処置に必要な器具の使用方法および目的を説明する。（30%） 

６）修復処置に必要な歯科材料の特性、成分および構造を説明する。（15%） 

７）修復処置後の口腔内の健康管理と健康づくり支援の方法について説明する。（5%） 

 

4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法： 

  講義 

２）能動的方法： 

 

  課題、前回の講義内容の質問 

３）媒体： 

  教科書、参考図書、スライド、プリント、動画など 

   

   

5. 評価（EV : Evaluation） 

１）形成的評価： 

  講義開始時に行う前回の復習（質問形式） 

２）総括的評価： 

 定期試験については講義内容の理解度を空欄補充、論述、図説などの記述試験で評

価する（100％）。 

 

6. 事前学修・事後学修 

１）事前学修 

第１回： 教科書 1-2, 22—29 ページを読んでおく（10 分）。 

第２回： 教科書 3—11, 24, 29-41 ページを読んでおく（10 分）。 

第３回： 教科書 41—57 ページを読んでおく（10 分）。 

第４回： 教科書 58—75 ページを読んでおく（10 分）。 

第５回： 教科書 76-87 ページを読んでおく（10 分）。 

第６回： 教科書 88—104 ページを読んでおく（10 分）。 

第７回： 教科書 104—118 ページを読んでおく（10 分）。 

第８回： 教科書 119—145 ページを読んでおく（10 分）。 

２）事後学修 

第１回： 講義内容を教科書、配布プリントで確認する（15 分）。 

第２回： 講義内容を教科書、配布プリントで確認する（15 分）。 

第３回： 講義内容を教科書、配布プリントで確認する（15 分）。 

第４回： 講義内容を教科書、配布プリントで確認する（15 分）。 

第５回： 講義内容を教科書、配布プリントで確認する（15 分）。 

第６回： 講義内容を教科書、配布プリントで確認する（15 分）。 

第７回： 講義内容を教科書、配布プリントで確認する（15 分）。 

第８回： 講義内容を教科書、配布プリントで確認する（15 分）。 

３）事前学修・事後学修の評価 

第１回： なし 

第２回： 講義開始時に前回の講義内容を確認する（5 分）。 

第３回： 講義開始時に前回の講義内容を確認する（5 分）。 

第４回： 講義開始時に前回の講義内容を確認する（5 分）。 
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第５回： 講義開始時に前回の講義内容を確認する（5 分）。 

第６回： 講義開始時に前回の講義内容を確認する（5 分）。 

第７回： 講義開始時に前回の講義内容を確認する（5 分）。 

第８回： 講義開始時に前回の講義内容を確認する（5 分）。 

 

7. 教科書 

古澤成博、斎藤隆史、菅野亜

紀、林美加子、村松敬、山本

一世、吉田隆 

歯科衛生士講座  

保存修復学・歯内療法学 

永末書店 

 

8. 参考図書 

全国歯科衛生士教育協議会 

監修 

歯科衛生学シリーズ 

保存修復学・歯内療法学 

医歯薬出版 

 

9. オフィスアワー 

講義実施日の講義終了後から 18 時 

 

10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または終

了予定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 

ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅延

証明書等)を提出すること。 

 

回

数 
月日 

曜

日 

時

限 
内容項目（SBOs など） 

方略

(LS) 

場

所 
担当者 

１ 10/2 金 １ 保存修復学概論 

 目的、意義、対象疾患 

保存修復学総論１ 

歯の硬組織疾患 

  分類 

  う蝕（分類、病因、病態、好発部位、

進行、リスクファクター） 

  非う蝕性の硬組織疾患（分類、病

因、病態） 

講義 14

階 

教

室 

村松 

２ 10/9 金 １ 保存修復学総論２ 

 診断のための検査 

講義 14

階 

村松 

 

 修復法の分類 

 前準備 

minimal intervention dentistry（MID） 

教

室 

３ 10/16 金 １ 保存修復学総論３ 

歯の切削，切削器具 

 う蝕除去 

窩洞（構成、分類、条件） 

象牙質・歯髄複合体の保護 

講義 14

階 

教

室 

村松 

４ 10/23 金 １ 保存修復学各論①（直接修復） 

コンポジットレジン修復 

  特徴、適応症と禁忌症 

  臨床術式と補助 

  歯質との接着メカニズム 

講義 14

階 

教

室 

杉戸 

５ 10/30 金 １ 保存修復学各論①（直接修復） 

グラスアイオノマーセメント修復 

  特徴、適応症と禁忌症 

  臨床術式と補助 

アマルガム修復 

  水銀と余剰アマルガムの取り扱い 

講義 14

階 

教

室 

杉戸 

６ 11/6 金 １ 保存修復学各論②（間接修復） 

メタルインレー修復 

  特徴、適応症と禁忌症 

  臨床術式と補助 

  製作方法とその特徴 

講義 14

階 

教

室 

杉戸 

７ 11/13 金 １ 保存修復学各論②（間接修復） 

セラミックインレー修復、コンポジット

レジンインレー修復 

  特徴、適応症と禁忌症 

  臨床術式と補助 

  製作方法とその特徴 

  合着・接着と修復物の仕上げ、研磨 

講義 14

階 

教

室 

杉戸 

８ 11/20 金 １ 保存修復学各論③（変色歯への対応） 

ベニア修復、歯の漂白法 

  分類、特徴、適応症と禁忌症 

  臨床術式と補助 

講義 14

階 

教

室 

杉戸 
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科 目 名 歯周病学 修得単位数 2 
担当教員 

※:実務経験を有する教員 

※齋藤 淳、※杉戸 博記 

ナンバリング B0415-1B 

実務経験 あり 
実務経験と教育内容

の関連性 
歯科医師である実務経験のある教員が、病院、診療所等での勤務経験を

活かし、現場に即した講義を行う。 
 
1. 教科の特徴 

歯周病は、歯科の２大疾患の一つであり、歯の喪失の大きな原因となるばかりでなく、患

者の全身の健康や生活の質に影響を及ぼす。歯周病学では、歯周病の発症と進行の理論を理

解し、歯周治療の基本的考え方を学修する。さらに歯周治療に対する診療補助業務、歯周治

療に伴い変化する口腔内環境に対応できる口腔衛生指導と健康づくり支援に必要な知識を学

修する。 

《当該科目》に合格することで修得できるコンピテンシー 
コンピテンシー（学修成果） 

①人間力 ②倫理に基づ
く行動力 ③社会貢献力 ④コミュニケ

ーション能力 ⑤協働する力 ⑥自己 
研鑽力 ⑦問題探求力 ⑧専門的 

実践能力 

○  ○ ○  〇  ○ 

 
2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

歯科衛生士として実施する歯周病に係る歯科予防処置を理解するために、歯周治療の考え

方に関する基本的な知識を修得する。 

 
3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１）歯周組織の構造と機能を説明する。(10%) 

２）歯周病の発症機序と進行を説明する。(10%) 

３）歯周病の症状を説明する。(10%) 

４）歯周病の分類を説明する。(10%) 

５）歯周病の原因を説明する。(10%) 

６）歯周病の流れを説明する。(10%) 

７）歯周基本治療の目的と内容を説明する。(10%) 

８）歯周外科治療の目的と内容を説明する。(10%) 

９）メインテナンスと SPT を説明する。(10%) 

10）歯周治療における歯科衛生士の役割と業務を説明する。(10%) 

 
4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法： 講義 
２）能動的方法： ディスカッション、プレ・ポストテスト 
３）媒   体： 講義プリント、教科書、スライド 

 
5. 評価（EV : Evaluation） 

１）形成的評価： 
適宜、プレ・ポストテストを実施し、ポストテスト後にディスカッション等によるフ

ィードバックを行う。 
２）総括的評価： 

定期試験については、講義内容の理解度を空欄補充、真偽選択、論述等の記述試験で

評価する。(100%) 

 

 

6. 事前学修・事後学修 
１）事前学修 

各回に行う講義内容項目に該当する教科書を読み、学修ポイント「おぼえよう」を把

握しておく。(10 分) 

２）事後学修 
講義プリント等の見直しを行い、該当する教科書の章末練習問題「やってみよう」を

行う。(10 分) 

３）事前学修・事後学修の評価 
実施されたプレ・ポストテストで確認する。また、各回の講義時に、講義内容に関す

るディスカッションを行う。 

 
7. 教科書 

沼部幸博、齋藤 淳、梅田 誠 編集主幹 歯科衛生士講座 歯周病学 第６版 永末書店 
 
8. 参考図書 

全国歯科衛生士教育協議会 監修 歯科衛生学シリーズ 歯周病学 第２版 医歯薬出版 
齋藤 淳、山田 聡、三谷章雄、多部田

康一、林 丈一朗、竹立匡秀 編 

臨床歯周病学 第４版 医歯薬出版 

沼部幸博、齋藤 淳、梅田 誠、山本松

男、岩田隆紀 編集主幹 

ザ・ペリオドントロジー 第４版 永末書店 

 
9. オフィスアワー 

講義実施日の講義終了後から 18 時 
 
10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または終了予

定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 
ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅延証明

書等)を提出すること。 
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回

数 
月日 曜

日 
時

限 
内容項目（SBOs など） 

方

略

(LS) 

場

所 
担当

者 

１ 
・ 
２ 

10/1 
・ 

10/5 

木 
・

月 

４ 
・ 
３ 

【歯周病学概論】 

・歯周病の現状 

【歯周病学総論】 

・正常な歯周組織の構造と機能 

・歯周病の発症機序と進行 

講

義 
14
階 
教

室 

杉戸 

３ 
・ 
４ 

10/8 
・

10/22 

木 
・ 
木 

１ 
・ 
１ 

・歯周病の病因、リスクファクター 講

義 
14
階 
教

室 

杉戸 

５ 
・ 
６ 

10/29 
・ 

11/5 

木 
・ 
木 

１ 
・

１ 

・歯周病の分類、症状 

・歯周病と全身疾患との関連 

(ペリオドンタルメディシン) 

講

義 
14
階 
教

室 

杉戸 

７ 
・ 
８ 

11/12 
・ 

11/19 

木 
・ 
木 

１ 
・ 
１ 

【歯周病学各論】 

・歯周治療の流れ 

・歯周病の検査、診断 

・歯周病の予後の判定 

・歯周病の治療計画の立案 

講

義 
14
階 
教

室 

杉戸 

９ 
・ 
10 

11/26 
・ 

12/3 

木 
・ 
木 

１ 
・ 
１ 

・歯周基本治療 

＊意義・目的 

＊内容 

プラークコントロール 

スケーリング・ルートプレーニング 

歯周ポケット掻爬 

その他 

・再評価 

講

義 
14
階 
教

室 

齋藤 

 

11 
・

12 
・ 
13 

12/10 
・ 

12/17 
・ 

1/14 

木 
・ 
木 
・ 
木 

１ 
・

１ 
・ 
１ 

・歯周外科治療 

＊目的、要件 

＊歯周外科治療後の創傷治癒 

＊歯周外科治療に用いる器具 

＊組織付着療法 

歯周ポケット搔爬術 

新付着術(ENAP) 

歯肉剝離掻爬術(フラップ手術) 

＊歯周組織再生療法 

組織再生誘導法(GTR 法) 

増殖因子等を用いた再生療法 

(EMD、FGF-2) 

骨移植術 

＊切除療法 

歯肉切除術 

歯肉弁根尖側移動術 

歯槽骨の処置 

(歯槽骨整形術、歯槽骨切除術) 

＊歯周形成手術(歯肉歯槽粘膜形成術) 

有茎弁歯肉移植術(歯肉移動術) 

遊離軟組織移植術 

小帯切除術 

口腔前庭拡張術 

講

義 
14
階 
教

室 

杉戸 

14 1/21 木 １ ・根分岐部病変の処置 

＊原因、分類、検査、処置方針 

＊処置法 

歯根の保存療法 

歯根の分割抜去(切断除去)療法 

講

義 
14
階 
教

室 

杉戸 

15 1/28 木 １ ・口腔機能回復治療 

＊目的、処置法 

・メインテナンス／SPT 

＊意義・目的、実施内容、移行時期 

＊メインテナンスと SPT の違い 

＊実施間隔(リコール) 

・薬物療法 

＊使用薬剤とその目的 

＊投与方法(局所的／全身的投与) 

(局所薬物配送システムを含む) 

・口臭 

＊口臭症の国際分類、検査法、治療法 

講

義 
14
階 
教

室 

杉戸 
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科 目 名 歯科補綴学 修得単位数 ２ 

担当教員 

※：実務経験を有する教員 

※関根秀志，※田坂彰規，※四ツ谷護，※大平真理子，※北村旭， 

※伊東紘世 

ナンバリング B0416-1B 

実務経験 あり 

実務経験と教育内容

の関連性 

歯科医師として実務経験のある教員が，病院等での勤務経験を活かし，

現場に即した教育を行っている． 

 

1. 教科の特徴 

補綴とは，歯・歯列・顎骨・顔面の一部あるいはすべての欠損を人工物で補い，低下または

失われた機能（咀嚼，嚥下，構音）と，口元および顔貌の審美性（見た目）を改善・回復する

ことである．これに用いる人工物を「補綴装置」といい，補綴装置を口腔内あるいは顔面に装

着する治療を「補綴歯科治療」という．「歯科補綴学」とは，このような治療を考究する学問の

ことである．この歯科治療学Ⅲ（歯科補綴学）の履修により，補綴歯科治療を受けた患者に対

して，口腔機能の管理，歯科疾患の予防および口腔衛生の向上を図り，正常な咀嚼・嚥下機能

により個人の健康を維持および向上させ，健康づくりを支援できる能力を確実なものとする

（ディプロマポリシー１）．またあわせて，医療，介護の部分においても，医師，看護師などの

多職種と協調して歯科保健医療が提供できる能力を確実なものとする（ディプロマポリシー

３）． 

《当該科目》に合格することで修得できるコンピテンシー 

コンピテンシー（学修成果） 

①人間力 ②倫理に基づ
く行動力 ③社会貢献力 ④コミュニケ

ーション能力 ⑤協働する力 ⑥自己 
研鑽力 ⑦問題探求力 ⑧専門的 

実践能力 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

 

2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

適切な口腔保健指導および円滑な歯科診療補助，正常な咀嚼・嚥下機能により個人の健康を

維持および向上させ健康づくりを支援，医師や看護師などの多職種と協調した歯科保健医療，

を行うために，補綴治療に関する基礎的な知識を修得する．  

 

3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１）補綴歯科治療の目的を説明する.（4％） 

２）歯の欠損に伴う生理的変化を説明する.（4％） 

３）補綴装置の種類とその特徴を説明する.（5％） 

４）補綴歯科治療における咬合と歯列にかかわる基本的な用語を説明する.（5％） 

５）口腔機能の特徴を説明する.（4％） 

６）顎関節の構造と機能を説明する.（4％） 

７）口腔内の検査を説明する.（4％） 

８）画像検査の種類と特徴を説明する.（4％） 

９）クラウン・ブリッジ治療の特徴を説明する.（4％） 

10）クラウン・ブリッジ治療の流れに沿った器材を列挙する.（4％） 

11）クラウン・ブリッジ治療の患者への説明と指導が実施できる（4％） 

12）クラウン・ブリッジ治療に伴うトラブルとその対応が説明する.（4％） 

13）全部床義歯治療の特徴を説明する.（4％） 

14）全部床義歯治療の流れに沿った器材を列挙する.（4％） 

15）全部床義歯治療の患者への説明と指導が実施できる（4％） 

16）全部床義歯治療に伴うトラブルとその対応が説明する.（4％） 

17）部分床義歯治療の特徴を説明する.（4％） 

18）部分床義歯治療の流れに沿った器材を列挙する.（4％） 

19）部分床義歯治療の患者への説明と指導内容を列挙する.（4％） 

20）部分床義歯治療に伴うトラブルとその対応を説明する.（4％） 

21）顎顔面補綴治療の特徴を説明する.（2％） 

22）構音・嚥下機能の補綴治療の特徴を説明する.（2％） 

23）顎関節症と歯ぎしりの治療の特徴を説明する.（2％） 

24）スポーツ外傷の特徴を説明する.（2％） 

25）睡眠時無呼吸症候群の治療を説明する.（2％） 

26）補綴歯科治療における器材管理の概要を説明する.（4％） 

27）歯科技工士との連携を説明する.（4％） 

 

4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法： 

   講義 

２）能動的方法： 

   ディスカッション 

３）媒体： 

   教科書，スライド，配布資料 

 

5. 評価（EV : Evaluation） 

１）形成的評価： 

   各回の講義内で，無作為に学生を指名して質問して解答させる． 

 

２）総括的評価： 

 定期試験については，講義内容の理解度を，空欄補充，真偽選択，論述等の記述で評価

する（100％） 
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6. 事前学修・事後学修 

 

１）事前学修 

第１回： 教科書 P 2～P11 P26～28 を読んでおく（15 分） 

第２回： 教科書 P29～P47 を読んでおく（15 分） 

第３回： 教科書 P48～P67 を読んでおく（15 分） 

第４回： 教科書 P68～P78 P12～16 を読んでおく（15 分） 

第５回： 教科書 P78～P88 を読んでおく（15 分） 

第６回： 教科書 P88～P93 を読んでおく（15 分） 

第７回： 教科書 P95～P108 を読んでおく（15 分） 

第８回： 教科書 P109～P114  P16～ P18 を読んでおく（15 分） 

第９回： 教科書 P114～P131 を読んでおく（15 分） 

第 10 回： 教科書 P131～P141 を読んでおく（15 分） 

第 11 回： 教科書 P141～P146 P18～P23 を読んでおく（15 分） 

第 12 回： 教科書 P146～P161 を読んでおく（15 分） 

第 13 回： 教科書 P161～P174 を読んでおく（15 分） 

第 14 回： 教科書 P209～P219 を読んでおく（15 分） 

第 15 回： 教科書 P220～P225 を読んでおく（15 分）  

  

２）事後学修 

第１回： 教科書，配布資料を再確認し，重要なポイントを確認する（10 分） 

第２回： 教科書，配布資料を再確認し，重要なポイントを確認する（10 分） 

第３回： 教科書，配布資料を再確認し，重要なポイントを確認する（10 分） 

第４回： 教科書，配布資料を再確認し，重要なポイントを確認する（10 分） 

第５回： 教科書，配布資料を再確認し，重要なポイントを確認する（10 分） 

第６回： 教科書，配布資料を再確認し，重要なポイントを確認する（10 分） 

第７回： 教科書，配布資料を再確認し，重要なポイントを確認する（10 分） 

第８回： 教科書，配布資料を再確認し，重要なポイントを確認する（10 分） 

第９回： 教科書，配布資料を再確認し，重要なポイントを確認する（10 分） 

第 10 回： 教科書，配布資料を再確認し，重要なポイントを確認する（10 分） 

第 11 回： 教科書，配布資料を再確認し，重要なポイントを確認する（10 分） 

第 12 回： 教科書，配布資料を再確認し，重要なポイントを確認する（10 分） 

第 13 回： 教科書，配布資料を再確認し，重要なポイントを確認する（10 分） 

第 14 回： 教科書，配布資料を再確認し，重要なポイントを確認する（10 分） 

第 15 回： 教科書，配布資料を再確認し，重要なポイントを確認する（10 分） 

 

  

３）事前学修・事後学修の評価 

事前学修： 各回の講義内で，無作為に学生を指名して当日の講義に関する質問を解答さ

せ，事前学修の確認をする． 

    事後学修： 次回の講義開始時に，無作為に学生を指名して前回の授業に関する質問を解

答させ，その理解度と事後学修の確認をする． 

 

7. 教科書 

全国歯科衛生士教育協議会 

監修 

歯科衛生学シリーズ 歯科補綴学（第

1 版） 

医歯薬出版 

 

8. 参考図書 

（公社）日本補

綴歯科学会 編 

歯科補綴学専門用

語集 （第 6 版） 

医歯薬出版 

https://www.hotetsu.com/files/f664/pword_v6.pdf 
 

9. オフィスアワー 

講義実施日の講義終了後から 18 時 

 

10. 出席について 

原則として，授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし，それ以降からの出席または終了予

定時刻から 20 分以上前に早退した場合には，欠席扱いとする． 

ただし，交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には，証明となる書類(遅延証明

書等)を提出すること． 
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回

数 
月日 

曜

日 

時

限 
内容項目（SBOs など） 

方略

(LS) 

場

所 
担当者 

１ 9/28 月 1 Ⅰ．補綴歯科治療の基礎知識 

１．補綴治療の概要 

❶ 補綴とは  

❷ 補綴歯科治療の意義と目的 

❸ 歯の欠損に伴う生理的変化 

❺ 補綴歯科治療における 

歯科衛生士の役割  

講義 

14

階 

教

室 

関根 

２ 10/5 月 1 Ⅰ．補綴歯科治療の基礎知識 

２．補綴歯科治療の基礎知識 

❶ 歯列と咬合 

❷ 補綴学的基準平面 

❸ 口腔の機能 

❹ 顎関節の構造・機能と病態 

講義 

14

階 

教

室 

四ツ谷 

３ 10/19 月 1 Ⅱ．補綴歯科治療の実際と 

歯科衛生士の役割 

１．補綴歯科治療における検査 

❶ 医療面接と診察 

❷ 口腔内の検査 

❸ 画像検査 

❹ 咬合と顎口腔機能の検査 

講義 

14

階 

教

室 

四ツ谷 

４ 10/26 月 1 Ⅱ．補綴歯科治療の実際と 

歯科衛生士の役割 

２．クラウン・ブリッジ治療 

❶ クラウン・ブリッジ治療の概要 

講義 

14

階 

教

室 

四ツ谷 

５ 11/2 月 1 Ⅱ．補綴歯科治療の実際と 

歯科衛生士の役割 

２．クラウン・ブリッジ治療 

❷ クラウン・ブリッジ治療の流れ

と診療の補助 

講義 

14

階 

教

室 

四ツ谷 

６ 11/9 月 1 Ⅱ．補綴歯科治療の実際と 

歯科衛生士の役割 

２．クラウン・ブリッジ治療 

❷ クラウン・ブリッジ治療の流れ

と診療の補助 

講義 

14

階 

教

室 

四ツ谷 

７ 11/16 月 1 Ⅱ．補綴歯科治療の実際と 

歯科衛生士の役割 

２．クラウン・ブリッジ治療 

  ❸ クラウン・ブリッジ治療に 

関連する併発症とその対応 

講義 

14

階 

教

室 

四ツ谷 

８ 12/7 月 1 Ⅱ．補綴歯科治療の実際と 

歯科衛生士の役割 

 ３．有床義歯治療 

❶ 全部床義歯治療の概要 
講義 

14

階 

教

室 

田坂 

９ 12/7 月 2 Ⅱ．補綴歯科治療の実際と 

歯科衛生士の役割 

 ３．有床義歯治療 

❷ 全部床義歯治療の流れと 

診療の補助 

講義 

14

階 

教

室 

田坂 

10 12/14 月 1 Ⅱ．補綴歯科治療の実際と 

歯科衛生士の役割 

 ３．有床義歯治療 

❸全部床義歯治療に関連する 

併発症とその対応 

講義 

14

階 

教

室 

伊東 

11 12/14 月 2 Ⅱ．補綴歯科治療の実際と 

歯科衛生士の役割 

３．有床義歯治療 

❹ 部分床義歯治療の概要 

 

講義 

14

階 

教

室 

伊東 

12 12/21 月 1 Ⅱ．補綴歯科治療の実際と 

歯科衛生士の役割 

３．有床義歯治療 

➎部分床義歯治療の流れと 

診療の補助 

講義 

14

階 

教

室 

大平 

13 12/21 月 2 Ⅱ．補綴歯科治療の実際と 

歯科衛生士の役割 

３．有床義歯治療 

❻部分床義歯治療に関連する 

併発症とその対応 

講義 

14

階 

教

室 

大平 

14 1/18 月 1 Ⅱ．補綴歯科治療の実際と 

歯科衛生士の役割 

５．特殊な口腔内装置を用いる治療 

❶ 顎顔面補綴治療 

❷ 構音・嚥下機能の補助治療 

❸ 顎関節症と歯ぎしりの治療 

❹ スポーツ外傷の予防 

❺ 睡眠時無呼吸症候群の 

歯科的治療 

講義 

14

階 

教

室 

北村 

15 1/25 月 1 Ⅱ．補綴歯科治療の実際と 

歯科衛生士の役割 

６．補綴歯科治療における器材の管理 

   ❶器具・器材別滅菌，消毒， 

洗浄保管 

  ❷歯科技工士との連携 

講義 

14

階 

教

室 

関根 
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科 目 名  歯科衛生学概論 修得単位数 ２ 
担当教員 

※：実務経験を有する教員 

 ※菅野亜紀、※鳥山佳則、※多田美穂子、※江口貴子 

ナンバリング B0501-1A 

実務経験  あり 
実務経験と教育内容

の関連性 
歯科衛生士として実務経験のある教員が、病院、歯科医院等での臨床

経験を活かし講義する。 
歯科医師として実務経験ある教員が、厚生労働省に長年勤務した経験

を活かし講義する。 
 
1. 教科の特徴 
  歯科衛生学概論はわが国の社会構造や仕組みの変化に応じて必要とされてきた歯科衛生学を

理解し、口腔衛生管理と口腔機能管理の両面から口腔健康管理を実践するために必要な知識を

修得する上での基盤となる重要な科目である。 
 

《当該科目》に合格することで修得できるコンピテンシー 
コンピテンシー（学修成果） 

①人間力 
②倫理に
基づく行動

力 
③社会貢

献力 
④コミュ
ニケーショ

ン能力 
⑤協働す

る力 
⑥自己 
研鑽力 

⑦問題探
求力 

⑧専門的 
実践能力 

〇   〇 〇    

 
2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

 ライフコースすべてにおいて主体的な口腔健康管理を実践できる歯科衛生士になるために

歯科衛生学の基本的知識を修得する。 
 
3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１）歯科衛生士が行う口腔健康管理を説明する。 
２）歯科衛生実践の現況を概説する。 
３）歯科衛生と健康の関連を概説する。 
４）生活習慣と健康の関係を概説する。 
５）ライフコースアプローチを概説する。 
６）歯科衛生士の三大業務を概説する。 
７）歯科衛生士法の成り立ちを説明する。 
８）歯科衛生士法を概説する。 
９）歯科衛生士の義務について概説する。 
10）歯科医師法と歯科技工士法を概説する。 
11）歯科衛生士と医療倫理について概説する。 
12）歯科衛生実践の基盤となる理論を概説する。（10％） 
13）安全管理の必要性と歯科衛生士の役割を概説する。 
14）感染予防対策における歯科衛生士の役割を概説する。 
15）歯科衛生士の活躍の場について概説する。 
16）歯科衛生士のキャリア形成を概説する。 
 

4. 方略（LS : Learning Strategy） 
１）受動的方法： 講義 
２）能動的方法： プレテスト、ポストテスト、中間テスト 

 
（45％） 

 
（20％） 

（15％） 

（10％） 

３）媒体   ： 教科書、スライド、プリント（学習に必要な資料を適宜作成し配布する）  
5. 評価（EV : Evaluation） 

1） 形成的評価：各回の講義開始時と終了時にプレ・ポストテスト、中間テストを行う。 
2） 総括的評価：定期試験は講義内容の理解度を空欄補充、真偽選択、論述等の記述試験で 
       評価する。（100％） 
 

6. 事前学修・事後学修 
１）事前学修 

第１回：教科書１～５ページを読んでおく。（5 分）     
第２回：教科書 12～19 ページを読んでおく。（5 分） 
第３回：教科書 20～23 ページを読んでおく。（5 分） 
第４回：教科書 24～41 ページを読んでおく。（10 分）    
第５回：第１～4回のプリントを見直した上で教科書43～48ページを読んでおく。(15分) 
第６回：第５回のプリントを見直した上で教科書 48～51 ぺージを読んでおく。（10 分） 
第７回：第 6 回のプリントを見直した上で教科書 51～56 ページを読んでおく。（10 分） 
第８回：教科書 57～67 ページを読んでおく。（10 分） 
第９回：教科書 71～95 ページを読んでおく。（15 分） 
第 10 回：教科書 97～106 ページを読んでおく。（10 分） 
第 11 回：教科書 106～111 ページを読んでおく。（10 分） 
第 12 回：教科書 119～158 を読んでおく。（20 分）         
第 13 回：第 1～12 回の重要ポイントを復習する。（30 分） 
第 14 回：第９回のプリントを見直しておく。（10 分） 
第 15 回：第 1～13 回の重要ポイントをまとめた資料をファイリングしておく。（10 分）  

２）事後学修 
第１～12 回：ポストテストで誤った問題は再確認して重要ポイントを整理する。(15 分）  
第 13 回：中間テストで誤った問題は資料を再確認して復習する。（30 分） 
第 15 回：各回の重要ポイントを再整理し定期試験に備える（60 分）  

３）事前学修・事後学修の評価 
第１～12 回：プレテスト、ポストテストで確認する。 
第 13 回    ：中間テストで確認する。  

 
7. 教科書 

全国歯科衛生士教育協議会

監修 
歯科衛生学シリーズ  
歯科衛生学概論 

医歯薬出版 

 
8. 参考図書 

全国歯科衛生士教育協議会

監修 
歯科衛生学シリーズ  
保健・医療・福祉の制度 

医歯薬出版 

全国歯科衛生士教育協議会

監修 
歯科衛生学シリーズ  
歯科診療補助論 第 2 版 

医歯薬出版 

 
9. オフィスアワー 

講義実施日の講義終了後から 18 時 
 
10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または終了予

定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 
ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅延証明

書等)を提出すること。
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回

数 月日 曜

日 
時

限 内容項目（SBOs など） 方略

(LS) 
場

所 担当者 

１ 4/9 
 

木 3 ガイダンス、総論 
・授業概要、評価方法 
・歯科衛生士という専門職 
 

講義 14
階 
教

室 

菅野 

２ 4/16 木 3 歯科衛生学（第１章） 
 
歯科衛生学を学ぶ意義 
SBOs 1) 

講義 14
階 
教

室 

菅野 

３ 4/23 木 3 歯科衛生の現状（第２章） 
 
 SBOｓ 2) 

講義 14
階 
教

室 

菅野 

４ 5/7 木 3 歯科衛生と健康（第３章） 
 
 SBOｓ 3)・4） 

講義 14
階 
教

室 

菅野 

５ 5/14 木 3 歯科衛生士の業務（第４章） 
 

三大業務 
SBOｓ 1)・ 5)・6） 

講義 14
階 
教

室 

菅野 

６ 5/21 
 

木 3 歯科衛生士の関係法規① （第４章） 
 

歯科衛生士法 
SBOｓ 7)・8)・9) 

講義 14
階 
教

室 

鳥山 

７ 5/28 木 3 歯科衛生士の関係法規② （第４章） 
・歯科医師法、歯科技工士法 
・その他の関係法規 

SBOｓ 10) 

講義 14
階 
教

室 

鳥山 

8 6/4 木 3 歯科衛生士と倫理    （第５章） 
 

SBOｓ 11) 

講義 14
階 
教

室 

鳥山 

９ 6/11 木 3 歯科衛生実践のための理論（第６・７章) 
 
 SBOｓ12) 

講義 14
階 
教

室 

江口 

10 6/18 木 3 医療安全管理 （第８章） 

 

 SBOｓ13) 

講義 14
階 
教

室 

多田 

11 6/25 木 3 感染予防対策 （第８章） 
 
 SBOｓ14) 

講義 14
階 
教

室 

多田 

12 6/29 月 2 歯科衛生士の活躍の場（第 9～12 章） 
キャリアパス・プラン（第 13 章） 
 
 SBOｓ 15)・16） 

講義 14
階 
教

室 

菅野 

13 7/9 木 3 中間テスト 
  

講義 14
階 
教

室 

菅野 

14 7/16 木 3 健康教育の実際 
 

～３年生からの健康教育から学ぶ 

講義 14
階 
教

室 

菅野 

15 9/3 
 

木 3 総括 
 
 重要ポイントのまとめ 
 歯科衛生士としての展望を考察する 

講義 14
階 
教

室 

菅野 
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科 目 名 歯科疾患予防論 修得単位数 ２ 
担当教員 

※：実務経験を有する教員 

※多田美穂子、※永井由美子、※岩澤菜々恵 

ナンバリング B0502-1A 

実務経験 あり 
実務経験と教育内容

の関連性 
歯科衛生士として実務経験のある教員が、病院での勤務経験を活か

し、現場に即した講義を行っている。 
 
1. 教科の特徴 
 健康づくりの観点から口腔の健康が全身の健康につながるという社会の認識の高まりにより、疾病

が生じる前の予防行動の大切さが社会的に広まってきている。 
 歯科疾患予防論は、歯および口腔の疾患を予防して健康な状態を維持・増進する目的で、情報収

集・整理・分析とニーズの判断、計画、評価を実践していくために必要な専門的予防法の知識を学ぶ

教科である。 
 

《当該科目》に合格することで修得できるコンピテンシー 
コンピテンシー（学修成果） 

①人間力 
②倫理に
基づく行動

力 
③社会貢

献力 
④コミュ
ニケーショ

ン能力 
⑤協働す

る力 
⑥自己 
研鑽力 

⑦問題探
求力 

⑧専門的 
実践能力 

  ○   ○ ○ ○ 

 
2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

個人の口腔の健康を維持・増進するために、う蝕と歯周疾患の予防方法の基本的知識を修得

する。 
 
3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１）正常な歯と歯周組織の構造を説明する。（５％） 

２）歯の付着物、沈着物を説明する。（５％） 

３）口腔衛生状態の指標を説明する。（３％） 

４）プラークコントロールの目的と方法を説明する。（２％） 

５）う蝕の病因を説明する。（３％） 

６）う蝕予防の概念を説明する。（３％） 

７）う蝕の指数を説明する。（２％） 

８）う蝕予防におけるフッ化物の応用方法を列挙する。（３％） 

９）フッ化物応用の安全性を説明する。（１％） 

10）フッ化物による急性中毒への対応を説明する。（２％） 

11）う蝕予防のプロフェッショナルケアの術式を説明する。（５％） 

12）う蝕予防のホームケアを説明する。（５％） 

13）小窩裂溝塡塞法の意義を説明する。（１％） 

14）小窩裂溝塡塞法の種類を列挙する。（２％） 

15）小窩裂溝塡塞法の手順を説明する。（２％） 

16）う蝕活動性試験の臨床的意義・目的を説明する。（４％） 

17）う蝕活動性試験の実施方法を説明する。（２％） 

18）歯周疾患の病因と病態を説明する。（７％） 

19）歯周疾患のリスクファクターを説明する。（７％） 

20）歯周疾患の検査方法を説明する。（８％） 

 

21）歯石除去の方法と使用器具の特徴を説明する。（12％） 

22）スケーリングの基本操作を説明する。（２％） 

23）予防処置時のポジションを説明する。（２％） 

24）歯周組織への洗浄、消毒の目的と方法を説明する。（３％） 

25）歯面研磨の目的と方法を説明する。（６％） 

26）歯面清掃研磨器の目的と種類、方法を説明する。（３％） 

 

 
4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法： 
   講義 
２）能動的方法：  
   プレテスト、ポストテスト、ディスカッション、演習 
３）媒体： 
   教科書、参考図書、配布資料（プリント）、PowerPoint 
   

5. 評価（EV : Evaluation） 
１）形成的評価： 
  次週講義前にポストテストを実施。また、講義前のディスカッションにおいて、学生の 
  理解度を把握する。この両者を平常点として評価する。 
２）総括的評価： 
  定期試験 記述式、多肢選択式による出題を行い、評価する。（90％） 
 平常点 （10％） 

 
6. 事前学修・事後学修 

１）事前学修（各 15～30 分） 
第１～15 回：各回の内容項目に記載してある教科書ページを読んでおくこと。 

２）事後学修（各 15～30 分） 
  第１～15 回：講義内容の重要なポイントを配布プリントや教科書を利用して、講義中に 
        記載した内容を再確認して、講義ノートを作成する。 
        ポストテストの結果からポイントを再確認する。 
３）事前学修・事後学修の評価 

第１～15 回：講義内で実施するポストテストにて評価（形成的評価）を行う。 
      提出された質問に回答、コメントする。 

 
7. 教科書 

全国歯科衛生士教育協議会 

監修 

歯科衛生学シリーズ 

歯科予防処置論・歯科保健指導論 

第２版 

医歯薬出版 
 

 
8. 参考図書 

E・M・ウィルキンス 著／

遠藤圭子、中垣晴男、西 

真紀子、眞木吉信、松井恭

平、山根 瞳、若林則幸 

監訳 

ウィルキンス歯科衛生士の臨床 

原著第 11 版 

医歯薬出版 

荒川浩久、尾崎哲則、神原

正樹、三宅達郎 編著 

歯科衛生士テキスト 口腔衛生学 

第 3 版  －口腔保健統計を含む－ 

学建書院 

65



 

全国歯科衛生士教育協議会

監修 

歯科衛生学シリーズ        
歯周病学 

医歯薬出版 

沼部幸博、齋藤 淳、梅田  誠 歯科衛生士講座 歯周病学 
第６版 

永末書店 

一般財団法人 日本口腔衛生

学会フッ化物応用委員会 

編 

フッ化物応用の科学 一般財団法人 

口腔保健協会 

社会保険研究所 う蝕予防の実際 フッ化物局所応用

実施マニュアル 

日本口腔衛生

学会フッ化物

応用委員会 
 

 
9. オフィスアワー 

講義実施日の講義終了後から 18 時 
 
10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または終了予

定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 
ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅延証明

書等)を提出すること。 

 

 
回

数 
月日 

曜

日 
時

限 内容項目（SBOs など） 
方略

(LS) 

場

所 
担当者 

１ 4/13 月 ２ SBOs：1) 2) 

教科書 P16～22  28～32  

正常な歯と歯周組織の構造を説明する。 

 

歯の付着物、沈着物を説明する。 

①口腔細菌 

②プラーク(口腔バイオフィルム) 

③歯石  ④着色 ⑤食物残渣  

⑥マテリアアルバ ⑦ぺリクル 

 

講義 14

階 

教

室 

多田 
岩澤 

２ 4/20 月 ２ SBOs：3) 4) 

教科書 P126～130  

口腔衛生状態の指数を説明する。 

①Plaque Control Record(PCR)   

②OHI ③OHI-S  ④PℓⅠ  ⑤PHP 

 

プラークコントロールの目的と方法を説

明する。 

①目的 

②ホームケア 

③プロフェッショナルケア 

 

講義 14

階 

教

室 

岩澤 
多田 

３ 4/27 月 ２ SBOs：5) 6) 7) 

教科書 P2～4  32～38  134～136  

P283～291   

う蝕の病因を説明する。 

①宿主因子  

②微生物因子  

③食餌因子 

 

う蝕の予防概念を説明する。 

う蝕の指数：DMF、def,dmf 

 

講義 14

階 

教

室 

多田 

４ 5/11 月 ２ SBOs：8) 9) 10) 11) 

教科書 P206～217  231～234 

う蝕予防におけるフッ化物の応用方法を

説明する。 

 ①プロフェッショナルケア 

   溶液の種類、術式、安全性 

 

フッ化物応用の安全性と急性中毒への対

処法 

 

講義 14

階 

教

室 

多田 
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５ 5/18 月 ２ SBOs：12） 

教科書 P217～231 234～236 

う蝕予防におけるフッ化物の応用方法を

説明する。 

②ホームケア  

種類、方法 

 

カリエスリスクに応じた予防方法を説明

する。 

講義 14

階 

教

室 

多田 

６ 5/25 月 ２ SBOs：13) 14) 15） 

教科書 P236～242  

う蝕予防における小窩裂溝塡塞法（フィ

ッシャーシーラント）を説明する。 

 ①適応歯   

②塡塞剤の種類と特徴 

③術式 

 

講義 14

階 

教

室 

多田 

７ 6/1 月 ２ SBOs：16) 17) 

教科書 P140～152 

カリエスリスクテスト（う蝕活動性試

験）の意義、使用方法を説明する。 

 

カリエスリスク評価を概説する。 

 

講義 14

階 

教

室 

岩澤 
多田 

８ 6/8 月 ２ SBOs：18) 19) 

教科書 P37～43・344～354   

歯周疾患の原因と病態を説明する。 

①歯周病について 

②歯肉炎と歯周炎について 

 

歯周疾患のリスクファクターを説明す

る。 

①成人期の口腔内の特徴 

②プラークリテンションファクター 

 

講義 14

階 

教

室 

永井 

９ 6/15 月 ２ SBOs：20) 

教科書 P112～122・130～134 

歯周疾患の検査項目を説明する。 

 ①歯周ポケット測定  

②歯の動揺度 

 ③口臭 

 

歯周疾患の指数を説明する。 

①PMA Index   

②歯周疾患指数 PI 

③歯肉炎指数 GI   

④GB Count 

⑤地域歯周疾患指数 CPI 

講義 14

階 

教

室 

永井 
岩澤 

 

10 6/22 月 ２ SBOs：21) 22) 

教科書 P155～176  

歯石除去の方法と使用器具の特徴を説  

明する。（1） 

 ①スケーラーの種類 

 ②手用スケーラーの種類と構成 

③手用スケーラーの操作方法 

講義 14

階 

教

室 

永井 

11 7/2 木 ３ SBOs：21) 22) 23) 

教科書 P155～176・189～196  

歯石除去の方法と使用器具の特徴を   

説明する。（2） 

 ①手用スケーラーの把持方法 

②ポジション 

③シャープニング 

講義 14

階 

教

室 

永井 

12 7/6 月 ２ SBOs：21) 22) 23) 

教科書 P177～188  

歯石除去の方法と使用器具の特徴を   

説明する。（3） 

 ①パワースケーラーの種類 

 ②使用時の注意事項 

③操作方法 

講義 14

階 

教

室 

永井 

13 7/13 月 ２ SBOs：24) 25) 

教科書 P177・187・196～203 

歯周組織への洗浄、消毒の目的と方法を

説明する。 

①イリゲーション 

 

歯面研磨の目的と方法を説明する。 

① 歯面研磨の目的 

②歯面研磨剤 

③使用器材と操作方法 

④操作時の注意事項 

講義 14

階 

教

室 

永井 
岩澤 

14 8/31 月 ２ SBOs：26) 

教科書 P203～206 

歯面清掃研磨器の使用目的と種類、方法

を説明する。 

①エアブレーション 

②ソニックブラシシステム 

講義 14

階 

教

室 

岩澤 
永井 

15 9/7 月 ２ SBOs：22) 23) 

教科書 P156～163 

予防処置時のポジションを説明する。 

総復習 

①部位別のポジション 

②スケーリングの基本操作 

講義 

演習 

14

階 

教

室 

・ 

実

験

室 

永井 
多田 
岩澤 
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科 目 名 歯科診療補助論 修得単位数 ２ 

担当教員 

※：実務経験を有する教員 

※多田美穂子、※吉田 隆、※有友たかね、※中田 悠 

ナンバリング B0503-1A 

実務経験 あり 

実務経験と教育内容

の関連性 

歯科医師、歯科衛生士として実務経験のある教員が、病院、診療所等で

の勤務経験を活かし、現場に即した実習を行っている。 

 

1. 教科の特徴 

歯科衛生士の三大業務のひとつである歯科診療補助は、歯科医師の指示のもとに歯科衛生士 

が行う相対的歯科医行為である。臨床歯科医学のさまざまな治療や処置において的確なアシス 

タントワークを行うために、必要な基礎的知識と技能・態度を修得する科目である。  

《当該科目》に合格することで修得できるコンピテンシー 

コンピテンシー（学修成果） 

① 人間力 ②倫理に基づ
く行動力 ③社会貢献力 ④コミュニケ

ーション能力 ⑤協働する力 ⑥自己 
研鑽力 ⑦問題探求力 ⑧専門的 

実践能力 

   〇 〇   〇 

 

2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

  歯科診療補助業務を実践するために、必要な知識、技能、態度の基礎を習得する。 

 

3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１）歯科診療の補助業務を説明する。（４％） 

２）他の医療職種とのチーム医療を説明する。（２％） 

３）健康状態の把握のための基礎知識を説明する。（３％） 

４）全身状態の把握に必要な生体検査を列挙する。（２％） 

５）歯科診療所の受診の流れを説明する。（２％） 

６) 歯科診療室の環境、設備を説明する。（３％） 

７) 歯科用ユニットの取り扱いの基礎を説明する。（３％） 

８）歯科用ユニットの取り扱いを実施する。（３％） 

９）水平位歯科診療時の注意ポイントを説明する。（３％） 

10）水平位歯科診療時の位置設定を実施する。（３％） 

11) 歯科診療時の基本的な患者対応を説明する。（５％） 

12）歯科診療時の患者誘導を実施する。（３％） 

13) 歯科臨床概論を説明する。（７％） 

14) 歯と口腔の疾患を説明する。（７％） 

15) 歯科診療の各分野を説明する。（15％） 

 

16) 歯科診療時に配慮が必要な患者対応を説明する。（５％） 

17）配慮が必要な患者への対応を実施する。（８％） 

（視覚障害（白杖）、身体的機能障害（車いす、高齢者体験スーツ）） 

18）医療安全の概要を説明する。（３％） 

19）感染予防の基礎を説明する。（３％） 

20) 感染予防対策を実施する。（３％） 

21) 基本診査用具の使用目的を説明する。（５％） 

22) 基本診査用具の使用をする。（３％）  

23）バキュームテクニックを実施する。（３％） 

24) フォーハンデッドデンティストリーで診療の流れを実施する。（２％） 

 

4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法： 講義、示説 

２) 能動的方法： ポストテスト、ディスカッション、演習 

３) 媒 体： 教科書、動画資料、参考図書、PowerPoint、配布資料（プリント） 

 

5. 評価（EV : Evaluation） 

１）形成的評価： 

   講義、演習終了後、ポストテストを実施し、次週講義でフィードバックを実施し、 

ディスカッションにて学生の理解度を把握する。演習、ディスカッション等への積極的 

参加、課題の提出状況を平常点として評価する。 

２）総括的評価： 

   定期試験 （80％）、平常点  （20％） 

 

6. 事前学修・事後学修 

１）事前学修 

毎回： 該当する教科書部分を読んで、ポイントを掴んだ上で授業に臨むこと。 

(1 回 10 分程度) 

２）事後学修 

毎回： 教科書、当日配布資料、ポストテストを再確認し、重要ポイントをリストアップ 

する。(1 回 15～20 分程度)  

３）事前学修・事後学修の評価 

実施されたポストテストで確認する。また、各回の講義時に、講義内容に関するディスカ 

ッションを行う。 
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7. 教科書 

全国歯科衛生士教育協議会 

監修 
歯科衛生学シリーズ 
歯科診療補助論 第２版 

医歯薬出版 

全国歯科衛生士教育協議会 

監修 
歯科衛生学シリーズ 
歯科機器 

医歯薬出版 

 

8. 参考図書 

全国歯科衛生士教育協議会 

監修 
歯科衛生学シリーズ 
歯科衛生学概論 

医歯薬出版 

全国歯科衛生士教育協議会 

監修 
歯科衛生学シリーズ 
歯科材料 

医歯薬出版 

ICHG 研究会ほか編 新・歯科医療における感染予防対策と

滅菌・消毒・洗浄 
医歯薬出版 

 

9. オフィスアワー 

講義実施日の講義終了後から 18 時 

 

10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または終了予

定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 

ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅延証明

書等)を提出すること。 

 

 

回

数 
月日 

曜

日 

時

限 
内容項目（SBOs など） 

方略

(LS) 

場

所 
担当者 

１ ４/８ 水 ４ SBOｓ：１） 

歯科診療補助論 P２～６  

歯科診療の基礎知識 

歯科診療補助の概要 

    業務内容 
 

講義 14

階 

教

室 

多田 

２ ４/15 水 ４ SBOｓ：２） 

歯科診療補助論 P６～８ 

 診療補助業務と他の医療職種 

    

講義 14

階 

実

験

室 

多田 

３ ４/22 水 ４ A: SBOｓ：３）４） 

歯科診療補助論 P59～62  

身体的な観察、精神的な観察 

  健康状態の把握方法 

(脈拍、呼吸、体温、血圧、意識レベル) 

B:  SBOｓ：５）６）７）９） 

歯科診療補助論 P45～54  

歯科診療室の基礎知識 

 ・歯科診療所受診の流れ 

診療設備の取り扱い 

・マキシラアングル、ヘッドローテー 

ションの設置  

 ・術者・補助者の位置関係 

・スツールの調整 

・水平位の基本姿勢   

・診療時のライティング     

講義 

演習 

14

階 

教

室

・

実

験

室 

多田 

吉田 

有友 

中田 

４ ５/13 水 ４ A: SBOｓ：３）４） 

歯科診療補助論 P45～54  

歯科診療室の基礎知識 

 ・歯科診療所受診の流れ 

診療設備の取り扱い 

・マキシラアングル、ヘッドローテー 

ションの設置  

 ・術者・補助者の位置関係 

講義 

演習 

14

階

教

室

・

実

験

室 

多田 

吉田 

有友 

中田 
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・スツールの調整 

・水平位の基本姿勢   

・診療時のライティング   

B: SBOｓ：５）６）７）９） 

歯科診療補助論 P59～62  

身体的な観察、精神的な観察 

  健康状態の把握方法 

（脈拍、呼吸、体温、血圧、意識レベル） 

 

５ ５/20 水 ４ A: SBOｓ：８）９）10）11）12） 

歯科診療補助論 P50～62  

歯科診療時の患者誘導 

・本人確認の方法 

・誘導路の安全確保 

歯科用ユニットの取り扱い 

  ・水平位診療のチェアー設置 

  ・緊急時の対応 

  ・術者・補助者の位置関係 

  ・ライティング  

B: SBOｓ：13）14） 

歯科診療補助論 P50～62  

歯科臨床概論 

 ・歯科診療の基礎知識 

 ・歯科診療の流れ 

講義 

 

西

棟

実

習

室

・

教

室 

教

室 

多田 

有友 

中田 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉田 

６ ５/27 水 ４ A: SBOｓ：13）14） 

歯科診療補助論 P50～62  

歯科臨床概論 

 ・歯科診療の基礎知識 

 ・歯科診療の流れ 

B: SBOｓ：８）９）10）11）12） 

歯科診療補助論 P50～62  

歯科診療時の患者誘導 

・本人確認の方法 

・誘導路の安全確保 

歯科用ユニットの取り扱い 

 ・水平位診療のチェアー設置 

 ・緊急時の対応 

示説 

実習 

 

西

棟

実

習

室

・

教

室 

吉田 

 

 

 

 

多田 

有友 

中田 

 

 ・術者・補助者の位置関係 

 ・ライティング  

７ ６/３ 水 ４ SBOｓ：14）15） 

歯科診療補助論 P50～62  

歯科臨床の各分野（１）  

 保存修復、歯内療法、歯周療法 

 歯科補綴 

講義 教

室 

吉田 

８ ６/10 水 ４ SBOｓ：14）15） 

歯科診療補助論 P50～62  

歯科臨床の各分野（２）  

 口腔外科、矯正歯科、 

小児歯科、障がい者歯科、高齢者歯科  

講義 教

室 

吉田 

９ ６/17 水 ４ SBOｓ：16）17） 

歯科診療補助論 P56～57  

 歯科診療時に身体的配慮が必要な患者 

対応 

A: 車いすの取り扱いと移乗  

 B: 高齢者体験スーツ、視覚障害（白杖） 

講義 

実習 

教

室

・

実

験

室

・ 

西

棟

実

習

室 

有友 

中田 

多田 

吉田 

 

10 6/24 水 ４ SBOｓ：16）17） 

歯科診療補助論 P50～62  

歯科診療時に身体的配慮が必要な患者 

対応 

A：高齢者体験スーツ、視覚障害（白杖） 

B：車いすの取り扱いと移乗 

講義 

実習 

教

室

・

実

験

室

・ 

西

棟

実

習

室 

有友 

中田 

多田 

吉田 
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11 ７/１ 水 ４ SBOｓ：18）19） 

歯科診療補助論 P50～62  

歯科診療における医療安全  

 インシデント・アクシデント報告 

歯科診療における感染予防 

  針刺し事故報告 

示説 

実習 

 

教

室 

 

多田 

12 ７/８ 水 ４ SBOｓ：８）10）20）21）22）23）24） 

歯科診療補助論 P50～62  

A: 感染予防対策 

   PPE 装着、手指消毒 

B: ファントーム実習 

  ・水平位診療の位置づけ 

  ・術者・補助者の位置関係 

  ・ライティング  

  ・バキュームテクニック 

  ・器具の受け渡し   

講義

演習

実習 

14

階

教

室

・

実

験

室 

多田 

有友 

中田 

吉田 

13 ７/15 水 ４ SBOｓ： ８）10）20）21）22）23）24） 

歯科診療補助論 P50～62  

B: 感染予防対策 

   PPE 装着、手指消毒 

A: ファントーム実習 

  ・水平位診療の位置づけ 

  ・術者・補助者の位置関係 

  ・ライティング  

  ・バキュームテクニック 

  ・器具の受け渡し   

講義

演習

実習 

14

階

教

室

・

実

験

室 

多田 

有友 

中田 

吉田 

14 ７/22 水 ４ SBOｓ：８）10）20）21）22）23）24） 

歯科診療補助論 P50～62  

A: 歯科診療補助のまとめ 

B: ファントーム実習  

  ・感染予防対策 

・水平位診療の位置づけ 

  ・術者・補助者の位置関係 

  ・ライティング  

  ・バキュームテクニック 

  ・器具の受け渡し  

講義 14

階

教

室

・

西

棟

実

習

室 

多田 

有友 

中田 

吉田 

 

15 ９/２ 

 

水 ４ SBOｓ：８）10）20）21）22）23）24） 

歯科診療補助論 P50～62  

A: ファントーム実習 

  ・水平位診療の位置づけ 

  ・術者・補助者の位置関係 

  ・ライティング  

  ・バキュームテクニック 

  ・器具の受け渡し  

B: 歯科診療補助のまとめ  

講義 14

階

教

室

・

西

棟

実

習

室 

多田 

有友 

中田 

吉田 
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科 目 名 小児歯科学 修得単位数 ２ 

担当教員 

※：実務経験を有する教員 
※新谷誠康、※櫻井敦朗、※辻野啓一郎、※本間宏実 

ナンバリング B0503-1B 

実務経験 あり 

実務経験と教育内容

の関連性 

歯科医師として成長発育系・小児歯科臨床の勤務経験を有する教員が、

その実務経験を十分に活かして小児歯科学の講義を行なうことで、学問

的かつ実践的知識を短期大学生に習得させることができる。 

 

1. 教科の特徴 

１）歯科衛生士として小児の歯科疾患の予防及び口腔衛生の向上を図ることを通じて、個人の

健康を増進させ、人々の健康づくりを支援できる能力を育む。 

２）少子高齢化が進むなかで、おろそかにされがちな小児の健康増進に対応する。 

３）専門職として多職種と協働して小児の歯科保健医療を提供する能力を育む。 

４）成長発育の過程にある小児の歯科保健を通して、地域社会の種々な場に対応し健全な口腔

器官の育成にあたることができる能力を育む。 

 

《当該科目》に合格することで修得できるコンピテンシー 

コンピテンシー（学修成果） 

①人間力 ②倫理に基づ
く行動力 ③社会貢献力 ④コミュニケ

ーション能力 ⑤協働する力 ⑥自己 
研鑽力 ⑦問題探求力 ⑧専門的 

実践能力 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

 

2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

 歯科衛生士として小児歯科臨床におけるチーム診療を適切に行うために、小児期の口腔疾患

および異常に関する知識を修得する。 

 

3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１） 小児の心身の成長・発達を説明する。（10〜15％） 

２） 顎・顔面の成長過程を説明する。（10〜15％） 

３） 歯の発育と異常を説明する。（10〜15％） 

４） 歯列・咬合の成長過程を説明する。（10〜15％） 

５） 小児患者の歯科保健指導と健康づくり支援に必要な知識と技能を説明する。（10〜15％） 

６） 小児患者への対応法を説明する。（10〜15％） 

７） 小児期の口腔疾患と治療法を説明する。（10〜15％） 

８） 小児の齲蝕予防の考え方を説明する。（10〜15％） 

９） 障害の概念、種類と障害児の歯科的特徴を説明する。（10〜15％） 

4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法： 

  講義 

２）能動的方法： 

  ディスカッション 

３）媒体： 

  教科書、スライド、講義資料プリント 

 

5. 評価（EV : Evaluation） 

１）形成的評価： 

  講義開始時と終了時にプレテスト・ポストテストを行う。 

２）総括的評価： 

定期試験については、講義内容の理解度を、空欄補充、真偽選択、論述等の記述試験で評

価する。(100%) 

 

6. 事前学修・事後学修 

１）事前学修 

第１回：教科書１～３ ページを読んでおく。(10 分) 

第２回：教科書４～18 ページを読んでおく。(10 分) 

第３回：教科書 19～25 ページを読んでおく。(10 分) 

第４回：教科書 26～42 ページを読んでおく。(10 分) 

第５回：教科書 43～50 ページを読んでおく。(10 分) 

第６回：教科書 51～61 ページを読んでおく。(10 分) 

第７回：教科書 62～73 ページを読んでおく。(10 分) 

第８回：教科書 74～92 ページを読んでおく。(10 分) 

第９回：教科書 93～121 ページを読んでおく。(10 分) 

第 10 回：教科書 122～147 ページを読んでおく。(10 分) 

第 11 回：教科書 148～163 ページを読んでおく。(10 分) 

第 12 回：教科書 164～184 ページを読んでおく。(10 分) 

第 13 回：教科書 185～193 ページを読んでおく。(10 分) 

第 14 回：教科書 194～227 ページを読んでおく。(10 分) 

第 15 回：教科書 228～242 ページを読んでおく。(10 分) 

２）事後学修 

第１～15 回：教科書、配布資料を再確認し、重要ポイントをリストアップする。 (15 分) 

３）事前学修・事後学修の評価 

事前学修：講義当日の開始時にプレテストで確認する。 

事後学修：次回講義の開始時に、事前学修のプレテストと共にポストテストを行う。 
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7. 教科書 

編集主幹 新谷誠康 
歯科衛生士講座  

小児歯科学 第２版 
永末書店 

 

8. 参考図書 

一般社団法人 

全国歯科衛生士教育協議会 

監修 

最新歯科衛生士教本 

小児歯科 第２版 
医歯薬出版 

 

9. オフィスアワー 

講義実施日の講義終了後から 18 時まで本館８階小児歯科学講座 

 

10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または終了予

定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 

ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅延証明

書等)を提出すること。 

 

回

数 
月日 

曜

日 

時

限 
内容項目（SBOs など） 

方略

(LS) 

場

所 
担当者 

１ 9/30 水 １ １．小児歯科学とは 

SBOs：１），５） 
 

講義 14

階 

教

室 

新谷 

２ 10/7 水 １ ２．心身の発育  

 

SBOs：１） 

講義 14

階 

教

室 

辻野 

３ 10/14 水 １ ３．頭蓋と顎の成長発育 

SBOs：１），２） 

講義 14

階 

教

室 

辻野 

４ 10/21 水 １ ４．歯の発育と異常 

SBOs：３） 

講義 14

階 

教

室 

本間 

５ 10/28 水 １ ５．歯列および咬合の発育と異常 

SBOs：４） 

講義 14

階 

教

室 

本間 

６ 11/4 水 １ ６．歯科口腔保健管理 

SBOs：５） 

講義 14

階 

教

室 

本間 

７ 11/11 水 １ ７．小児の歯科的対応 

SBOs：６） 

講義 14

階 

教

室 

本間 

８ 11/18 水 １ ８．小児の歯科疾患 

SBOs：７） 

講義 14

階 

教

室 

櫻井 
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９ 11/25 水 １ ９．口腔機能発達不全症 

10．小児歯科診療の基本 

11．診察・検査 

SBOs：５），６），７） 

講義 14

階 

教

室 

櫻井 

10 12/2 水 １ 12．小児歯科における局所麻酔法 

13．小児の歯冠修復 

SBOs：７） 

講義 14

階 

教

室 

辻野 

11 12/9 水 １ 14．歯内療法 

SBOs：７） 

講義 14

階 

教

室 

辻野 

12 12/16 水 １ 15．外科的処置 

16．外傷の処置 

SBOs：７） 

講義 14

階 

教

室 

本間 

13 12/23 水 １ 17．咬合誘導 

SBOs：７） 

講義 14

階 

教

室 

辻野 

14 1/13 水 １ 18．う蝕の予防処置と進行抑制 

19．リコール（定期健診） 

SBOs：５），７），８） 

講義 14

階 

教

室 

櫻井 

15 1/20 水 １ 20．障害児の歯科治療 

SBOs：９） 

講義 14

階 

教

室 

櫻井 
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科 目 名 スペシャルニーズ歯科学 修得単位数 １ 

担当教員 

※：実務経験を有する教員 

※福田謙一、※太田雄一郎、※國奥有希 

ナンバリング B0504-1B 

実務経験 あり 

実務経験と教育内容

の関連性 

歯科医師として総合病院や診療所等での実務経験のある教員による、通

常の歯科治療の施行が困難なスペシャルニーズ患者への歯科における対

応や顔面領域の疼痛への治療に対する補助の実習を行う 

 

 

1. 教科の特徴 

この教科は、歯科衛生士として、スペシャルニーズ患者に対する歯科診療補助行為と歯科保

健指導を適切に行う能力を身に着けるために障害者歯科についての知識を学修する。 

《当該科目》に合格することで修得できるコンピテンシー 

コンピテンシー（学修成果） 

①人間力 ②倫理に基づ
く行動力 ③社会貢献力 ④コミュニケ

ーション能力 ⑤協働する力 ⑥自己 
研鑽力 ⑦問題探求力 ⑧専門的 

実践能力 

○ ○ ○ ○    ○ 

 

2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

１) 様々な障害の病態、能力不全を理解し、歯科治療を安全に施すうえで考慮しなければいけ

ない基本的知識を修得する。 

２) 口腔顔面領域の特殊な疼痛疾患や感覚障害、運動神経麻痺の病態や心理状態を理解する

ために必要な歯科臨床における基本的知識を修得する。 

 

3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１）障害の概念、種類とそれぞれの障害疾患の特徴を説明する(25%) 

２）それぞれの障害疾患の歯科的特徴を説明する(25%) 

３）障害者の対応法を説明する(15%) 

４）障害者に対する歯科保健指導と健康づくり支援に必要な知識と技能を説明する(15%) 

５)障害者の行動調整法を説明する(15%) 

６)痛みとその管理について説明する(５%) 

 

4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法：講義 

２）能動的方法：講義中の討論 

３）媒体：教科書、講義資料 

 

 

5. 評価（EV : Evaluation） 

１）形成的評価： 

  各回の授業における重要なポイントを把握するため、小テストを行う 

２）総括的評価： 

  定期試験は、講義内容の理解度を筆記試験にて評価する(100%) 

 

6. 事前学修・事後学修 

１）事前学修 

第１回： 教科書１-12 ページを読んでおく(15 分) 

第２回以降：前回の講義内容を確認しておく（15 分） 

２）事後学修 

第１～８回： 講義資料から重要事項をリストアップする(15 分) 

３）事前学修・事後学修の評価 

第１～８回： 事前学修 講義当日の開始時にプレテストで確認する 

       事後学修 次回講義の開始時にポストテストで確認する 

 

7. 教科書 

全国歯科衛生士教育協議会 

監修 

歯科衛生学シリーズ 障害者歯科 医歯薬出版株

式会社 
 

8. 参考図書 

  参考書は適宜、指示します。 

 

9. オフィスアワー 

講義実施日の講義終了後から 18 時 

 

10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または終了予

定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 

ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅延証明

書等)を提出すること。 
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回

数 
月日 

曜

日 

時

限 
内容項目（SBOs など） 

方略

(LS) 

場

所 
担当者 

１ 11/９ 月 ３ 障害の概念を説明する 

(障害の概念、ノーマライゼ―ション、 

国際障害分類) 
 

講義 14

階 

教

室 

太田 

２ 11/16 月 ３ 障害の種類とそれぞれの障害疾患の特徴

を説明する 

精神発達・心理的発達と行動の障害（１） 

講義 14

階 

教

室 

太田 

３ 11/30 月 ３ 薬を使用した行動調整を説明する 

痛みの概念と除痛法を説明する 

侵害受容性疼痛(歯髄炎など)発生の仕組

みを説明する 

講義 14

階 

教

室 

福田 

４ 12/７ 月 ３ 障害の種類とそれぞれの障害疾患の特徴

を説明する 

精神発達・心理的発達と行動の障害(２) 

講義 14

階 

教

室 

太田 

５ 12/14 月 ３ 障害の種類と歯科的特徴を説明する 

(神経・運動障害) 

講義 14

階 

教

室 

太田 

６ 12/21 月 ３ 行動調整、健康支援、障害者の歯科治療

を説明する 

講義 14

階 

教

室 

國奥 

７ １/18 月 ３ 障害の種類と歯科的特徴を説明する 

(感覚障害、音声言語障害、精神および行

動の障害) 

講義 14

階 

教

室 

國奥 

８ １/25 月 ３ 口腔顔面領域の痛みの種類や治療を説明

する 

神経や筋肉の痛みを説明する 

１年のまとめ 

講義 14

階 

教

室 

國奥 
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科 目 名 高齢者歯科学 修得単位数 ２ 
担当教員 

※：実務経験を有する教員 

※上田 貴之・※竜 正大・※髙野智史・※太田 緑・※中澤和真 

ナンバリング B0505-1B 

実務経験 あり 
実務経験と教育内容

の関連性 
歯科医師として実務経験のある教員が、病院、診療所等での勤務経験

を活かし、現場に即した講義を行っている。 
 
1. 教科の特徴 

高齢者歯科学は、高齢者の歯科治療だけではなく、高齢期の口腔機能管理などを通じて、食べ

る機能、話す機能の低下を防ぐことで、全身の健康を守り、寝たきり予防し、健康長寿に歯科か

ら支える学問である。高齢者の歯科保健・医療・福祉の分野における科学と技術を学ぶことで本

学のディプロマポリシーに掲げる歯科衛生士を育成する。 
 

《当該科目》に合格することで修得できるコンピテンシー 
コンピテンシー（学修成果） 

①人間力 
②倫理に
基づく行動

力 
③社会貢

献力 
④コミュ
ニケーショ

ン能力 
⑤協働す

る力 
⑥自己 
研鑽力 

⑦問題探
求力 

⑧専門的 
実践能力 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

 
2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

高齢者に対する歯科衛生士業務を適切に実施するために必要な知識を修得する。 
 
3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１）高齢者を取り巻く社会を説明する。(10％) 

２）加齢の科学を説明する。(10%) 

３）高齢者における口腔領域の疾患を説明する。(10%) 

４）全身状態の把握と対応を説明する。(10%) 

５）高齢者歯科医療の場を説明する。(10%) 

６）口腔衛生管理を説明する。(10%) 

７）摂食嚥下障害とリハビリテーションを説明する。(10%) 

８）介護保険における歯科衛生士の役割を説明する。(10%) 

９）高齢者の口腔機能の評価と管理を説明する。(10%) 

10）オーラルフレイルと口腔機能低下症を説明する。(10%) 

 
4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法：講義 
   
２）能動的方法：ポストテスト 
   
３）媒体：スライド 
   

5. 評価（EV : Evaluation） 
１）形成的評価：客観試験（各回授業終了時）、レポート 
   
２）総括的評価：筆記試験（100％） 
 

 

6. 事前学修・事後学修 
１）事前学修 

各回で教科書の関連する章の「おぼえよう」の項目を読んでおく。(10 分)   
２）事後学修 

各回で教科書の関連する章の「やってみよう」の問題を再確認する。(15 分)  
３）事前学修・事後学修の評価 

事前学修：講義中に確認テストを行う。 
事後学修：教科書の「やってみよう」の問題を回答する。 

 
7. 教科書 

森戸光彦 編集主幹 
歯科衛生士講座 高齢者歯科学 

第 4 版 
永末書店 

上田貴之 編著 
診療室ではじめよう！口腔機能管理

と栄養指導 第 2 版 
永末書店 

 
8. 参考図書 

全国歯科衛生士教育協議会 

監修 歯科衛生学シリーズ 高齢者歯科学  医歯薬出版 

 
9. オフィスアワー 

講義実施日の講義終了後から 18 時／本館 8 階 老年歯科補綴学講座医局 

 
10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または終了予

定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 
ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅延証明

書等)を提出すること
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回

数 月日 曜

日 
時

限 内容項目（SBOs など） 方略

(LS) 
場

所 担当者 

１ 9/29 火 1 ①高齢社会を説明できる。 

1. 高齢社会における歯科衛生士の役割 

2. 口腔健康管理 

3. 社会環境 

講義 14
階 
教

室 

上田 

２ 10/6 火 1 ① 高齢社会を説明できる。 

4. 高齢者のための社会保障制度 

5. 地域包括ケアシステム 

講義 14
階 
教

室 

上田 

３ 10/13 火 1 ②加齢の科学を説明できる。 

1. 加齢と老化 

2. 各組織、各器官の老化 

3. 身体機能の老化 

4. 精神・心理的変化 

講義 14
階 
教

室 

上田 

４ 10/20 火 1 ②加齢の科学を説明できる。 

5. 老化による口腔内の形態変化 

6. 老化による口腔機能の変化 

講義 14
階 
教

室 

上田 

５ 10/27 火 1 ③高齢者の歯科医療を説明できる。 

1. 患者本人と取り巻く環境の把握 
講義 14

階 
教

室 

髙野 

６ 11/10 火 1 ③高齢者の歯科医療を説明できる。 

2. 配慮が必要な患者への対応 
講義 14

階 
教

室 

髙野 

７ 11/17 火 1 ④生活機能を低下させる疾患・症候を説

明できる。 

1. 生活機能とその評価 

2. 生活機能を低下させる全身状態と疾患 

講義 14
階 
教

室 

髙野 

８ 11/24 火 1 ④生活機能を低下させる疾患・症候を説

明できる。 

2. 生活機能を低下させる全身状態と疾患 

3. 生活機能の低下と介護 

講義 14
階 
教

室 

髙野 

９ 12/1 火 1 ⑤通院困難者の病態と対応を説明でき

る。 

1．歯科訪問診療 

 

講義 14
階 
教

室 

太田 

10 12/8 火 1 ⑤通院困難者の病態と対応を説明でき

る。 

2. 栄養管理・食生活指導 

講義 14
階 
教

室 

太田 

 

11 12/15 火 1 ⑤通院困難者の病態と対応を説明でき

る。 

3. 医療・介護技術 

4．服薬管理 

講義 14
階 
教

室 

竜 

12 12/22 火 1 ⑥高齢者の摂食嚥下障害への対応を説明

できる 

1. 摂食嚥下障害 

講義 14
階 
教

室 

中澤 

13 1/12 火 1 ⑥高齢者の摂食嚥下障害への対応を説明

できる。 

1. 摂食嚥下障害 

2. リスク管理 

 

講義 14
階 
教

室 

中澤 

14 1/19 火 1 ⑦口腔健康管理を説明できる。 

1. 歯科衛生過程（歯科衛生ケアプロセ

ス） 

2. 高齢者の問題抽出のためのアセスメン

ト 

3. 高齢者への口腔衛生管理 

講義 14
階 
教

室 

竜 

15 1/26 火 1 ⑦口腔健康管理を説明できる。 

4. 高齢者への口腔機能管理 

5. 高齢者への食生活指導 

6．高齢者への健康教育 

＊総括 

講義 14
階 
教

室 

上田 
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科 目 名 歯科予防処置実習 Ⅰ 修得単位数 １ 

担当教員 
※：実務経験を有する教員 

※永井由美子 ※多田美穂子 ※杉戸博記 ※岩澤菜々恵 

ナンバリング B0507-1B 

実務経験 あり 

実務経験と教育内容の

関連性 

歯科医師、歯科衛生士として実務経験のある教員が、病院、診療所

等での勤務経験を活かし、現場に即した実習を行っている。 

 

1. 教科の特徴 

健康づくりの観点から、口腔の健康が全身の健康につながるという社会の認識の高まりに

より、問題が生じてからの対応ではなく、予防を心がけて行動することの大切さが広まって

いる。歯科予防処置実習Ⅰは対象者の歯および口腔の疾患を予防して健康な状態を維持・増

進するために、歯科疾患予防論を受講の上、十分な技能を身につけて、実践する専門的処置

を学ぶ教科である。 

実習の進行については、各自に配布する実習帳を応用し、自身の進行状況を把握しながら、

事前事後学修を元に予習復習を行い、実習を進めていく。  

 

《当該科目》に合格することで修得できるコンピテンシー 

コンピテンシー（学修成果） 

①人間力 ②倫理に基
づく行動力 

③社会貢献
力 

④コミュニ
ケーション

能力 

⑤協働する
力 

⑥自己 
研鑽力 

⑦問題探求
力 

⑧専門的 
実践能力 

 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

 

2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

歯周疾患とう蝕の予防処置を行うために必要な知識、技能および態度を修得する。 

 

3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１）使用する器具器材の用途を説明する。（5％） 

２）器具器材を準備する。（10％） 

３）歯科疾患分析のためのデータ収集（検査）をする。（5％） 

４）口腔内検査を実施する。（5％） 

５）個人にあった予防プログラムを作成する。（5％） 

６）術部に応じたポジションで予防処置を実施する。（5％） 

７）機械的スケーラーを操作する。（5％） 

８）手用スケーラーを操作する。（10％） 

９）歯面研磨(PMTC)に使用する器具器材を準備する。（5％） 

10）歯面研磨を実施する。（10％） 

11）歯周ポケット内洗浄を実施する。（5％） 

12）う蝕予防処置法を実施する。（10％） 

13）スケーラーのシャープニングに使用する砥石を選択する。（5％） 

14）各種スケーラーに適した砥石でシャープニングする。（5％） 

15）患者へ配慮し口腔内で処置する。（10％） 

 

4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法：講義・示説 

２）能動的方法：シミュレーション（マネキン）、相互実習 ポスト・テスト 

３）媒体：教科書、参考図書、PowerPoint、配布資料（プリント）、実習器具・器材一式、 

歯科疾患予防論授業ノート 

 

5. 評価（EV : Evaluation） 

１）形成的評価：小テスト、実習帳の集計結果、レポート課題、フィードバックの実施 

２）総括的評価：・予防処置実技試験（70％） 

・う蝕予防プログラムの作成 演習（20％）  

        ・平常点（10％）（実習態度、提出物の期限など） 

 

6. 事前学修・事後学修 
１）事前学修 

第１回：１年前期科目 歯科疾患予防論のノート教科書を確認して実習に臨む。 
第２回以降：前回実施した実習の確認を行う。  

２）事後学修 
第１回以降：実習内容を復習して実技面で理解できなかったところについてはオフィス

アワーを利用して学修する。  
３）事前学修・事後学修の評価 

第１回以降：チェックシートにて自身の技術進行状況を確認する。  
 
7. 教科書 

全国歯科衛生士教育協議会 
監修 

歯科衛生学シリーズ 
歯科予防処置論・歯科保健指導論  
第２版 

医歯薬出版 

 
8. 参考図書 

全国歯科衛生士教育協議会 
監修 

歯科衛生学シリーズ 
歯周病学【第２版】 

医歯薬出版 

沼部幸博、齋藤 淳、梅田  誠 歯科衛生士講座  
歯周病学【第６版】 

永末書店 

  
 

9. オフィスアワー 
実習実施日の終了後から 18 時 

 
10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または終了予

定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 
ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅延証明

書等)を提出すること。 
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回

数 
月日 

曜

日 

時

限 
内容項目（SBOs など） 

方略

(LS) 

場

所 

担当

者 

１ 

２ 

9/29 

9/30 

火 

水 

3 

4 

SBOs：1) 2) 3)  

オリエンテーション 

・実習で使用する器材の名称 

・術部に応じたポジショニング 

・プロフェッショナルケア・ホームケア手法 

 

歯周病のリスクファクター（P138～） 

（生活習慣、歯周病の進行） 

口腔の器質的問題の把握 

 

う蝕のリスクファクター（P143～） 

（生活習慣、う蝕罹患状態） 

・カリエスリスクテスト 

・SMT 

示

説 

・

実

習 

14

階 

実

験

室 

永井 

岩澤 

３ 

４ 

10/6 

10/7 

火 

水 

3

4 

SBOs：1) 2) 3) 4) 

口腔内の観察（問題点の情報収集）方法 

（P104～）マネキン実習 

・歯列 

・歯肉観察 

・口腔粘膜 

・唾液 

・付着・沈着物 

・口臭 

・口腔機能 

・プラークチェック（PCR Pｌ OHI） 

・エックス線写真撮影 

・口腔内写真 

示

説 

・

実

習 

西 

5 

階 

実

習

室 

永井 

杉戸 

岩澤 

５ 

６ 

 

10/13 

10/14 

火 

水 

3 

4 

 

SBOs：1) 2）3) 4) 6) 

マネキン実習 

分析のためのデータ収集（検査方法） 

・プロービング操作（P112～） 

・歯周ポケット検査 

（PD BOP AL 排膿 根分岐部） 

・歯の動揺度（P119～） 

（ポジション・道具の種類と測定方法  

ピンセットの持ち方 記録方法） 

・記録の方法 

講

義

・

示

説 

・

実

習 

14

階 

実

験

室 

永井 

杉戸 

岩澤 

 

７ 

８ 

10/20 

10/21 

火 

水 

3 

4 

SBOs：1) 2) 6) 7) 8) 9）10) 

スケーリングルートプレ―ニング 

（P156～） 

マネキン実習 

スケーラーの把持方法 

スケーラーの操作方法 

パワードリブンスケーラー 

シックルタイプスケーラー  

キュレットタイプスケーラー 

歯面研磨の操作方法 

マネキン実習 

・シックル①②③④ 

示

説 

・

実

習 

14

階 

実

験

室 

永井 

杉戸 

岩澤 

９ 

10 

10/27 

10/28 

火

水 

3 

4 

SBOs：1) 2) 6) 8) 9) 10)  

マネキン実習 

・シックル⑤⑥⑦⑧ 

・歯面研磨 

実

習 

14

階 

実

験

室 

永井 

杉戸 

岩澤 

11 

12 

11/10 

11/11 

火

水 

3 

4 

SBOs：1) 2) 6) 8) 9) 10)  

マネキン実習 

・シックル⑨⑩⑪⑫ 

・歯面研磨 

実

習 

西

5 

階

実

習

室 

永井 

杉戸 

岩澤 

13 

14 

11/17 

11/18 

火 

水 

3 

4 

SBOs：1) 2) 6) 8) 9) 10) 

マネキン実習 

・キュレット①②③④ 

・歯面研磨 

実

習 

14

階 

教

室 

永井 

杉戸 

岩澤 

15 

16 

11/24 

11/25 

 

火 

水 

3 

4 

 

SBOs：1) 2) 6) 8) 9) 10) 

・キュレット⑤⑥⑦⑧ 

・歯面研磨 

実

習 

西

5 

階

実

習

室 

永井 

杉戸 

岩澤 

17 

18 

12/1 

12/2 

火 

水 

3 

4 

SBOs：1) 2) 6) 8) 9) 10)  

マネキン実習 

・キュレット⑨⑩⑪⑫ 

・歯面研磨 

・ポケット内洗浄 

 

 

実

習 

14

階 

実

験

室 

永井 

杉戸 

岩澤 
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19 

20 

12/8 

12/9 

火 

水 

3 

4 

 

SBOs：2) 3）14） 

マネキン実習 

・超音波スケーラー 

・エアスケーラー 

・歯面研磨 

 

シャープニング（P189～） 

・シックルタイプスケーラー 

 

実

習 

14

階 

実

験

室 

永井 

岩澤 

21 

22 

12/15 

 

火 

 

3 

4 

SBOs：1) 2) 6) 7) 9) 10) 11)   

マネキン実習 

・探針操作 

 

シャープニング（P189～） 

・シックルタイプスケーラー 

・キュレットタイプスケーラー 

講

義

・

示

説 

・

実

習 

14 

階

実

験

室

・ 

教

室 

永井 

杉戸 

岩澤 

23 

24 

12/22 

12/23 

火 

水 

3 

4 

 

実技まとめ 

・探針操作 

・プロービング操作 

・スケーリング操作 

（超音波・音波・シックル・キュレット） 

・歯面研磨操作 

 

・模擬試験 

 

実

習 

・ 

（

模

擬

試

験

） 

西

5 

階

実

習

室 

永井 

杉戸 

岩澤 

25 

26 

1/12 

1/13 

火 

水 

3 

4 

SBOs：1) 2) 6) 12) 

う蝕予防処置 

マネキン実習 

 ・歯面研磨 

・フッ化物塗布法 

  ・ホームケア（洗口法） 

 

 カリエスリスクテスト 

  

示

説 

・

実

習 

 

 

西

5

階

実

習

室 

・ 

教

室 

岩澤 

多田 

杉戸

永井 

 

27 

28 

1/19 

1/20 

火 

水 

3 

4 

 

SBOs：1) 2) 5) 6) 7) 8) 9) 10) 11) 12)  

う蝕予防プログラムの作成 

 ・ホームケア（歯磨剤） 

・カリエスリスクテスト（結果判定） 

 

マネキン 

・小窩裂溝填塞法 

 

・相互実習のシミュレーション 

（器材滅菌準備） 

 

示

説

・

演

習

・

実

習 

教

室 

・ 

西

5

階 

実

習

室 

岩澤

多田 

杉戸 

永井 

 

 

29 

30 

1/26 

1/27 
 

 

 

 

火 

水 

3 

4 

 

SBOs：1) 2) 6) 7) 8) 9) 10) 11) 12) 15) 

相互実習 

・プロービング 

・歯面研磨 

・口腔内洗浄（イリゲーション） 

・フッ素塗布 

 

相

互

実

習 

西

5

階 

実

習

室 

永井 

杉戸 

岩澤 
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科 目 名 歯科診療補助実習Ⅰ 修得単位数 １ 

担当教員 

※：実務経験を有する教員 

※多田美穂子、※有友たかね、※中田悠、※吉田隆、※古澤成博、 

※エーサン・ビシャール 

ナンバリング B0509-1A 

実務経験 あり 

実務経験と教育内容

の関連性 

歯科医師、歯科衛生士として実務経験のある教員が、病院、診療所等で

の勤務経験を活かし、現場に即した実習を行っている。 

 

1. 教科の特徴 

歯科衛生士の三大業務のひとつである歯科診療補助は、歯科医師の指示のもとに歯科 
衛生士が行う相対的歯科医行為である。臨床歯科医学のさまざまな治療や処置において 
的確なアシスタントワークを行うために、必要な技能・態度を修得する科目である。 

 

《当該科目》に合格することで修得できるコンピテンシー 

コンピテンシー（学修成果） 

① 人間力 
② 倫理に

基づく
行動力 

③ 社会貢
献力 

④コミュニケ
ーション能力 ⑤協働する力 ⑥自己 

研鑽力 ⑦問題探求力 ⑧専門的 
実践能力 

   〇 〇 〇  〇 

 

2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

歯科診療補助を実施するために、治療の流れ、必要な器具・材料の名称、取り扱いおよび診療

における補助動作の基本的知識のもと技能・態度を修得する。 
 

3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１）感染予防対策（洗浄・消毒・滅菌）を実施する。（５％） 

２）綿花の取り扱いを実施する。（２％） 

３）歯科治療における共同動作のポジショニングに位置する。（３％） 

４）フォーハンデッドデンティストリーで処置を実施する。（５％） 

５）口腔内バキュームの操作を実施する。（５％） 

６）共同動作において術者へ配慮する。(５％) 

７）アルジネート印象材の練和を実施する。(５％)  

８) アルジネート印象材のトレーへの盛り付けを実施する。(３％) 

９）アルジネート印象材で概形印象採得を実施する。（２％） 

10）寒天・アルジネートの連合印象採得の診療補助を実施する。（３％） 

11）精密印象採得前の歯肉圧排操作を実施する。（３％） 

12）シリコーンゴム質印象材による連合印象採得の診療補助を実施する。(３％)  

13）硬石膏の注入を実施する。(３％) 

14）歯科用セメント練和の基本動作を実施する。（５％） 

15）合着用セメントの取り扱いを実施する。(５％) 

16）仮着用セメントの取り扱いを実施する。(５％) 

17）仮封材の取扱いを実施する。（５％） 

18）治療の前準備（歯間分離、歯肉排除、隔壁）を実施する。（３％） 

19）ラバーダム防湿法を実施する。(５％) 

20）接着性レジンセメントの取り扱いを実施する。（５％） 

21）保存修復治療時の直接修復のトレーセッティングを実施する。(３％) 

22）保存修復治療時の間接修復のトレーセッティングを実施する。(３％) 

23）歯内療法治療のトレーセッティングを実施する。（３％） 

24）歯周外科治療時のトレーセッティングを実施する。（５％） 

25）歯周外科材料（コ―パック）の取り扱いを実施する。（２％） 

26）歯科放射線の口内法撮影時の位置づけを実施する。（２％） 

27）画像検査（パノラマ撮影、デンタル撮影）の読み取りを実施する。（２％） 

 
4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法：講義   
２）能動的方法：ポストテスト、ディスカッション、実習   
３）媒 体：教科書、動画資料、参考図書、PowerPoint、配布資料（プリント） 
 

5. 評価（EV : Evaluation） 

１）形成的評価： 

  実習終了後、ポストテストを実施し、次週実習でフィードバックを実施し、 
ディスカッションにて学生の理解度を把握する。実習、ディスカッション等への 
積極的参加、課題提出を平常点として評価する。 

２）総括的評価： 

  シミュレーションテスト・実技試験（80％）、平常点（ポストテスト）（20％） 
 

6. 事前学修・事後学修 

１）事前学修 
第１～30 回：2 コマ続きの実習であり、各回の実習内容項目に記載してある。 

教科書ページを参考に、配布プリントを仕上げて来ること。（30 分）  
２）事後学修 

第１～30 回：講義内容を再度確認し、重要なポイントを配布プリントや教科書で 
（20 分）確認する。 
実習中にフィードバック受けた内容やポストテストを再確認する。 
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３）事前学修・事後学修の評価 
第２～30 回：実習中にディスカッションにて確認をする。  

 
7. 教科書 

全国歯科衛生士教育協議会 

監修 
歯科衛生学シリーズ 
歯科診療補助論 第２版 

医歯薬出版 

全国歯科衛生士教育協議会 

監修 
歯科衛生学シリーズ 
歯科機器 

医歯薬出版 

 

8. 参考図書 

全国歯科衛生士教育協議会 

監修 
歯科衛生学シリーズ 
歯科材料 

医歯薬出版 

竹澤保政 監修 イラストと写真でわかる 歯科材料

の基礎 第 3 版 
永末書店 

古澤成博 齋藤隆 菅野亜紀

ほか 
歯科衛生士講座 
保存修復学・歯内療法学 

永末書店 

沼部幸博 齋藤淳  
梅田 誠 編集 

歯科衛生士講座 
歯周病学 第６版 

永末書店 

全国歯科衛生士教育協議会

監修 
歯科衛生学シリーズ 
歯科放射線 第２版 

医歯薬出版 

ICHG 研究会ほか編 新・歯科医療における感染予防対策と

滅菌・消毒・洗浄 
医歯薬出版 

 

9. オフィスアワー 

講義実施日の講義終了後から 18 時 

 

10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または終了予

定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 

ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅延証明

書等)を提出すること。 

 

回

数 
月日 

曜

日 

時

限 
内容項目（SBOs など） 

方略

(LS) 

場

所 
担当者 

１

２ 

9/29 

9/30 

 

火

・

水 

３

・

４ 

SBOｓ：１） 

歯科診療補助論 P15～43  

歯科機器 P2～18  

診療室における感染予防 

1. 洗浄・消毒・滅菌の種類、使用方法、

モニタリング 

2. 器材パッキング操作方法 

3. ユニットの準備（給水装置の洗浄）と

片付け（吸引装置の洗浄） 

4. 手指消毒、PPE の装着 

5. 感染事故の報告 

6. 医療廃棄物 

示説 

実習 

14

階 

教

室 

・ 

西

棟

実

習

室 

多田 

有友 

中田 

吉田 

古澤 

エーサン 

 

３ 

４ 

10/6 

10/7 

火

・

水 

３

・

４ 

SBOｓ：２）３）４）５）６）14） 

歯科診療補助論 P45～52 80～95 

歯科機器 P2～18 

歯科治療における共同動作の基本 

 歯科治療における共同動作の基本ポ

ジショニングの位置 

 口腔内バキュームの基本操作 

 フォーハンデッドデンティストリー

の基本動作 

 綿花の取り扱い 

 共同動作における配慮 

 セメント練和の基本動作 

示説 

実習 

14

階 

実

験

室 

多田 

有友 

中田 

吉田 

古澤 

エーサン 

５

６ 

10/13 

10/14 

火

・

水 

３

・

４ 

SBOｓ：７）８） 

歯科診療補助論 P254～260、312  

歯科材料 P44～48 歯科機器 P112～114  

印象採得１ 
１）アルジネート印象材の基本動作 

・ラバーボールと印象用スパチュラ 

 の把持法 

・計量（粉・水） 

・アルジネート練和（攪拌、練和、 

 脱泡）  

２）トレーの種類 

３）トレーの試適 

示説 

実習 

西

棟

実

習

室 

有友 

多田 

中田 

吉田 

古澤 

エーサン 
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７

８ 

10/20 

10/21 

火

・

水 

３

・

４ 

SBOｓ：７）８）９） 

歯科診療補助論 P254～261  

歯科材料 P46～48 歯科機器 P112～114  

印象採得２ 

１）アルジネート印象材の練和の実施  
・上下トレーの試適 

 （ユーティリティワックスの使用法） 
２）アルジネート印象材トレーへの盛付 

３）アルジネート印象材による概形印象

採得 下顎→上顎の順に実施 

示説 

実習 

西

棟

実

習

室 

有友 

多田 

中田 

吉田 

古澤 

エーサン 

９

10 

10/27 

10/28 

火

・

水 

３

・

４ 

SBOｓ：７）８）９）10） 

歯科診療補助論 P254～265 

歯科材料 P46～50 歯科機器 P112～115 

印象採得３ 
１）アルジネート印象材での概形印象採

得 

 ・上下トレーの試適 
・印象材の上下トレーへ盛り付け 

・上下印象採得 

２）印象面の処理 

（精密印象採得） 

１）寒天・アルジネートの連合印象採得 

 ・片顎トレーへの盛付 

 ・術者とのタイミングをはかる 

２）印象面の処理 

示説 

実習 

西

棟

実

習

室 

有友 

多田 

中田 

吉田 

古澤 

エーサン 

11 

12 

11/10 

11/11 

火

・

水 

３

・

４ 

SBOｓ：11）12） 

歯科診療補助論 P102～105、265～272  

歯科材料 P50～51 歯科機器 P115～120 

印象採得４（精密印象採得） 

 歯肉圧排の実施 

 シリコーンゴム質連合印象採得 

術者とタイミングをはかる 

 印象面の処理 

示説 

実習 

14

階 

実

験

室 

多田 

有友 

中田 

吉田 

古澤 

エーサン 

        

        

13 

14 

11/17 

11/18 

火

・

水 

３

・

４ 

SBOｓ：13） 

歯科診療補助論 P273～282  

歯科材料 P51～53、59～71  

 石膏の取り扱い 

石膏模型作製法（硬石膏の注入） 

 その他の印象材：モデリングコンパ

ウンド、酸化亜鉛ユージノール印象

材 

 ワックスの種類、用途の説明 

示説 

実習 

西

棟

実

習

室 

多田 

有友 

中田 

吉田 

古澤 

エーサン 

15 

16 

11/24 

11/25 

火

・

水 

３

・

４ 

SBOｓ：14）15）16） 

歯科診療補助論 P283～294 

歯科材料 P72～79 歯科機器 P121 

歯科用セメント取扱い１ 
１）合着用セメントの練和 
２）仮着用セメントの練和 

・プロビジュナルレストレーションを

顎模型に仮着（下顎左側６番２級窩

洞歯） 

・余剰セメントの除去 

示説 

実習 

西

棟

実

習

室 

中田 

多田 

有友 

吉田 

古澤 

エーサン 

17 

18 

12/1 

12/2 

火

・

水 

３

・

４ 

SBOｓ：14）17） 

歯科診療補助論 P301～310  

歯科材料 P108～119 歯科機器 P121 

歯科用セメント取扱い２ 
１）仮封用セメントの使用方法 

・二重仮封の実施（下顎左側７番根管模

型歯） 

示説 

実習 

西

棟

実

習

室 

 

中田 

多田 

有友 

吉田 

古澤 

エーサン 

19 

20 

12/8 

12/9 

火

・

水 

３

・

４ 

SBOｓ：18）19） 

歯科診療補助論 P95～105 

保存修復・歯内療法学 P13～19 36～41 

151～154 

歯科機器 P88～92 

保存修復時の診療補助１ 

・治療の前準備 

歯間分離（セパレーター）、歯肉排除、 

隔壁（マトリックスバンド、リング状 

リテーナー、セクショナルマトリッ

クス）、ラバーダム防湿法  

示説 

実習 

西

棟

実

習

室 

 

多田 

有友 

中田 

吉田 

古澤 

エーサン 
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21 

22 

12/16 水 ３

・

４ 

SBOｓ：20） 

歯科診療補助論 P107～112 209～291 

295～300 

歯科材料 P79～89  

保存修復時の診療補助２ 

・合着と接着とは 

・接着性レジンセメントの種類と用途 

・高齢者の保存修復 

示説 

実習 

教

室 

・

14

階

実

験

室 

村松 

多田 

有友 

中田 

エーサン 

23 

24 

12/22 

12/23 

火

・

水 

３

・

４ 

SBOｓ：21）22） 

歯科診療補助論 P107～119 295～300 

保存修復・歯内療法学 P88～118 

歯科機器 P61～65 77～91 

保存修復時の診療補助３ 

・直接修復の種類と術式、使用器具のト

レーセッティングを実施する。 

・直接修復（レジン修復）の実施（上顎左

側１番５級窩洞） 

・保存修復治療時の間接修復のトレーセ

ッティング 

示説 

実習 

西

棟

実

習

室 

多田 

有友 

中田 

吉田 

古澤 

エーサン 

25 

26 

1/12 

1/13 

火

・

水 

３

・

４ 

SBOｓ：23） 

歯科診療補助論 P95～101、124～139  

保存修復・歯内療法学 P13～19 88～

118 

歯科機器 P92～102 

歯内療法治療の診療補助 

・ラバーダム防湿の手順 

・ラバーダム防湿を装着（下顎左側 7 番

根管歯模型） 

・歯内療法治療時のトレーセッティング 

示説 

実習 

14

階 

実

験

室 

有友 

多田 

中田 

吉田 

古澤 

エーサン 

27 

 

28 

 

2027 

1/19 

1/20 

火

・

水 

３

・

４ 

SBOｓ：24）25） 

歯科診療補助論 P140～149  

歯周病学 P102～185  

歯科機器 P103～111  

歯周外科治療の診療補助 
・歯周外科治療時のトレーセッティング 

    ENAP、FOP、GTR、歯肉切除術 

・歯周外科器材（コ―パック）の取り扱 い 

・局所麻酔器材、縫合器材の取扱い 

示説 

実習 

14

階 

実

験

室 

多田 

有友 

中田 

吉田 

古澤 

エーサン 

29 

30 

1/26 

1/27 

火

・

水 

３

・

４ 

SBOｓ：26）27） 

歯科診療補助論 P71～75  

歯科放射線学 P14～39 

歯科機器 P34～38 

１）画像検査（エックス線撮影） 

・歯科放射線撮影時の位置づけ 

・画像検査（パノラマ撮影、デンタル撮

影）の読み取り 

２）歯科診療補助実習Ⅰのまとめ 

示説 

実習 

教

室

・

14

階 

実

験

室 

歯科放射

線科  

小高 

多田 

有友 

中田 

エーサン 
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科 目 名 歯科保健指導論 修得単位数 ２ 
担当教員 

※：実務経験を有する教員 

※江口貴子、※菅野亜紀 

ナンバリング B0601-1B 

実務経験 あり 
実務経験と教育内容

の関連性 
 歯科衛生士として実務経験のある教員が、病院、診療所等での勤務

経験を活かし、対象者の健康を増進させ、人々の健康づくりを支援す

るために必要な各ライフステージにおける一般的特徴や歯科衛生の意

義および口腔疾患の特徴を講義している。 
 
1. 教科の特徴 
  本教科は、対象者の健康を増進させ、人々の健康づくりを支援できる能力を習得するため、

各ライフステージにおける一般的特徴や歯科衛生の意義および口腔疾患の特徴を学習する。 
 

《当該科目》に合格することで修得できるコンピテンシー 
コンピテンシー（学修成果） 

①人間力 
②倫理に
基づく行動

力 
③社会貢

献力 
④コミュ
ニケーショ

ン能力 
⑤協働す

る力 
⑥自己 
研鑽力 

⑦問題探
求力 

⑧専門的 
実践能力 

〇  〇     〇 

 
2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

対象者に健康づくり支援を行うために、各ライフステージの特徴を理解し、口腔衛生管理や

生活習慣の指導に必要な基本的知識を修得する。 
 
3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１）口腔衛生管理に使用する用具について説明する。(5～10％) 
２）各ライフステージの一般的特徴、口腔内の特徴を説明する。 
３）各ライフステージにおける望ましい歯科保健行動について説明する。 
４）各ライフステージに適した歯科保健指導内容(口腔衛生管理・生活習慣・       
食生活)を説明する。 
５）各ライフステージの特徴に合った必要な栄養素とその摂取基準を説明する。 
６）特別な配慮を要する患者の口腔衛生管理について説明する。(10～15％) 
７）禁煙指導について説明する。(10～15％) 
８）自分自身の全身状況と口腔内状況を踏まえ、自分自身の生活習慣を考察する。(5～10％) 

 
4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法：講義 
２）能動的方法：プレテスト、ポストテスト、PBL、ディスカッション 
３）媒体：教科書、スライド、プリント 
  
  

5. 評価（EV : Evaluation） 
１）形成的評価： 
  講義実施時にプレテスト、ポストテストを行う。 
  提出物の内容を評価する。 
 
 

 (55%) 

 

２）総括的評価： 
定期試験については、講義中に指示した範囲で行い、講義内容の理解度を空欄補充、真

偽選択、論述等の記述試験で評価する。(90％) 
   なお、中間試験については、シラバスに記載した範囲で行い、評価する。(10％) 

 
6. 事前学修・事後学修 

１）事前学修(教科書指定のページを読んでおくこと・各 10 分程度) 
第 1 回：Ⅰ編 1 章  
第 2～4 回：Ⅲ編 4 章 
第 5 回：Ⅳ編妊産婦期 
第 6 回：Ⅳ編乳幼児期 
第 7 回：Ⅳ編学齢期、青年期 
第 8 回：Ⅳ編成人期 
第 9 回：指定範囲を復習すること 
第 10 回：Ⅳ編高齢期 
第 11 回：Ⅳ編要介護高齢者 
第 12 回：Ⅳ編大規模災害被災者、Ⅲ編 4 章ストレスマネジメント 
第 13 回：Ⅲ編 4 章喫煙者に対する指導 
第 14、15 回：食事バランスガイドについての厚生労働省の HP を確認する。 
  

２）事後学修 
第 1～15 回：教科書、当日配布資料を再確認し、重要ポイントをリストアップする。 
  

３）事前学修・事後学修の評価 
事前学習：第 1～13 回：講義当日にプレテストを行う。 
     第 14～15 回：提出物をもって評価する。 
事後学習：第 1～13 回： 
次回講義時に事前学習のプレテストとともにポストテストを行う。 
     第 14 回：提出物をもって評価する。 
     第 15 回は次回講義がないため、事後評価は行わない。  

7. 教科書 
全国歯科衛生士教育協議会 

監修 
歯科衛生学シリーズ 
歯科予防処置論・歯科保健指導論 

第 2 版 

医歯薬出版 

 

8. 参考図書 
全国歯科衛生士教育協議会 

監修 
最新歯科衛生士教本 
歯科予防処置・歯科保健指導（第２

版） 

医歯薬出版 

全国歯科衛生士教育協議会 

監修 
最新歯科衛生士教本 
人体の構造と機能 2 栄養と代謝 

医歯薬出版 

E・Mウィルキンス 著／遠

藤圭子、中垣晴男、西 真

紀子、眞木吉信、松井恭

平、山根 瞳、若林則幸 

監訳 

ウィルキンス歯科衛生士の臨床 原

著 第 11 版 
医歯薬出版 

文部科学省 学校歯科保健参考資料 「生きる

力」をはぐくむ学校での歯・口の健

康づくり 

社団法人 日

本学校歯科医

会 
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9. オフィスアワー 
講義実施日の講義終了後から 18 時 

 
10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または終了予

定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 
ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅延証明

書等)を提出すること。 

 

回

数 月日 曜

日 
時

限 内容項目（SBOs など） 方略

(LS) 
場

所 担当者 

１ 9/29 火 2 科目の概要について説明 
 国家試験出題基準や他科目との関連 
歯科保健指導の概要 
歯科保健指導の定義について 
個人と集団 
健康とは 定義やヘルスプロモーション 
ハイリスクアプローチ 
ポピュレーションアプローチ 

 

講義 14
階 
教

室 

江口 
 

２ 10/6 火 2 口腔清掃方法について 1 
歯ブラシ・歯磨剤・補助的清掃用具・

口腔ケア用品(歯ブラシや電動歯ブラシ、

歯磨剤、デンタルフロスの構造、種類、

使用目的等について説明) SBOs1) 

講義 14
階 
教

室 

江口 
 

３ 10/13 火 2 口腔清掃方法について 2 
歯ブラシ・歯磨剤・補助的清掃用具・

口腔ケア用品(小歯ブラシや歯間ブラシ、

舌ブラシ、染めだし剤の構造、種類、使

用目的について説明)  SBOs1) 

講義 14
階 
教

室 

江口 
 

４ 10/20 火 2 口腔清掃方法について 
電動歯ブラシ  

SBOs1) 

講義 14
階 
教

室 

江口 

 

５ 10/27 火 2 ライフステージ別歯科保健指導 1 
妊産婦期：妊娠期および授乳期を含む出

産前後の女性 
一般的特徴・口腔の特徴・望ましい歯科 
保健行動・栄養、食事摂取基準について 
SBOs2、3、4、5) 

講義 14
階 
教

室 

江口 
 

６ 11/10 火 2 ライフステージ別歯科保健指導 2 
新生児期～幼児期：出生から 5 歳 

一般的特徴・口腔の特徴・望ましい歯

科保健行動・栄養、食事摂取基準につい

て 

SBOs2、3、4、5) 

講義 14
階 
教

室 

江口 
 

７ 11/17 火 2 ライフステージ別歯科保健指導 3 
学齢期～青年期：6 歳～29 歳 

一般的特徴・口腔の特徴・望ましい歯

科保健行動・栄養、食事摂取基準につい

て SBOs2、3、4、5) 

講義 14
階 
教

室 

江口 
 

８ 11/24 火 2 ライフステージ別歯科保健指導 4 
成人期：30 歳～64 歳 

一般的特徴・口腔の特徴・望ましい歯

科保健行動・栄養、食事摂取基準につい

て SBOs2、3、4、5) 

講義 14
階 
教

室 

江口 

87



 

９ 11/ 30 月 1 配慮を要する者への指導 
：大規模災害被災者 
生活習慣指導、食・生活習慣改善 

ストレスマネジメント SBOs6) 

講義 14
階 
教

室 

江口 
 

10 12/10 木 4 ライフステージ別歯科保健指導 5-① 
高齢期：65 歳以上 

一般的特徴・口腔の特徴・望ましい歯

科保健行動・栄養、食事摂取基準につい

て SBOs2、3、4、5) 

講義 14
階 
教

室 

菅野 

11 12/17 木 4 ライフステージ別歯科保健指導 5-② 
要介護高齢者 

一般的特徴・口腔の特徴・望ましい歯

科保健行動・栄養、食事摂取基準につい

て SBOs2、3、4、5) 

講義 14
階 
教

室 

菅野 

12 1/14 木 4 回数 1～6 のまとめ、中間試験 講義 14
階 
教

室 

江口 

13 1/18 月 2 禁煙指導 
喫煙の害と依存性について 

禁煙のステージと支援について 
SBOs7) 

講義 14
階 
教

室 

菅野 
 

14 1/21 木 4 食生活指導について 1 
：自分たちの食生活状況を知り、骨密

度や咀嚼状況を踏まえ、望ましい食生活

を考える SBOs8) 

講義 14
階 
教

室 

菅野 

江口 
 

15 1/25 月 2 食生活指導について 2 
症例検討 

食支援について食事内容(形態、量、回

数)や咀嚼の仕方・回数を踏まえ考察する 
SBOs8) 

講義 14
階 
教

室 

菅野 

江口 
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科 目 名 歯科衛生統計学 修得単位数 １ 
担当教員 

※：実務経験を有する教員 

※杉原 直樹 

ナンバリング B0602-1B 

実務経験 あり 
実務経験と教育内容

の関連性 
歯科医師として実務経験のある教員が、勤務経験を活かし、現場に即

した講義を行っている。 
 
1. 教科の特徴 

歯科衛生統計学は、医学・歯科医学を統合的に理解して全人的な歯科医療を提供するために 
必要な基本的な知識の根幹となり、歯科衛生士として公衆衛生活動および福祉活動を実践するた

めに必須である。 
 
《当該科目》に合格することで修得できるコンピテンシー 

コンピテンシー（学修成果） 

①人間力 
②倫理に
基づく行動

力 
③社会貢

献力 
④コミュ
ニケーショ

ン能力 
⑤協働す

る力 
⑥自己 
研鑽力 

⑦問題探
求力 

⑧専門的 
実践能力 

 〇     〇 〇 

 
2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

歯科衛生教育並びに歯科保健指導を実施するために、衛生統計の基礎的知識、歯科疾患の 

指数、および統計資料の活用法を修得する。 

 
3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１）歯科衛生統計学を概説する。（10％） 
２）疫学の定義、目的、研究デザインを列挙し、説明する。（10％） 
３）EBM（根拠に基づく医療）を概説する（10％）。 
４）歯科保健調査における情報の性質および情報の取集方法について説明する。（10％） 
５）有病と罹患を説明し、集計方法を説明する。（10％） 
６）歯科疾患の指数を列挙し、集計方法を説明する。 （30％） 
７）歯科に関連のある国家統計調査を列挙し、概説する。（20％） 

 
4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法：講義 
２）能動的方法：プレテスト・ポステスト、ディスカッション 
３）媒体：教科書、参考図書、プリント、スライド 

 
5. 評価（EV : Evaluation） 

１） 形成的評価： 
プレテスト・ポストテストを行う。 

２）総括的評価： 
定期試験については、講義内容の理解度を空欄補充、真偽選択、論述等の記述試験で 
評価する。（90％） 
課題の提出状況、授業の出欠状況、日常的な授業の取組状況などを評価する。（10％） 

 
 
 

 

6. 事前学修・事後学修 
１）事前学修 

第１回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 
第２回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 
第３回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 
第４回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 
第５回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 
第６回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 
第７回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 
第８回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 

２）事後学修 
第１回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 
第２回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 
第３回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 
第４回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 
第５回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 
第６回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 
第７回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 
第８回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 

３）事前学修・事後学修の評価 
事前学修：講義当日の開始時にプレテストで確認する。 
事後学修：次回講義の開始時に、事前学修のプレテストと共にポストテストを行う。 

 
7. 教科書 

全国歯科衛生士教育協議会 

監修 

歯科衛生学シリーズ 

歯・口腔の健康と予防に関わる人間

と社会の仕組み 3 保健情報統計学 

医歯薬出版 

杉原直樹、福田雅臣、川戸

貴行、小松﨑 明、有川量

崇、田中とも子 監修 

口腔衛生学 2026 一世出版 

 
8. 参考図書 

一般財団法人 

厚生労働統計協会 

国 民 衛 生 の 動 向 ・ 厚 生 の 指 標

2025/2026 

厚生労働統計

協会 
 

9. オフィスアワー 
講義実施日の講義終了後から 18 時／本館 10 階衛生学研究室 

 
10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または終了予 
定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 
ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅延証明 

書等)を提出すること。 
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回

数 月日 曜

日 
時

限 内容項目（SBOs など） 方略

(LS) 
場

所 担当者 

１ 12/1 火 2 
(1) 歯科衛生統計と疫学 

歯科衛生統計とは 

歯科衛生統計の目標 

歯科衛生統計で用いられる情報 

疫学 

講義 14
階 
教

室 

杉原 

２ 12/3 木 4 
(2) 疫学と臨床疫学およびＥＢＭ 

疫学（前回からの続き） 

臨床疫学とＥＢＭ(根拠に基づく医療) 

講義 14
階 
教

室 

杉原 

３ 12/8 火 2 
(3)スクリーニング検査と保健統計の基本 

スクリーニング検査 

保健情報の収集 

標本抽出 

講義 14
階 
教

室 

杉原 

４ 12/15 火 2 
(4)‐1 歯科疾患の指数Ⅰ（う蝕の指数） 

指標と指数 

一般衛生統計で用いられる主な指数 

有病と罹患 

齲蝕の指数 

齲蝕の検出基準 

齲蝕の疫学的特性 

DMF を用いた指数 

RID index（齲蝕増量指数） 

齲蝕抑制率 

講義 14
階 
教

室 

杉原 

 

 12/22 火 2 
(4)-2 科疾患の指数Ⅱ(歯周疾患の指数) 

歯周疾患の検出基準 

歯周疾患の疫学的特性 

歯周疾患の指数 

PMA Index 

GI（Gingival Index） 

GBI（Gingival Bleeding Indez） 

CPI (CommunityPeriodontal Index) 

PI（Periodontal Index） 

PDI（Periodontal Disease Index） 

GB count（Gingival Bone Count） 

講義 14
階 
教

室 

杉原 

６ 1/12 火 2 
(4)‐3 歯科疾患の指数Ⅲ 

（歯口清掃状態の指数） 

OHI（Oral Hygiene Index） 

OHI-S（Simplified Oral Hygiene 

Index） 

講義 14
階 
教

室 

杉原 

７ 1/19 火 2 
(4)‐4 歯科疾患の指数Ⅳ 

(口腔清掃状態と歯のフッ素症の指数) 

口腔清掃状態の指数 

PCR（Plaque Control Record） 

PHP (Patient Hygiene Performance) 

PlI（Plaque Index） 

歯のフッ素症の指数 

CFI（地域フッ素症指数） 

講義 14
階 
教

室 

杉原 
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８ 1/26 火 2 
(5) 国家統計調査 

国家統計調査の種類 

歯科疾患実態調査 

学校保健統計調査 

国民健康・栄養調査 

患者調査 

講義 14
階 
教

室 

杉原 
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